
タ￥  

′′     ン  

丁’JJ〃J．＼■．ヽ丁■J7’J’7IJ：’り′’J．りIl’7ソ∴lJJリ：●JJ． 1rJイJJ∴ヾりJ∴＼■（’上■  

舅争  

メ汚  



1  民間資金の受入れ  53  

54  

55  

58  

59  

59  

60  

61  

61  

61  

61  

62  

63  

2   職員  
3  大学院学生・研究生  

歴代所長  

名誉教授  

4   研究員  

4  出版物及び図案  

部門・附属研究施設の研究概要……………… 5  土地・建物  

寒冷海洋圏科学部門  5  技術部  

10  分析棟  寒冷陸域科学部門  

低温基礎科学部門  18  低温実験室  

22  低温機関室  寒冷圏総合科学部門  

附属流氷研究施設  26  観測室  

COE研究プロジェクト……………………‥ 29  主な研究機器  

研究業績  低温科学研究所平面図  

共同研究採択課題  附属流氷研究施設平面図…………………‥＝＝ 65  

低温科学研究所・施設位置図………………… 66  

低温科学研究所・海外学術研究地点………… 66   
学術に関する受賞状況  

科学研究費等研究助成金……………………… 50  



吾
こ
ゝ
至
㌻
享
年
■
電
．
1
呈
盲
1
－
号
1
．
㌻
皇
r
L
一
▼
－
圭
三
華
－
γ
ト
i
き
t
■
モ
、
i
吉
≠
妄
イ
富
▼
－
蔓
官
：
．
姜
▲
喜
－
i
喜
－
冒
・
一
－
専
Y
書
－
蓋
■
要
吉
－
￥
…
書
…
亨
で
套
・
r
T
－
1
■
・
・
曇
◆
・
1
1
，
ぞ
F
～
1
≡
？
圭
一
l
、
！
†
ヱ
～
…
r
ニ
：
▼
∵
 
 
 

低温科学研究所が、奪回共同利用研究所とせって3年、撰沌研究機粥となって2年  

を経過しました。この冊、巣南利用研究計通ヒて人の密漁が活発になり、様々な成果  

となって現われ始めていますもCOE彿究アロ1ジ温タト「オホーツク海と周辺陸城にお  

ける大泉儒祥一富永嵐相互作用」では、オホ⊥ツタ革め率格的な海野観測を開始するこ  

とができましたし、カムチャッカでは予定の氷冠轟削を成功射こ成し遂げました。い  

ずれも、各研究所関係者と国内外の共同研究者の並々ならぬ努力の賜物ですや今後、  

海洋畿朋は今年度殻優した係留湘券の回収専を青め葦ちに機軸を艶化する予定です。  

陸域は、生態学的醸塞に温点を移して紐行するこ車になっています。この他にも多く  

の内外共同研究が、様々な形で行われています。，春美同研究の成果は、共同利用報曹  
書および個別の報奇書を参照してくだきい，。   

この年報は、身許兜前の現況と活動状況思お伝ぇするのが目的です。昨年は、当教  

卒度における教官毎の研究業績を掲載しまし美帆研究成果をより見易くするために、  

今年から各研究瑚奪の成果概要を合わせで掲載清一ることに致しました。本冊子から、  

低温科学研究軒の鶉漉をご理解頂くと共に、当研究所括射ヒのために忌牌のないご意  

見が寄せられることを願う次第です。  

北淋激東学嘩温科挙研究所農 本 豊 武 夫   



低温科学研究所設置   

物：哩学部門、応用物理学部門、気象学部門、海洋学部門、生物学部門、   

医学部門設置   

雪害科学部門増設   

凍上学部門増設   

附属流氷研究施設設置（紋別）   

雪崩観測室新築落成（問寒別）   

植物凍害科学部門増設   

研究棟（2，892平方米）新築落成   

低温棟（2，342平方米）新築落成   

融雪科学部門増設   

凍上観測室新築落成（苫小牧）   

低温生化学部門増設   

研究棟（1，064平方米）増築   

附属流氷研究施設宿泊棟新築落成   

融雪観測室新築落成（母子里）   

医学部門が生理学部門に転換、生物学部門が動物学部門に、低温生化学   

部門が生化学部門に名称変更   

降雪物理学部門増設   

降雪物理学部門廃止、雪氷気候物理学部門増設   

全国共同利用の研究所に改組   

寒冷海洋圏科学部門、寒冷陸城科学部門、低温基礎科学部門、寒冷圏総   

合科学部門の4大部門を設置   

分析棟（1，623平方米）増築   

昭和16年11月  

昭和38年4月   

昭和39年4月   

昭和40年4月   

昭和40年11月   

昭和41年4月   

昭和43年3月   

昭和43年11月   

昭和45年4月   

昭和47年11月   

昭和48年4月   

昭和50年12月   

昭和53年2月   

昭和53年10月   

昭和54年4月  

昭和56年4月   

平成3年4月   

平成7年4月  

／／  

平成9年3月  



機構  

寒冷海洋圏科学部門  

寒冷陸域科学部門  

低温基礎科学部門  

寒冷圏総合科学部門  
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来  

附属研究施設  流氷研究施設  

機器開発  

特機開発  

観測解析   

第一研究協力室  

第二研究協力室  

第三研究協力室  

計
画
委
員
会
 
 

掛
掛
掛
 
 

務
計
書
 
 

低温機械室   

定員  事務官15名  客員教授（ⅠⅠ種）  1名   

技 官13名  外国人客員教授（ⅠⅠⅠ種） 1名   

合 計 80名   



歴代所長  
氏  名   在  任  期  間   備  考   

1．小 熊  拝   昭和16．12．8～23．3．31   

2．小 熊  梓   事務取扱  

3．青 木  廉   ／／23．10．15～25．10．14   

4．堀  健 夫   ／／25．10．15～28．10．14   

5．吉 田 順 五   ／／28．10．15～31．10．14   

6．根 井 外書男   ／／31．10．15～34．10．14   

7．堀  健 夫   ／／34．10．15～37．3．31   

8．吉 田 順 五   ／／37．4．1－40．3．31   

9．吉 田 順 五   ／／40．4．1～43．3．31   

10．大 浦 浩 文   ／／43．4．1－44．3．10   

11．黒 岩 大 助   事務取扱  

12．朝比奈 英 三   ／／44．4．21～47．4．20   

13．朝比奈 英 三   ／／47．4．21～50．4．20   

14．黒 岩 大 助   ／／50．4．21～53．4．20   

15．黒 岩 大 助   ／／53．4．21～55．4．1   

16．木 下 誠 一   ／／55．4．2－58．4．1   

17．木 下 誠 ←一   ／／58．4．2－61．4．1   

18．鈴 木 義 男   ／／61．4．2～平成元．3．31   

19．若 濱 五 郎   平成元．4．1～3．3．31   

20．匂 坂 勝之助   事務取扱  

21．藤 野 和 夫   ／／3．4．16～6．4．15   

22．藤 野 和 夫   ／／6．4．16－7．3．31   

23．秋田谷 英 次   ／／7．4．1－9．3．31   

24．本 堂 武 夫   ／／9．4．1～   

名誉教授  
氏  名  授与年月 日  

朝比奈 英 三  

酒 井  昭  

石 田  完  

小 島 賢 治  

木 下 誠 一  

鈴 木 義 男  

坂 上 昭 一  

若 濱 五 郎  

茅 野 春 雄  

匂 坂 勝之助  

藤 野 和 夫  

吉 田 静 夫  

昭和53年 4月2日  

昭和58年 4月2日  

昭和59年 4月2日  

昭和61年 4月1日  

昭和62年 4月1日  

平成元年 4月1日  

平成2年 4月1日  

平成3年 4月1日  

平成3年 4月1日  

平成6年 4月1日  

平成7年 4月1日  

平成10年 4月1日   



部門・附属研究施設の研究概要  

寒冷海洋圏科学部門  
MARINEANDATM：OSPHERICSCIENCERESEARCH SECTION  

PROFESSORS：  

KAWAMURA，Kimitakn，D，Sc．，OrganicGeochemistryandAtmosphericChemistry  

TAKEUCHI，Kensuke，D，Sc．，AirSeaInteractionandClimateChange  

FUJIYOSHI，Yasushi，D．Sc．，MesoscaleMeteorology  

WAKATSUCHI，Masaaki，D．Sc．，PhysicalOceanography；Atmosphere－Ice－OceanInteraction  

ASSOCIATE PROFESSORS：  

ENDOH，Tatsuo，D，Sc．，AtmosphericScienceandCloudPhysics；PhysicalProcessofSnowCrystal  

Formation；CloudStructure  

OHSHIMA，Keiichiro，D．Sc．，PhysicalOceanography；Ice－OceanCoupledSystem  

NAKATSUKA，Takeshi，D．Sc．，IsotopicGeochemistryandMarineChemistry  

ASSISTANT PROFESSORS：  

OHKOUCHI，Naohiko，D．Sc．，Geochemistry  

KAWASHIMA，Masayuki，M．Sc．，MesoscaleMeteorology  

KAWAMURA，Toshiyuki，D．Sc．，Glaciology；SeaIceGrowthandStructure  

FUKAMACHI，Yasushi，Ph．D．，PhysicalOceanography；IceOceanCoupledSystem  

Themajorresearchpurposeofthissectionistoclarifyclimatologicalandbiogeochemicalrolesof  

high－1atitudinalseas，eSpeCiallyiceCOVeredseas．Forthispurpose，WepreSentlyadopttheSea of  

Okhotskasaseasonalseaicezonestudyarea，WhichislocatedinthelowestlatitudeintheNorthern  

HemisphereandisbelievedtobetheoriginofNorthPacificIntermediateWater・Thissectionisalso  

composedofscientistswhohavevarietiesofbackgrounds，i・e・，meteOrOlogy，physicaloceanography，  

geochemistry，isotopegeochemistryandglaciology．Weareplanningtopromoteinternationaljoint  

prOgramS・  

部門は、寒冷海洋圏、特に海氷域の仝球的気候における役割の解明を最大の研究目標にしている。海氷  

は太陽からの放射エネルギーの大半を反射し、大気・海洋間の熱交換を著しく抑制する働きをもつ。一  当   

方、海氷が形成する際に生成する高塩分水は深層水の源であり、世界の海洋大循環に大きな役割を果たしてい  

る。   

当部門では、北半球で最も低緯度に位置する季節海氷域として、また近年、北太平洋中層水の起源水の生成  

域として注目されている、オホーツク海を当面の研究対象域と位置づけ、そこでの詳細な観測を行いつつ、学  

際的な研究の推進をめざす。以下に示す、多くの研究課題に取り組むために不可欠な、いろいろな研究分野（気  

象学、海洋物理学、地球化学、同位体地球化学、雪氷学）、研究手法（観測、化学分析、データ解析、リモー  

トセンシング、モデリング）をもつ研究スタッフから構成されているのも当部門の大きな特色である。また、  

国際共同研究にも積極的に取組んでいく。   



寒冷海洋圏科学部門   

研究課題と成果  
Currentresearch programs   

オホーツク海研究 教授 若土正暁、助教授 大島慶一郎、助手 河村俊行、助手 深町康  

1）「そうや」による海洋物理観測  大島慶一郎  

Oceanographicobservationsusingtheicebreaker“Soya”byK．Ohshima   

オホーツク海冬季の海氷下での海洋データは限られたものしかなかった。そこで、1996，1997，1998年2月  

の3年にわたって、海上保安庁の砕氷船「そうや」により水路部と共同で、オホーツク海南西部において海洋  

構造の観測を行った。これらの観測から、オホーツク海では冬季、結氷温度で一様な海洋混合層が300m以上  

に及ぶ場合があることがわかった。これは、海氷生成による鉛直対流だけでなく、南風による岸でのエクマン  

収束のようなmechanicalな効果によることも示唆される。このような厚い混合層を持つ水塊は東カラフト海  

流として海底斜面に沿ってカラフト沿岸沿いを南下し、それに伴って厚い海氷も南へ運ばれる。厚い混合層は  

下流域で周辺の水と混合されることで速やかにその鉛直一様性を失うが、結果として100m以下の層へは低温  

低塩高酸素水を供給することになり、オホーツク海に特徴的な水塊をつくることになる。  

2）「そうや」による海氷観測  河村俊行  

Seaicestudyusingtheicebreaker“Soya”byT．Kawamura  

1995年より海上保安庁の協力により、砕氷船「そうや」を用いて海氷観測を実施している。観測項目は1）  

ビデオカメラによる海氷の厚さ■密接度の連続測定、2）アルベドの測定、3）海氷のサンプリングである。  

1996年と1997年では非常に異なった結果が得られ、年による変動が大きいことが分かった。例えば、海氷の平  

均厚はそれぞれ約20，60cmであり、海氷を構成する氷の種類も1996年は粒状の氷が殆どであったのに対し、1997  

年では粒状の氷と短冊状の氷が互屑をなすものが多かった。互屑は明らかに氷盤どうしの積み重なりによるの  

もである。1996年の粒状の氷でもその証拠があった。従って、オホーツク海の海氷は南極ウェッデル海の海氷  

成長で提唱されたpancakecycleと氷の積み重なりによって氷厚が増大していることが明らかになった。また、  

海氷の成長に寄与する積雪の効果も約10％と見積もられた。  

3）オホーツク海における海氷拡大過程  若土正暁  

Sea－iceadvanceprocessesintheSeaofOkhotskbyM．Wakatsuchi   

70年代以降、人工衛星搭載のマイクロ波放射計による観測によって、海氷密接度の分布とその変動について  

はほぼ明らかになってきた。しかし、海氷がどのように漂流しているのか、例えばそこで形成したものか、周  

りから移流してきたものか等についてはほとんど分かっていない。   

我々は最近NASAで開発された、マイクロ波データでもicetypeを分別できるアルゴリズムをオホーツク海  

氷に通用して、その拡大過程について調べた。このアルゴリズムの妥当性については、NOAA AVHRR画像  

との比較から確認した。  

我々の解析から以下の辛が明らかになった。  

（1）新生氷の形成には局所性が顕著であり、特に氷縁付近での新生氷形成は、氷縁が突発的に後退した後に  

出来る開水面を再び覆いつくす際にいつも起こる。  

（2）氷縁の拡大は地衡風速のほぼ2％の速度で起こる。  

（3）海水域の拡大・後退の始まる時期と気温低下・上昇の始まる時期のそれぞれの対応が非常に良い。  

（4）オホーツク海における海氷の拡大は、主として風による移流によって起こる。  

（5）海水域の最大面積の年々変動は風や気温条件の年々変動によって解釈できる。  

＜関連施設、装置等＞  

流氷研究施設、低温実験室  

南極海研究  助教授 大島慶一郎、助手 深町康  

1）海氷融解過程  大島慶一郎  

MeltingprocessesofseaicebyK．Ohshima   

季節海氷域における海氷融解過程は、定性的にはまず短波放射が開水面に吸収され、その熱が海氷を側面と   

6   



寒冷海洋圏科学部門  

底面から融かしていく過程が重要であろうと考えられている。この過程を定量的に理解するために、南極海域  

の場合について研究を行った。まず、大気客観解析データ及び砕氷艦しらせの現場データの解析から、海氷の  

融解が盛んな時期（12月）の熟収支は、開水面では大気（主に日射による）から正の大きな熱フラックスがある  

のに対し、海氷面では熟のやり取りが非常に小さいことがわかった。もし、海氷の融解が大気から開水面に入  

る熟によってのみ行われるとすれば、（海氷融解率）は（開水面の占める割合）と（大気から開水面に入る熟的外  

力）に比例することになる。マイクロ波放射計（DMSPSSM／I）による海氷密接度データの解析から、実際にこ  

のような関係がよく成り立っていることがわかった。さらに、同様なコンセプトで、観測結果をよく説明し得  

る海氷・海洋結合モデルを考案した。  

2）アデリーランド沖の底層水特性の季節変動  深町康  

SeasonalVariabilityofbottom－WaterprOpertiesoffAdelieLand，Antarcticabyfukamachi   

南極海アデリーランド沖は南極底層水の起源域の一つとして考えられている。この海域の東経140度付近に  

おいて、94－96年の夏季に2回に渡って、CTD・採水観測を行った。この観測では、以前の観測例と同様に、  

低温・低塩の底層水の存在が見られた。この海域において、95年1月から96年3月まで、流速計の係留観測も  

同時に行った。この流速計のデータでは、海底から約30mの底層での流速が、それよりも上層のものよりも大  

きくなっていた。また、流速と水温の季節変動が顕著に見られたのも、この底層の流速計のみであり、8月か  

ら12月にかけては、その他の時期に比べて、流速が大きく、水温が低くなっていた。この流速と水温の季節変  

動は、この海域における底層水の生成量にも季節変動があることを示唆している。  

＜関連施設、装置等＞  

流氷研究施設、低温実験室  

海氷域における大気海洋相互作用  教授 竹内謙介  

Air－Seainteractioninsea－iceareabyK．Takeuchi   

経年変動が大きいことで知られるオホーツク海の海氷の変動が大気循環にどの様な影響を与えるかを調べた。  

海氷の多い年、少ない年を数年ずつ選び、大気の客観解析データからコンポジットを作り解析した所、多い年  

にはオホーツクに高気圧、ベーリングに低気圧性の異常が生じ、アラスカでは数度Cの気温上昇がある等、広  

い範囲に影響があることが解った。しかし、これでは原因と結果の区別がつかないため、大気大循環モデルに  

オホーツクの海氷の多寡を境界条件で与えて実験したところ、同じような異常が起きることが解り、これが海  

氷の変動による影響であることが解った。また、これがオホーツクの海氷変動によって起こされた定在ロスピ  

ー波により広い範囲に影響が及ぶことが示された。   

昨年度より、斜里、サハリン、巡視船宗谷で冬季にゾンデ観測を行い、海氷域における熟フラックスを見積  

もり、海氷が熟フラックスに与える影響を調べている。  

太平洋における熱帯一中緯度の海水循環とその気候変動への影響  教授 竹内談介  

OceancirculationbetweenMid－1attitudesandTropicsinthePacificOceananditseffectsonclimate  

ChangesbyK．Takeuchi   

中緯度海洋で沈み込んだ海水は亜表層下を通って熱帯に達して水温躍層下部を構成し、赤道湧昇によって海  

面に吸い上げられ、海面を中緯度にもどって行く。この循環は海洋構造を形作る意味でも、また十年スケール  

変動等の気候変動の原因としても重要であるが、これまで詳しく調べられてこなかった。   

われわれのグループではこの海水交換を数値モデルによって明らかにし、気候変動への寄与を調べた。まず、  

赤道に達する経路が内部を通るものと西岸境界域を通るものがあり、それぞれの海面での供給源が特定された。  

この供給源での分布が熱帯での分布に大きな影響を与えることが塩分やトリチウム等で示された。また、十年  

変動における中緯度での海面水温変動はこの供給源に正と負のものがあり、相殺されて熱帯では大きくならな  

いこと等が示された。   

また、偏西風の変動に対する海洋の変動も調べられた。偏西風の変動の影響がこの循環で熱帯域に広がると  

き、混合層フロントと各等密度面が海面に出る線との交点が重要な役割を果たすこと等、複雑な様相が明らか  

になった。この結果、亜表層では等密度面が浅くなるなど、従来の理論では予想できなかった変化が生じるこ  
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となどがホされた。  

熱帯太平洋における短期変動と大気海洋相互作用  教授 竹内謙介  

ShorttermvariabilityandAir－SeainteractionintheTropicalPacificbyK．Takeuchi   

熱帯太平洋の変動としてはENSOが重要で良く知られているが、それより短い時間スケールでも大気漸羊相  

互作用が起きており、その結果はENSOにも影響を及ぼしている。   

その一つの例として東大平洋における赤道不安定波による波状の海面水温分布が海上の風に影響を与えてい  

ることが、衛星の散乱計による海上風データの解析から明らかになった。また、このメカニズムが海面水温に  

よって海上大気の安定性が変わり、乱流の強さに影響するためであることが示された。また、これによる海上  

風の収束、発散で上昇流が生じ、上空にも影響があることが示された。   

季節内振動は熱帯でENSOに次ぐともいえる重要な変動であるが、この変動が漸羊に与える影響について  

は未解明であった。数値モデルによる研究の結果、季節内変動は、その周期の変動を海洋にもたらすだけでな  

く、非線型効果により、より長い時間スケールの影響を与えることが示された。これによると、季節内変動に  

より赤道において平均流として東向の流れが駆動され、暖水プールを東に延ばす働きがあることが示された。  

この効果のENSOに対する影響の解析が進行中で、その成果期待される。  

酸性雪の形成機構と構成成分の究明  助教授 遠藤辰雄  

FormationmechanismofasidsnowanditsingredientsbyT．Endoh   

これまでの札幌や石狩の観測では、雲粒の付かない雪結晶には硝酸塩が際立って多く含まれることが世界で  

初めて観測され、これは既に専門誌のAtmosphericEnvinonmentに受理され第30巻に掲載されている通りで  

ある。これは雲底下の汚染大気中で捕捉したものと解釈してきたが、このことを確認するために、地表付近の  

境界層の大気環境の清純である遠隔過疎地における同様の観測を1997年1月に北海道大学演習林である母子里  

において行なった。その結果、観測点大気には僅かしか存在しない硝酸ガスがアラレ状の降雪にある程度の濃  

度で含まれることが観測され、硝酸塩も長距離輸送され、雲内で降雪粒子に取込まれる可能性を示唆すること  

が出来ることが分かった．  

＜関連施設、装置等＞  

母子里野外観測室、低温実験棟（除雪試料冷凍保管）  

大気エアロゾルの海洋上の光学的観測  助教授  遠藤辰雄  

OpticalmeasurementofAtmosphericAerosoloverOceansbyT．Endoh   

太陽光の直達成分と周縁分散成分を同時に測定することから大気仝層のエアロゾルの濃度の粒径分布をリト  

リーパル法で算出することが出来る。この観測には精解な方位高度角の走査動作が必要であるが、現在ほとん  

ど日動化され陸上では長期観測が可能である。しかし動揺する船舶上での自動観測には問題が多く、動揺を自  

動補正するシステムを開発試験中である。この試験航海を1997年2月に東京一苫小牧間のカーフェリーを利用  

して行った。その結果、大洋を日動追尾するシステムと平行して、太陽方向を基準に走査することで、太陽周  

縁部に関する限り角度精度良く観測出きるところに至っている。  

北極エアロゾル中の水溶性有機物に関する研究  教授 河村公隆、助手 大河内直彦  

StudiesonwatersolubleorganiccompoundsinthearcticaerosoIsbyK．KawamuraandN．Ohkouchi   

北極圏の冬季には汚染性の有機物が大量に大気輸送されるが、3月のポーラーサンライズの時期に光化学的  

酸化により大きな化学的変質を受ける。今回、我々は、光化学生成物である低分子ジカルポン酸を、北極エア  

ロゾル中に検索した結果、飽和（C2－Cll）及び不飽和（マレイン酸、フマル酸、メチルマレイン酸、フタル  

酸）ジカルポン酸を検出し、シュウ酸（C2）が最も優位な成分であることを見いだした。更に、ジカルポン酸  

の濃度は、微細なエアロゾル粒子（2ミクロン以下）でより高く、大型粒子（2ミクロン以上）中のジカルポ  

ン酸濃度に比べ7倍以上であることがわかった。また、ジカルポン酸濃度は太陽光が入射する3月以降、急激  

に増加することが明らかとなったが、その傾向は微細粒子でより顕著であった。これは、ガス状有機物の光化   
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学的酸化により粒子状ジカルポン酸が生成されたいることを意味している。  

＜関連施設、装置等＞  

分析棟、ガスクロマトグラフ・質量分析計   

深海底堆積物中の多環芳香族炭化水素の分布 助手 大河内直彦、教授 河村公隆  

Distribution of polynuclear aromatic hydrocarbons in the deep sea sediments by N.Ohkouchi and 

K．Kawamura   

多環芳香族炭化水素（PAHs）は、化オ「燃料の燃焼といった人間活動および森林火災などの天然の燃焼過程  

によって生成され環境中に放出される。これらの汚染物質は発生源の近傍だけでなく、地球全域に大気を経由  

して輸送され極域に膿集・沈降し、深刻な環境問題を引き起こしている。われわれは中部太平洋（東経175度）  

で採取された深海底表層堆積物を分析し、PAHsのグローバルスケールの分布とそれを支配する要因に関して  

考察した。各PAHsの緯度分布は、北緯30度から南緯15度までは相対的に低濃度かつほとんど一定であるが、  

北緯30度以北で顕著な増加傾向に転じ、最も北のサイト（北緯48度）で最も高い濃度を示すという共通した傾  

向を示している。この結果は、PAHsの緯度分布パターンが化合物の物理化学的な因子に依存しないことを示  

し、「すす」に吸着あるいは結合した形で、PAHsが大気中を集団で運ばれていることを示唆しているものと  

解釈した。  

＜関連施設、装置等＞  

分析棟、ガスクロマトグラフ・質量分析計   

セジメントトラップを用いた海洋の有機物循環に関する研究  助教授 中塚武、教授 河村公隆、  

助手 大河内直彦  

StudyofOrganicMatterCycleintheOceanusingSedimentTrapsbyT．Nakatsuka，K・Kawamuraand  

N．Ohkouchi  

1997年は、相模湾・オホーツク海にセジメントトラップを設置した。相模湾では計3回のセジメントトラッ  

プの設置・回収を繰り返し、詳細な沈降粒子フラックスの時系列データを得た。有機炭素・窒素フラックスの  

測定、および有機炭素■柴素の同位体比の測定により、当該海域の深層水における有機物流束の特徴、特に春  

季ブルーームとの関係やブルーム起源粒子の海底直上での滞留によるネフロイド層の形成、堆積物の再懸濁イベ  

ントの発生等の様々な現象が、詳細に解析された。オホーツク海に設置されたセジメントトラップは、98年に  

回収し、分析・解析の－平定（98年9月末現在で回収済）である。  

＜関連施設、装置等＞  

低温実験室、分析棟   

メソスケール雲システムの形成・維持のメカニズムに関する数値モデリング及び観測的研究  

教授 藤吉康志、助手 川島正行  

Numericalmodelingandobservationalstudyofformationandmaintenancemechanismofmesoscale  

cloudsystemsbyY．FujiyoshiandM．Kawashima   

様々なメソスケール雲システムのうち、今年度は、北海道石狩平野を中心に展開された特別観測で得られた  

ドップラーレーダーの風速・反射強度データセットを用いて、典型的な雪雲である筋状降雪雲の形成維持過程  

を調べた。   

その結果、筋雲内の雪雲はロール状循環では形成維持されておらず、むしろ雲頂部での降雪粒子の蒸発によ  

って形成された下降流が次の雪雲の発生に重要であることが明らかとなった。この結果は、地形に沿って形成  

された降雪雲を対象として行った熱力学的リトリーパル法による解析でも支持された。すなわち、降雪雲の成  

長期は下層から雲頂付近まで潜熱放出遥は正の値であったが、成熟・減衰期には雲頂付近で比較的大きな負の  

値を示した。これから雲頂付近での乾燥した空気内での降雪粒子の蒸発が降雪雲のライフサイクルに重要な役  

割を果たすことが示された。  

＜関連施設、装置等＞  

降雪ダイナミックス移動観測システム、大気境界層観測システム  
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CRYOSPHERE SCIENCE RESEARCH SECTION  

PROflESSORS：  

OHATA，Tetsuo，D．Sc．，ColdregionClimatology  

KOBAYASHI，Daiji，D．Sc．，SnowHydrology；SnowmeltRunoffProcesses  

HARA，Toshihiko，D．Sc．，PlantEcology  

HONDOH，Takeo，D．Eng．，SolidStatePhysics；Ice CoreResearch  

ASSOCIATE PROFESSORS：  

ISIIIKAWA，Nobuyoshi，D・Sc・，Boundary－LayerMeteorology；Micrometeorology  

NARITA，Hideki，D・Sc・，PhysicalPropertiesofSnow，IceandEnvironments；IceCoreResearch  

NARUSE，Renji，D・Sc・，DynamicsoftheAntarcticIceSheetandGlaciers；MechanismofGlacier  

Variations  

HORIGUCHI，Kaoru，D・Sc・，PhysiochemicalPropertiesofClayMaterials；ProperitiesofUnfrozen  

Water in Frozen Soil 

MIZUNO，Yukiko，D・ScリPhysics；MechanicalProperties ofIce under Hydrostatic Pressure；  

RecrystallizationProcessesinDeformedIce  

YAMAI）A，Tomomi，D・Sc・，GlaciorHydrologicalStudiesinGlacialLakeFormation，RecentVariation  

of ablation in Antarctica 

LECTURER：  

TANNO，Kouzou，D・Sc・，AnimalPhysiology；Cryobiology；FrostResistance and Ecology ofOver－  

wintering Insects 

ASSISTANT PROFESSORS：  

ISHII，Yoshiyuki，D．Sc．，BasinHydrology；ChemicalDynamicsofStreamflowGeneration  

KODAMA，Yuji，Ph．D．（Univ．ofAlaska），Boundry－LayerMeteorology；PolarMeteorology；Snow－  

melt Runoff Processes  

SHIRAIWA，Takayuki，Ph．D．inEnv．Sc．，MassBalanceofGlaciers；GlacialandPeriglacialGeomor－  

phology  

SUZUI（I，J11n－ichirou，Ph．D．，PlantEcology；EvolutionaryBiology  

SONE，Toshio，Ph．D．inEnv，Sci．，Geomorphology；PeriglacialProcessesinColdEnviroments；Alpine  

Permafrost Occurrence in Hokkaido 

NISHIMURA，Kouichi，D．Sc．，DynamicsofSnowAvalancheandBlowingSnow  

IIORI，Akira，D．Eng．，MaterialsScience  

Physicalpropertiesofpolaricecores；Freezingcharacteristicsofinterfacialwater；Deformation  

mechanismsofpolycrystallineice；Hydrologiccycleinasnowydrainagebasin；Arealsnowaccumula－  
tionandablation；Arealheatbalanceina drainagebasin；Boundary－1ayermeteorology；Snowmelt  
discharge；Comparativesnow－hydrology；Forestmeteorology；Chemicaldynamicsofsnowandsoil  
；Mechanism of avalanche release（Weak－1ayerin snow cover，aValanche forecast）；Dynamics of  

glaciers andice sheets（Glacier variations，Characteristics of glacialflow，Quaternary glaciation，  

deductionofpaleoclimatefromiceproperties）；Fluidizationofsnowdynamicsofmixed－phasesnow  
flowinrelationtothemechanismofblowingsnow，SnOWaCCretion；PalsaformationintheDaisetsu   
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寒冷陸城科学部門   

Mountain；Permafrost；Ecology and physiology ofcoldhardiness ofinsects；Phenologicaland  

developmentaldivergenceofplantlifehistoriesinthecoldclimate；Ecologyofforestandgrassland  
plantcommunities・  

球規模の気候システムの中で、寒冷陸城における雪氷及び生態系の特性について地球科学及び環境科学  

の両面から総合的に研究する。研究分野は雪氷変動、融点附近の雪氷現象、雪氷循環、雪氷気象、雪氷  地   

環境、氷河・氷床、寒冷生物圏変動等に分かれる。   

上記の研究分野を雪氷の循環に従って記載すると次のようになる。降雪が地上の積雪となってからの変態及  

びその水量の地球上の分布状態はどうなっているか等の研究分野がまず挙げられる。積雪も極地においては長  

年の堆積の結果、氷河氷床を形成する。氷河・氷床等はその生成過程における地球の気候変動を記録している。  

又地球上の積雪の分布は寒冷地域の気象と強い相互作用を有し、永久凍土、植物群集の動態及び生態系等と密  

接に関連している。積雪地域では地吹雪が発生し、山地では雪崩が発生する。又融雪は洪水をもたらす。氷床  

の融解は汎世界的な海面上昇をもたらし、氷河の衰退によって生まれた氷河湖は決壊洪水を発生させる等、積  

雪や氷河は災害問題とも関連している。上記の雪氷の素過程の研究の他に、地球上の雪氷及び生態系の総合的  

研究が必要となり、南極、スピッツベルゲン、ロシア北方域、カムチャッカ、カナダ、アラスカ、パタゴニア、  

ネパール等において共同の研究観測調査を行っている。   

研究課題と成果  

Current research programs   

氷床コアの物性と古気候・古環境の復元  教授 本堂武夫、助教授 成田英器、助手 堀彰  

Physicalpropertiesoficecoresandpaleoclimate／paleoenvironmentreconstrutions  

byT．Hondoh，H．NaritaandA．Hori   

氷床コアは、古気候・古環境復元にとって極めて貴重な存在であるが、研究の進展に伴って、そこに記録さ  

れたデータがどのように形成され、どのような変性を受けたか、という点を明らかにすることが強く求められ  

ている。   

本研究で、気泡からクラスレート水和物に遷移する過程で、大気の分別が起こる過程を明らかにした。気泡  

からクラスレートに向かう気体の拡散が生じ、拡散係数が分子種に依存することが分別の原因である。また、  

この遷移過程の理論を構築した。大気組成復元の信頼性を定量的に議論する通が開けた。   

様々な物性が、温度変動の指標である♂180と相関することが分かってきた。ドームFコアでは、35万年に  

わたる♂180と気泡・クラスレート数密度との逆相関、結晶粒径との正相関等が見つかっている。新たなシグ  

ナルとして、その原因を検討中である。   

表層部の層位観察から、年間堆積量の長周期変動が見出された。また、Ⅹ線透過率測定によって、密度の年  

変動およびごく薄い氷板の存在が明らかになった。これらは、堆積速度の推定や大気と氷の年代差の推定に重  

要な知見となる。  

＜関連施設・装置等＞  

分析棟、低温実験室、氷床コア解析システム、自動Ⅹ線回折装置  

クラスレート水和物の構造と物性  教授 本堂武夫、助手 堀彰  

StructuresandphysicalpropertiesoficeandclathratehydratesbyT．HondohandA．Hori   

クラスレート水和物は、氷床コア解析においては新たな気候変動の指標として、工学的には新しいエネルギ  

ー資源や温暖化ガスの貯蔵物質として、強い関心が寄せられている。しかし、その生成過程および物性につい  

ては未だ明らかではない。   

本研究では、Ⅹ線回折を用いた炭酸ガスのクラスレートの結晶成長のその場観察を行い、分子軌道計算の結  

果と合わせて、生成の初期段階でにおいて、空気分子とそのクラスレートの存在が大きな役割を果たすことを  

明らかにし、結晶成長のメカニズムの解明の手がかりを得た。また、分子動力学計算から、空気分子のクラス  
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レートで、ケージ内の空気分子に配向があることや、窒素分子と酸素分子とで、分子の運動に違いがあること  

等を明らかにした。これらの研究成果は、氷床中でのクラスレートの成長過程や物性の理解に有益な知見を与  

える。  

＜関連施設、装置等＞  

分析棟、低温実験室、氷床コア解析システム、自動Ⅹ線回折装置   

寒冷多雪地域における流域水循環 教授 小林大二、助手 石井吉之  

HydrologiccycleinasnowydrainagebasinbyD．KobayashiandY．Ishii   

北海道母子里の流出試験地において、融雪期及び暖候期の各々の出水時に漸近する川水温が1．8m深地温に  

相当することを見出し、この流域では洪水流出の8～9割が1．8m深地温に相当する水温をもつ地中流出成分  

であることを示した。   

北海道母子里の流出試験地において、谷頭湧水の流量と水質を通年にわたって調べた。融雪出水期には湧水  

の流出量が顕著に増大するが、水質にはほとんど変化が見られないことを見出し、湧水の流出メカニズムを議  

論した。  

比較雪水文学の研究  教授 小林大二、助手 石井吉之  

Studiesoncomparativesnow－hydrologybyD．KobayashiandY．Ishii  

アラスかユーコン水循環観測研究計画の一環として、森林及びツンドラからなる実験小流域（カリブーポー  

カークリーク）において、河川の流量・水質変動及び流出機構を調べた。また、ネパール・ヒマラヤの高山流  

域において、プレモンスーン期に、氷河の融け水で滴養される白濁した河川の流量・水質の変動特性を調べた。  

積雪及び地中での化学物質の輸送過程  教授 小林大二、助手 石井吉之  

ChemicaldynamicsthroughsnowpackandsoilbyD．KobayashiandY．Ishii   

北海道母子望の流出試験地において、融雪出水時の川水の一時的酸性化を引起こすメカニズムを考察した。  

pH低‾Fは川水中の炭酸物質の挙動と密接に関係すること、流量増加に伴うpH低下のタイミングには先行型・  

同時型・遅れ型が存在し、遅れ型が一般的であること報告した。  

東シベリア・ツンドラ地域における水及びエネルギー循環  教授 小林大二、助手 石井貴之  

Waterandenergycycleintundraregion，eaSternSiberiabyD．KobayashiandY．Ishii   

東シベリア・ツンドラ地域のノト流域において、流域水収支の季節変化を調べた。積雪面積及び融解層厚の季  

節的変化を考慮し、融雪水及び凍土融解水がどの程度水収支へ寄与するかを見積った。  

＜関連施設、装置等＞  

融雪観測室、低温実験室、分析棟（融雪資料室）、雪崩観測室、水文気象観測システム  

シベリア地域の各種陸域での水・エネルギー循環の研究  教授 大畑哲夫、助手 児玉裕二、  

助手 石井吉之  

Water／energycirculationonvariouslandsurfacesinSiberiabyT．Ohata，Y．KodamaandY．Ishii   

本研究は、WCRPの計画の一環である国際共同研究計画GAMEの一部として実施して、日本においては大  

学・国公立研の共同研究として実施している。シベリア地域はこのGAME計画の一重点地域となっており、  

レナ川流域のタイガ域および山岳タイガなどの陸面過程を含め凍土・積雪地帯での水・エネルギー循環、大気  

陸面相互作用の実態の解明と大気陸域系のモデル化を目指している。ツンドラ地域としてはレナ川河口域のテ  

イクシを選択し、1997年には小流域の水循環項の通年にわたる測定及び関与している諸過程の研究を開始した。  

凍結河川の流量導出、不均一な積雪の堆積の把握、自動測定システムの運用、正確な降水量導出など、この地  

域特有の問題に直面しており、その測定法の改善などを実施した。新たなる発見としては、‡束土面の不均質性  

の影響や不均一積雪がその後の蒸発・流出に与える影響などがあげられる。  
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大陸域寒冷圏の広域水循環の実態と変動の研究 教授 大畑哲夫  

Conditionandvariationoflarge－SCalewatercycleoncontinentalcryospherebyT・Ohata   

大陸域寒冷圏は予測されている地球温暖化で最も大きい影響を受ける一地域であると言われている。しかし  

ながら、その地域での水・エネルギー循環の実態は未だよく分かっていか－。本研究では現在、重要な水循環  

項である積雪量の分布の把握について衛星による受動マイクロ波信号を用い、シベリア地域の積雪水量を導出  

する研究を行っている。今までの研究で地球寒冷圏の数地域について得られているマイクロ波積雪水量導出の  

アルゴリズムのシベリ地域への適用は、植生状況の差異、極寒冷のため発達の著しいしもぎらめ雪のため難し  

く、新たなる方式を確立する必要があることが明らかになっている。  

氷河域水循環モデルの構築  教授 大畑哲夫  

DevelopmentofwatercirculationmodelofglaciatedreglOnbyT．Ohata  

氷河域は寒冷圏の中でも特異な水循環の様式が存在する地域である。水貯留槽としての氷河は、気候変化に伴  

いその質量を増加させたり減少させたりし、その結果、海洋への淡水流入の変化や海水面変化、水資源の枯渇  

などという形で自然系・人間活動系へ影響が及ぶ。 しかしながら、現在構築されているモデルは、過去の氷河  

規模、ひいては流出量なども再現できず、もちろん将来予測にはまだ役立たない状況であり、改良が求められ  

ている。   

本研究では第一段階として、既存のモデルの問題点の検討を行っており、今後、様々なレベルの氷河域水循  

環モデルを構築し、幾つかの地域で得られている過去のデータによって検証することを目指している。  

アジア高山地域の氷河湖の研究  助教授 山田知充  

StudyontheGlacierLakesinthe HighMountain RegionsofAsiabyT．Yamada   

アジア高山地域の氷河末端には近年多くの氷河湖が誕生し、氷河湖を堰き止めているモレーンの決壊による  

洪水被害が頻発し、大きな問題となっている。その防止軽減のためこれまで調査の手が及ばなかったネパール  

ヒマラヤの氷河湖を対象に、（彰過去に決壊した氷河湖の分布と決壊原因および被害状況、（診現在の氷河湖の分  

布と決壊の危険のある氷河湖の同定、③決壊の危険のある氷河湖の湖盆形態、貯水量等の現地調査と過去の地  

図、写真、人工衛星資料による拡大発達過程の把握、④ヒマラヤ最大の氷河湖ツオーロルパの4年に亘り湖  

沼学的、水文学的、気象学的現地調査を実施し、氷河湖の動態と拡大発達機構、を明らかにした。   

この結果から氷河湖決壊洪水の防止軽減策をネパール政府水資源省に提言し、具体的な防止事業が昨年度か  

らスタートしている。これらの研究成果は日本雪氷学会の欧文誌Bulletin of Glacier Researchに投稿し、  

モノグラフとして本年5月に出版された。  

雪崩の発生メカニズムの研究  助手 西村浩一  

MechanismofsnowavalanchereleasebyK．Nishimura   

黒部峡谷志合谷で発生した速度が60m／s以上に達する大規模な雪崩のデータを解析した結果、底面近傍の流  

れ屑内部の速度分布や雪煙部の乱流構造および両者の相互作用について世界的に初めて知見が得られた。また  

3次元粒状態流れという立場から雪崩の数値モデルの構築も行われた。検証にはスキー競技用ジャンプ台で30  

万個のピンポン球を用いた実験の成果が用いられ、すでに10000個程度の流れについては、3次元の速度、粒  

子密度分布等について良い精度で記述が可能となっている。  

吹雪と雪崩のダイナミクスの研究  助手 西村浩一  

DynamicsofdriftingsnowandsnowavalanchebyK．Nishimura   

低温風洞において、吹雪発生にともなう乱流境界層の構造変化に着目した測定（ピトー管による平均風速の  

鉛直分布、ドラッグ70レートを用いた雪面に作用する応力の測定）を実施した。その結果、吹雪の発達にとも  

ない雪粒子と流体（空気）との運動量交換が活発になり、跳躍層内の風の構造がそれまでの対数分布から大き  

くシフトすること、また雪面のセン断応力の測定からは吹雪の発生にともなって摩擦速度が増加することが確  

認された。この他、野外に超音波風速計と4台スノーパーティクルカウンター（SPC）を設置した観測結果か  
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らは、吹雪時の雪粒子と運動量フラックス、乱流強度の短時間変動の構造が明らかにされた。  

＜関連施設、装置等＞  

風洞実験室、低温室、問寒別雪崩観測施設  

南極半島、ジェームズ・ロス島リンク地域におけるストーンバンクドテラス  助手 曽根敏雄  

Stone－bankedterracesinRiscosRink，JamesRossIsland，AntarcticPeninsulaRegionbyT．Sone   

南極半島ジェームズ・ロス島リンク地域には、周氷河地形のひとつであるストーンバンクドテラス（Stone－banked  

terraces）が発達する。これらは斜面移動物質により形成されるが、この地域のものは大規模で特殊な形成過  

程をしていることがわかった。また本地域の年平均気温が約－6℃と得られた。  

大雪山における周氷河環境と永久凍土の発達  助手 曽根敏雄  

PeriglacialenvironmentandpermafrostdevelopmentoftheDaisetsuMountainsbyT．Sone   

大雪山白雲岳の残雪砂礫地にあるソリフラクションロウブの表面礫の移動速度を測定した。表面礫の移動速  

度は、ロウブの中心部で速く縁辺部で遅く、またロウブの先端部で遅くなっていた。これらの速度分布は、ロ  

ウブの形態を説明するのに都合がよいことが判明した。また通年の地温観測から、高根ケ原の1815m付近の風  

衝地にも永久凍土が分布することが明らかになった。  

寒冷陸域における植物群集の更新・維持機構の解明  教授 原登志彦、助手 鈴木準一郎  

MechanismsofregenerationandmaintenanceofplantcommunitiesinthecoldclimatebyT．Haraand  

J．Suzuki   

当研究室では主に冷温帯、亜寒帯、寒帯の草本および森林植物群集の成立過程、更新機構、維持機構と物理  

的環境変動との相互作用に関する研究や昆虫の耐寒性の生態生理学的研究を行っている。野外での調査や温  

室などの人工植物個体群を用いた実験に基づき、各個体の生長や種子生産量の測定、植物個体の物質分配様  

式の測定、植物個体内のC／Nの動態の追跡、木本の年輪解析、種聞及び種内の個体間競争様式の解析を試み  

ている。植物集団の空間構造やサイズ構造の動態に 関する数理モデルの開発も行っている。これらの植物生  

態学的な手法に加え、酵素多型やDNAフィンガープリントなどの分子マーカーを用いた集団の遺伝的構造  

とその動態の解析も実験的・数理的手法で行っている。また、植物と菌類の相互作用や北方域での越冬昆虫  

の生理的機構の解明にも取り組んでいる。今後は、実際の野外のデータとこれまで開発したモデルに基づき、  

遺伝的に異なる各個体が持つ生態学的生理学的特性、植物群集の成立・更新・維持機構と環境変動の相互作  

用の解明を目指したい。主な野外調査フィールドは北海道、カムチ ャッカ半島、ヨーロッパ中北部の森林や  

山地葦原などである。また、共同研究として、  

（1）植物の生理・生化学的特性（光合成系の代謝など）の季節変化、生長段階による変化、温度（特に低温）、  

水、光など物理的環境に対する応答の研究、  

（2）寒冷域の森林における植生の更新・生長動態、水循環過程、土壌の形成過程、氷河の変動の相互作用に  

関する研究およびこれらを統合する寒冷域陸域過程に関する理論モデル、  

（3）北海道～九州にかけての一年生および多年生草本集団の地理的分化および動物相との共進化に関する生  

態・遺伝・系統学的研究、  

などを行い生物的プロセスと物理的プロセスの相互作用 に関する総合的な研究を目指している。  

＜関連施設、装置等＞  

分析棟・DNA分析室、DNA分析システム  

越冬昆虫の生態生理学的研究  講師 丹野晴三  

PhysiologicalandecologlCalstudiesofoverwinteringinsectsbyK．Tanno   

北方域での越冬昆虫の生理的機構の解明に取り組んでいる。  
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氷河・氷床のダイナミクスおよび変動機構  助教授 成瀬廉二  

DynamicsandmechanismofglaciersandicesheetsvariationsbyR・Naruse  
＜Calving氷河の変動機構－パタゴニア・ウプサラ氷河一＞   

海洋や湖に末端が流出しているcalving氷河の前進／後退の挙動は、同時代の気候変動傾向とは一致しない  

ことが多い。パタゴニアのウプサラ氷河は、1978年頃から徐々に後退を始め、1990年より後退速度を増した（最  

大：700m／年）。氷河が後退した後の湖の水深分布が測定され、湖底に大きな凸地形があることがわかった。  

氷河の末端部分に連続の式を適用した考察の結果、氷河が湖底の凸部および湖内の島から流動方向の圧縮応力  

を受けている時は、浮上速度を生じるため氷厚は概ね不変、末端部が凸部や島から解放されると氷厚減少が起  

こると結論された。1990年以降の急速な氷河後退・氷摩滅少は、『氷河後退一圧縮応力減少一流逓増大一氷河  

伸張一氷厚減少－Calving増加一氷河後退一』の正のフィードバック過程が考えられる。  

氷河および氷床の構造解析  助手 白岩孝行、助教授 成瀬廉二  

AnalysesofstructureofglaciersandicesheetsbyT．ShiraiwaandR．Naruse  

＜南極氷床底面氷の形成過程＞   

南極昭和基地付近の氷床末端ハムナ氷爆において採取された底面氷の物理・化学解析を行い、その形成過程  

を考察した。底面氷の酸素および水素安定同位体比の値から、ハムナ底面氷は氷床内陸における氷期の降雪を  

起源としていることが分った。同底面氷はイオン濃度や層構造の違いから上部（5．5m）と下部（1．3m）に分けら  

れる。上部は数cm以下の透明氷と気泡氷の互層であ「）、固体粒子が散在し、総陽イオン濃度は低い。一方下  

部は50cm以上の透明氷層によって形成され、固体粒子が層構造を成し、総陽イオン濃度は最大350マイクロeq／  

Lと高い。以上の解析から、底面氷上部は基盤の凹凸で生じた復水、底面氷下部は上流から流入した融解水の  

再凍結によって形成されたと考えられる。  

氷河・雪渓の質量収支特性  助教授 成瀬廉二、助手 白岩孝行  

MassbalancecharacteristicsofglaciersandsnowpatchesbyR．NaruseandT．Shiraiwa  

＜パタゴニア氷床上の質量収支の見積もり＞   

従来パタゴニア氷床上の年商養量あるいは質量収支の測定や推定は2，3の例しかない。1996年12月、北パ  

タゴニア氷床の標高1500m地点にて深さ15mのフィルン掘削を行った（平衡線高度：1350m）。採取されたコ  

アの層構造と酸素安定同位体比の分析、ならびに氷床周辺の気象データの解析の結果、同地点の1996年冬期の  

滴養量は3．5m（水当量）、1996年の正味収支は約＋2mと見積もられた。  

＜大雪山系の雪渓の質量収支変動＞   

北海道大雪山系の多年性雪渓の一つ、ヒサゴA雪渓における1985～1997年の13年間の雪渓体積の測量結果を  

とりまとめた。その結果、ヒサゴA雪渓の規模および質量収支の変動について以下のことが分かった。（a）越  

年規模は2～3年周期で増減を繰り返している。（b）ヒサゴA雪渓における質量収支と旭川の気象要素（6－9  

月積算気温偏差、113月降水量）との間にはよい関係がある。（c）その関係を用いて旭川の気象要素から1890  

年以降のヒサゴA雪渓の年々の質量収支を推定すると、1890～1914年は毎年の質量収支が常に正であるのに対  

し、1914年以降は2－3年周期で増減を繰り返すという異なる傾向を示した。  

氷コアによる古気候復元  助手 白岩孝行、助教授 成瀬廉二  

Paleoclimatereconstructionbyice－COreanalysesbyT．ShiraiwaandR．Naruse  

＜インパルス型アイスレーダの開発＞   

山岳氷河の氷厚や内部情報を得るための軽量、可搬、省電力のインパルス型アイスレーダの開発を行ってき  

た。カムチャツカ半島ウシエコフスキー山頂氷冠（標高3900m）において、1996年8月は中心周波数4MHzの  

レーダ、1997年6月は4MHzに5MHzと1100MHzを組み合わせた多周波レーダシステムを用いて観測を行  

った。その結果、山頂ゴルシュコフクレーターの最深氷厚が240mであることが分った。  
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難着雪氷材料（塗料）の開発とその評価法に関する研究  助教授 堀口薫  

StudyonadhesivestrengthofsnowandicebyK．Horiguchi   

数年来、標題の研究を官民と共同で行ってきた。昨年度は、フッ素系樹脂塗料をベースにした低分子量四フ  

ッ化エチレン樹脂及び疎水性シリコン化合物からなる複合塗料が、水との接触角が150度以上の高い撥水性を  

示し、これらの塗料に対する凍着氷のセン断付着力は、これまで着氷力が小さいことで知られているフッ素樹  

脂の数分の一以下であることも分かった。透明なプラスチックフィルム上に試作塗料をコーティングし、この  

フイルムを道路標識や橋梁等に張り付け、その難着雪氷効果を継続観測中である。セン断付着力に対する表面  

粗さの影響を、塩化ビニルとフッ素樹脂について調べた。10点平均粗さ（Rz）が約22／Jm付近で付着力に変曲  

点が観測された。  

＜関連施設、装置等＞  

低温実験室、着氷力測定装置  

氷の力学的性質に与える側圧、結晶組織、及び不純物の影響に関する研究  助教授 水野悠紀子  

Effectsofconfiningpressure，CryStaltextureandimpurityonmechanicalpropertiesoficebyY．Mizuno   

多結晶氷の力学的強度は、温度を一定にした場合、延性破壊から脆性破壊に移行する臨界歪速度で最大にな  

る。しかしながら臨界歪速度は結晶粒径、組織によって変わる他、側圧に大きく依存する。本研究では種々の  

結晶粒径の氷を用い、広範囲の歪速度、側圧下で圧縮実験を行い、多結晶氷の破壊強度、破壊モードに対する  

側圧と粒径の効果を明らかにした。臨界の側圧までは側圧の増加とともに氷の強度ば増すが、それ以上の側圧  

では延性的性質が卓越し、強度は減少する。歪速度を増すほど、また、粒径が大きくなるほど臨界側圧が増す  

事を明らかにした。  

＜関連施設、装置等＞  

低温実験室、インストロン万能材料試験機、Ⅹ線回折装置  

永久凍土地域における熟及び水循環の研究  助教授 石川信敬、助手 見玉裕二  

EnergyandwaterbalanceexperimentsinpermafrostregionsbyN．Ishikawa andY．Kodama   

国際研究課題「全地球水循環研究（GEWEX）」のM一環として、シベリアレナ河流域（兄玉）、及びアラスカ  

ユーコン河流城（石川）において気象水文観測を実施している。   

なおいずれも国内及び相手国との共同研究で行われている。本研究は長期にわたる現地観測により永久凍土  

地域の水熱循環特性の解明を目指している。成果の一部は国内学会（雪氷学会）で報告した。  

北方森林における熟収支特性  助教授 石川信敬、助手 兄玉裕二  

HeatbalancecharacteristicsofborealforestbyN．Ishikawa andY．Kodama   

森林の熟収支特性を明らかにするために、道内の寒冷多雪地域（母子里）と寒冷少雪地域（苫小牧）の森林  

において熱収支観測を実施している。現在は特に森林の放射特性と顕熟及び蒸発潜熱の季節変動の解明を研究  

主題においている。本研究課題は科学研究費の課題として、さらには修・上及び博士のテーマとしても進められ  

ており研究成果は国内学会（農業気象学会、雪氷学会）、国際学会で発表した。  

雪氷の放射特性  助教授 石川信敬、助手 兄玉裕二  

RadiativepropertiesofsnowandicebyN．Ishikawa andY．Kodama   

雪氷の放射特性、特に積雪のスペクトルアルベド特性の研究を野外観測及び室内実験で行い、積雪の密度、  

粒形、含水率、積雪深依存惟を明らかにした。本研究課題は新庄防災研究所との共同研究でもある。成果は国  

内学会及び修士論文で発表した。  

道路雪氷面の熟収支特性  助教授 石川信敬、助手 兄玉裕二  

ContributionsoftheheatfromtrafficvehiclestosnowmeltonroadsbyN．Ishikawa andY．Kodama   

最近特に社会問題となっている滑りやすい？東結路面発生のメカニズムを研究している。今年度は車両からの   
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寒冷陸域科学部門   

熟を考慮した道路雪氷面の熟収支モデルの構築を試みた。本研究課題は開発局の委託研究でもある。研究成果  

は報告書に取りまとめると同時に雪氷学会（支部、全国大会）において報告している。  

＜関連施設、装置等＞  

母子里融雪観測施設、水文気象観測システム、赤外線温度解析装置、係留ゾンデシステム  
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低温基礎科学部門  
BASIC CRYOSCIENCE RESEARCH SECTION  

PROFESSORS：  

ASHIDA，Masaaki，D．Sc．，InsectBiochemistryandPhysiology  

KOUCHI，Akira，D・Sc．，PlanetaryScineces；OriginofComets；PhysicalPropertiesofAmorphousIce  

TANAKA，Ayumi，D．Sc．，PlantPhysiology  

MAENO，Norikazu，D・Sc・，ElectricalandMechanialPropertiesofSnowandIce；PressureSintering  

OfIce；FludizationofSnow；Cosmoglaciology  

ASSOCIATE PROFESSORS：  

HAYAKAWA，Youichi，D・ScリInsect Biochemistry，Physiologyand Molecular Biology；Envioron－  

mentalResponsesofInsects  

FUJIKAWA，Seizo，D．AgrリPlantPhysiology；Cryobiology；LowTemperatureResponsesfo Plant  

Cells  

FURUKAWA，Yoshinori，D．Sc．，CrystalGrowth；SurfaceScience；PatternFormation  

ASSISTANT PROFESSORS：  

ARAKAWA，Keita，D．Agr，，PlantBiochemistry；EnvironmentalResponsesofPlantCells  

ARAKAWA，Masahiko，D．ScリGeophysics；Cosmoglaciology  

OCIIIAI，Masanori，D．Sc．，BiocemistryandPhysiology  

KATAGIRI，Chihiro，D．Sc．，BiochmistryandBiophysicsofLipoproteins  

SHIMADA，Kimio，D・Sc・，InsectPhysiology；Cryobiology；ColdAdaptationandDiapauseinInsects  

TAKEZAWA，Daisuke，Ph・Dリ（WashingtonStateUniv．），PlantPhysiologyandMolecularBiology  

TANAKA，Ryouichi，D・Sc・，PlantPhysiologyandMolecularBiology；ChlorophyllBiosynthesis  

WATANABE，Naoki，D．Sc．，AtomicandMolecularPhysics  

Dynamicalmechanisms of various physicaland biologlCalphenomena related to snow andice，  

physicalpropertiesoficeatlowtemperaturesandhighvacuumconditions，physiologicalandbiochemi－  

Calmechanismsofcoldadaptationinplantsandinsects，biochemicalandmolecularbiologicalinterac－  

tionsbetweeninsectsandenvironmentsincludingphysiologicalinterrelationshipbetweenparasiteand  

hostinsects，andothers．  

部門では、低温および特殊環境下での自然現象・生命現象を物質科学および生命科学的側面から実験的  

に研究している。研究分野は、雪氷物性、惑星科学、生物適応科学、生命科学、その他である。研究内  当   

容は、水および雪氷に関連する様々な物理現象、生命現象の動的メカニズムについての研究、太陽系惑星空間  

に存在する極低温、超真空等の極限状態の氷についての実験的研究、寒冷環境に対する生物の適応機構につい  

ての研究、生物問および生物一環境相互作用に関する生化学的、分子生物学的研究、その他である。   

研究課題と成果  

Currentresearch programs   

雪と氷の付着と摩擦  教授 前野紀一、助手 荒川政彦  

AdhesionandfrictionofsnowandicebyN．MaenoandM．Arakawa   

雪と氷の付着および摩擦特性は単一のメカニズムでは説明できない。付着と摩擦に寄与する主な力は水素結   
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低温基礎科学部門  

／合に関連した分子間力であるが、二次的に発生する液相や電場の影響も重要である。氷・氷摩擦の実験から10  

cm／s以下の低速度でも摩擦による液相の生成が重要であること、また電場の存在により摩擦が増加すること  

が示された。  

アモルファス氷上での表面化学反応  教授 香内晃、助手 渡部直樹  

ChemicalreactiononthesurfaceofamorphousicebyA．KouchiandN．Watanabe   

星間分子雲中での水素分子生成プロセスのひとつである、紫外線によるアモルファス氷からの水素分子生成  

反応を定性的かつ定量的に調べた。実験により水素分子の生成反応経路を具体的に特定し、氷からの脱離メカ  

ニズムや反応速度を明らかにすることが出来た。この結果、紫外線による分子生成量はガス相に存在する水素  

分子量を説明するには充分とは言えないものの、プロセスとしては無視できないものであり、さらに、観測で  

得られた水中水素固体の生成に大きく寄与するであろうことが明らかになった。  

氷天体の衝突破壊過程に関する実験的研究  教授 前野紀一、助手 荒川政彦  

ExperimentalstudyonthedisruptionoficyplanetsbyN．Maeno andM．Arakawa   

水中を伝播する衝撃波は、距離の－1乗でその圧力が減衰することが明らかになった。また、岩石で見られ  

るような明らかな等圧核は確認できなかった。氷の場合、衝突点からすぐに減衰が始まっているように見える。  

この緩やかな減衰は弾丸サイズの約2倍から3倍まで続く。衝撃波形の解析からは、氷のユゴニオ弾性限界や  

氷高圧相への相転移に起因する不連続が観測された。衝撃波の可視化実験では、氷の中を伝播する弾・塑惟波  

を初めて画像に捕らえることに成功した。多結晶氷の中を広がって行く波とその後ろから発生するクラックを  

時間分解能500ns、位置分解能1mm以下で鮮明にとらえた。この成功により、衝撃破壊のメカニズムの研究が  

大きく発展することが期待できる。  

＜関連施設、装置等＞  

衝突実験室、惑星実験室、極低温質量分析装置、高速度動作解析システム  

クラミドモナスの分子遺伝学的手法を用いたクロロフィルb合成遺伝子の単離  教授 田中歩  

IsolationofageneforchlorophyllbsynthesisbyinsertionalmutagenesisofChlamydomonasreinhardtii  

byA．Tanaka   

クロロフィルbは代表的な光合成色素で、光エネルギーを集め光合成反応中心に伝達する役割を担っている。  

クロロフィルbはクロロフィルaより合成されることが知られているが、その反応機構や酵素に関しては不明  

であった。我々は、クラミドモナスの分子遺伝学的手法を用いて、クロロフィルb合成遺伝子を単離した。そ  

の構造を解析した結果、その遺伝子産物はRieskeと単原子鉄を持ったオキンゲナーゼであることが明らかに  

なった。  

形質転換植物を用いたクロロフィル合成およびトコフェロール合成の研究  助手 田中亮一  

StudiesonchlorophyllandtocopherolbiosynthesisusingtransgenicplantsbyR．Tanaka   

ゲラニルゲラニル基還元酵素の遺伝子をタバコより単離し、この遺伝子の形質転換植物を作製した。この植  

物を解析した結果、この酵素が基質をクロロフィル合成とトコフェロール合成の両方に供給していることが明  

らかとなった。  

光合成生物の進化  教授 田中歩  

EvolutionofphotosyntheticorganismsbyA．Tanaka   

光合成色素合成系の遺伝子配列の解析を通じて、光合成生物の進化の過程を明らかにしようと試みている。  

＜関連施設、装置等＞  

分析棟、DNAシークエンサー  
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低温環境下への植物の適応機構 助教授 藤川清三、助手 荒川圭太、肋手 竹澤大輔  

AdaptationmechanismsofplantstoenvironmentallowtemperaturesbyS．Fujikawa，K．Arakawaand  

D．Takezawa   

低温環境下への植物の適応機構に関するプロジェクトの一環として以下の点を明らかにした。低温順化、ABA  

添加、糖質添加処理により、木本植物、草本植物、およびこれらから作成した培養細胞などでは凍結耐性の増加  

が起こる。寒冷地に生育する樹木の木部構成細胞は、季節的低温順化の結果その凍結挙動を過冷却から細胞外  

凍結へ変るとともに、この変遷と平行して細胞壁結合蛋白質組成が季節変動することを明らかにした。これとと  

もに、低温順化、ABA添加、糖質添加などによる植物細胞の凍結耐性の増加と平行的に変動・増加する、細胞  

膜蛋白質、細胞外分泌蛋白質およびER蛋白質などの存在を明らかにした。一方では、凍結障害発生により減  

少する細胞膜蛋白質があることを明らかにした。これら蛋白質の部分および全体構造を特定するとともにその  

幾つかについては遺伝子を特定し、凍結耐性獲得への役割を検討した。これらの研究により、細胞レベルでの  

多様な生酔生化学・構造的変化の結果、総合的に構築される植物の凍結抵抗性機構の全体像の理解を目指す。  

く関連施設、装置等＞  

低温実験室、分析棟、超低温試料観察電子顕微鏡システム、低温共焦点レーザー走査顕微鏡、植物低温育成チ  

ャンバー、 フーリエ変換顕微赤外分光測定装置、アミノ酸シークエンサー、DNA分析システム  

昆虫のフェノール酸化酵素前駆体力スケードに関する研究  教授 芦田正明、助手 落合正則  

TheprophenoloxidasecascadeofinsectsbyM．AshidaandM．Ochiai  

液性生体防御における異物認識の分子機構  教授 芦田正明、助手 落合正則  

Molecularmechanismofnon－SelfrecognltionsinhumoraldefensebyM．AshidaandM．Ochiai   

フェノール酸化酵素前駆体カスケードの構成要素である、フェノール酸化酵素前駆体活性化酵素やベーター  

1、3－グルカン認識タンパク（II）のcDNAクローニングを行った。昆虫のフェノール酸化酵素の接着性に  

関与するペプチドを同定した。ドーバクローム変換酵素を精製し、そのCDNAクローニングを行った。  

昆虫の外骨格の機能に関する研究  教授 芦田正明、助手 落合正則  

ThephysiologicalfunctionoftheintegumentofinsectsbyM．AshidaandM．Ochiai   

昆虫の表皮細胞において血液からクテクルへトランスサイトーシスされる分子を同定した。トランスサイト  

ーシスの過程で起こる分子修飾の実体を明らかにした。  

寄生蜂による宿主昆虫の発育阻害のメカニズムの解明  助教授 早川洋一  

Themechanismofthesupressionofthegrowthofhostsbytheparasitizationofparasiticwaspsby  

Y．Hayakawa   

寄生蜂による寄生によって生ずる宿主の発育阻害は、発育阻害ペプチド（GBP）と命名したペプチドによっ  

て誘起される。このペプチドは、昆虫の休眠時の発育停止にも関与することが明らかになった。  

寄生蜂の宿主昆虫生体防御系からの回避のメカニズムの解明  助教授 早川洋一  

TheevasionmechanismsoftheendoparasiticwaspsfromthehostdefencesystembyY．Hayakawa   

発育阻害ペプチド（GBP）は、細胞性免疫に関与する昆虫のサイトカインであることを証明した。  

昆虫血液リボホリンの構造と機能  助手 片桐千例  

InsectlipophorinbyC．Katagiri   

トノサマバッタは長距離飛行を開始すると、血液中のリボホリンが飛翔エネルギー源のジアシルグリセロー  

ルを多量に積み込み、飛翔筋に輸送する。その構造をジアシルグリセロール重水素化して中性子小角散乱で解  

析した。  
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昆虫の寒冷地適応の研究  助手 片桐千例  

ColdadaptationininsectsbyC．Katagiri   

ショウジョウバエがどのようにして寒冷地に適応したかを生体膜を構成するリン月旨質の性状から明らかにし  

た。  

昆虫の休眠誘導の分子機構に関する研究  助手 島田公夫  

MolecularmechanismofthediapauseinductionininsectsbyK．Shimada   

光周反応および羽化1）ズムに異常が認められるハ1）ショウジョウバエの突然変異体ではperiod遺伝子のDNA  

配列に欠失があることを見出した。  

く関連施設、装置等＞  

1997年度年報所収の主な研究機器No．29，30，52，53，54，55，61，63，64，65and68高速液体タロマトグラフ、液  

体シンチレーションカウンター、フーリエ変換顕微赤外分光測定装置、アミノ酸シークエンサー、超遠心機、  

SMARTSystem、生体成分解析システム、イメージング解析システム、レーザーイオン化質量分析計、DNA  

分析システム  

氷結晶のパターン形成機構の研究  助教授 古川義純  

StudyofpatternformationmechanismduringIcecrystalgrowthbyY．Furukawa   

過冷却水から成長する氷結晶のパターン形成は、非線形非平衡での形態形成機構の最も重要な例として、結  

晶成長、統計力学、応用数学等の分野から注目を集めている。本研究では、一方向凝固法による氷結晶の成長  

実験を行い、固液界面での成長カイネテイクスの異方性がパターン形成に及ぼす効果を初めて実験的に示すこ  

とにはじめて成功した。本研究は、文部省科研費国際学術研究の採択課題として、カーネギーメロン大学R．  

Sekerkaのグループと研究を継続中である。  

氷表面、氷／水界面、氷粒界面の微細構造に関する研究  助教授 古川義純  

StudyonatomicscaledstructuresofIce／vapor，Ice／waterandIce／IceInterfacesbyY．Furukawa   

氷結晶表面および氷／水界面の分子レベルでの微細構造を、分子動力学法による計算機シミュレーションで  

調べた。その結果、表面融解現象や、氷／水界面の異方的構造が明らかになった。また、過冷却水からの氷結  

晶の成長過程を分子動力学方で初めて観察することに成功した。本研究は、学術振興会日米英同研究の採択課  

題として、ワシントン大学のJ，S．Wettlauferのグループと研究を継続中である。  

氷晶雲の光散乱特性に関する実験的研究（LルACプロジェクト） 助教授 古川義純  

LightscatteringlaboratoryexperimentforartificialIcecloudbyY．Furukawa   

低温室内に構築した大型垂直風洞内で人工的に氷晶雲を発生させ、光散乱特性を測定した。これにより、水  

晶雲の放射特性と氷晶の形やサイズ、また空間密度などとの関連が明らかにされた。  

氷結晶の成長に対する重力の効果の解明  助教授 古川義純、技官 中坪俊一  

MicrogravityeffectfortheIcecrystalgrowthbyY．FurukawaandS．Nakatsubo   

結晶成長にともない環境相内に発生する対流の効果がどの様に結晶成長にフィードバックされるかを解明す  

ることは極めて重要な問題である。この目的のため、重力の環境を変化させて氷結晶の成長実験を実施してい  

る。今年度は、宇宙開発事業団のTRIAロケットにより氷結晶の自由成長実験と航空機による微小重力環境  

を利用して一方向結晶成長実験を実施した。結晶成長に対する重力の効果が予想以上に大きいことが確認され  

ている。  

＜関連施設、装置等＞  

低温実験室、分析棟光学実験室、マッハツユング一千渉装置、YAGレーザー、マイケルソン干渉顕微鏡、偏  

光解析システム  
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寒冷圏総合科学部門  
BOREAL ENVIRONM：ENTAL SCIENCES RESEARCH SECTION  

PROFESSORS：  

TODA，Masanori，J・，D・Sc・，CommunityEcology；SystematicsandBiogeographyofDrosophilid  

FUKUI）A，Masami，D・Sc・，CryogeomorphoIogy；SoilMoistureMovementduringFreezing；Perma－  

frost OccurrenceinSiberia andAntarcica Area  

ASSOCIATE PROFESSOR：  

OHGUSHI，Takayuki，D．Agr．，PopulationEcology；InsecトPlantInteractions  

ASSISTANT PROFESSORS：  

OHDACHI，Satoshi，D．Sc．，AnimalEcology；Mammalogy  

KUSHIDA，Keiji，Ph・D・，RemoteSenslng；ImageInterpretation；RediativeTransferinvegetation  

ClimateChangeResearch Group  

InArcticandAntarcticregions，Climatechangetendstooccurmoredistinctivelyandsensitivelythan  

Otherregions・Inlast5years，thegrouphasengagedinanintensivefieldsurveyineasternSiberian  

Permafrostregions．Therewi1dlydistributestundrawetlandinSiberia，Whereconsiderableamounts  

OfMethaneemitintoAtmosphereastocausefutureglobalwarming．InSiberianPermafrost，grOund  

iceaccumulatedinlargescaleinLastGlacialPeriodsUnderrecenttrendsofwarming，grOundicethaw  

SOthatstoredMethaneinicereleasestoatmosphere．Thegroupwithmanygraduatestudentsfocuses  

OnthedynamicchangesofSiberianPermafrostinspeciallyrelatedtoGlobalClimateChangewith  

COOperatingwithIGBP－NES（NorthernEurasianStudy）．  

Biodiversity Research Group   

Weaimatrevealingthepatternsofbiodiversityandthemechanismsofitsestablishment，mainte－  

nance，andchangesincommunities・Thefollowingresearchprojectsarebeingconducted：1）inventory  

Ofpresentbiodiversitiesandmonitoringoffuturechanges，and2）studiesofchangesindistributionof  

biotasduetopastandfutureclimaticchanges．Tofullyunderstandpossiblemechanismsresponsible  

formaintenanceandpromotionofてくBiodiversityり，Wehavecurrentlyfocusedonanimalplantinterac－  

tionsandspatiotempOraland／orgeneticstructuresofpopulationsinafluctuatingenvironment．  

寒冷域の海洋圏、地鮎よび生物圏にまたがる自然現象を総合的に研究する。  

気候変動   

南北両極地域では、気候変動が他の地域よりも顕著にまた鋭敏に出現する。当研究分野グループでは過去5  

年間シベリア永久？東土の調査を手がけてきている。シベリアに広範に分布するツンドラではかなりの分量のメ  

タンガスが放出され、将来の温暖化への影響が懸念される。また永久i東土中には最終氷期に集積した地下水が  

存在し、そこに貯留されたメタンガスが凍土の融解で大気へ放出されている。当研究分野では多くの大学院生  

の参加を得てシベリア永久凍土の動的変化に注目して研究を遂行している。これは地球温暖化への関連をもち、  

IGBP仙NESプロジェクトと連携している。  

生物多様性   

生物群集の多様性パターンとその成立、維持、変動のメカニズムを明らかにするために、1）生物多様性の   
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寒冷圏総合科学部門  

現状把握とモニタリング、2）気候変動による生物分布圏の変動に関する研究を行う。生物多様性の維持促進  

機構としての生物間相互作用（主に植物と動物の相互作用）および生物集団の時間的・空間的・遺伝的構造に  

ついての研究を進めている。   

研究テーマ  
Currentresearch programs   

シベリア永久凍土の融解が地球温暖化に及ぼす影響の研究  教授 福田正己  

ImpactofSiberian PermafrostdegradationtoglobalwarmingbyM．Fukuda   

最近の地球温暖化のもとで、シベリア永久凍土は大規模な融解が進行している。特に東シベリア地域では永  

久凍土に含まれる地下氷（エドマ）が融解し、過去に生成され氷に貯留されたメタンガスが大気に放出されて  

いる。このために将来の地球温暖化をさらに促進させるいわゆる正のフィードバックが進行しつつある。本研  

究プロジェクトはロシアとの共同研究で、コリマ川下流域のエドマ層の成因と融解過程についての現地調査を  

実施した。その結果、エドマ層の上層部（表面から10m深さまで）には高濃度に濃縮されたメタンガスが含有  

されることが判明した。また氷中の酸素同位体と水素同位体存在比率の変動から、3－4万年前に大規模な気  

候変動が出現したことが示唆された。  

＜関連施設、装置等＞  

低温実験室、ガスクロマトグラフ  

釧路湿原から発生する温暖化ガスとその温暖化への影響の研究  教授 福田正己、助手 串田圭司  

Green－houseeffectgasemissionfromKushirowetlandbyM．FukudaandK．Kushida   

釧路湿原を疑似ツンドラと見なし、湿原から発生する温暖化ガス特にメタンガスの発生量とそれに影響を与  

える環境要素との関係について、北海道教育大及び筑波大、科技庁宇宙航空研究所との共同観測を実施した。  

特にメタンガス発生に影響する植生と地下水位との関係を、地上と航空機観測、衛星画像解析とを同時に行っ  

た。その結果、夏季には単位平方mあたり数100mgのメタンガスが発生しており、それが植生タイプと地下  

水位に強く依存することが判明した。  

＜関連施設、装置等＞  

赤外ビデオカメラ、衛星画像解析装置、ガスクロマトグラフ  

廃タイヤを用いた凍上抑制に関する研究  教授 福田正己  

StudyonfrostheaveamountreductionusingusedtiremixingbyM．Fukuda   

凍上性の著しい粉体に、細粉化した廃タイヤを混入させることで、凍上特性が変化する。これを実験的に検  

証するため、室内及び野外凍上実験を行った。廃タイヤ混入によって、不凍水の存在量が変化する。また熱伝  

導率も変化するがいずれも凍上を抑制する効果を引き出す。野外での2カ年にわたる観測から、重量比で20％  

の廃タイヤを混入した場合、凍上率は半減する。しかし、凍着凍上力の軽減効果は顕著ではなかった。  

＜関連施設、装置等＞  

苫小牧凍上観測施設、低温実験室、精密低温実験室、パルス型NMR  

凍土の動的性質の研究  教授 福田正己  

DynamicpropertiesoffrozensoilbyM．Fukuda   

凍土の動的な性質が温度と含水量に依存することを、超音波伝播速度の測定で明らかにした。シングアラウ  

ンド法を用いて、凍土中を伝播する縦波と横波速度を精密に測定した。不凍水を含む苫小牧シルトや細粒のガ  

ラスビーズでは、－2℃よりも高温になると、急激に速度の低下が発生する。この現象に着目して、凍土中の  

不凍水を定量化することが可能となった。  

＜関連施設、装置等＞  

精密低温実験室、超音波測定装置、パルス型NMR  
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寒冷圏総合科学部門  

航空機搭載カラー赤外ビデオ画像シーケンスによる地表面の多方向観測に関する研究  教授 福田正己、  

助手 串田圭司  

Studyonmulti－anglegroundobservationwithaerialcolorinfraredvideoimagesequencebyM．Fukuda  

and K．Kushida   

航空機搭載鉛直カラー赤外ビデオ画像を30分の1秒ごとに静止画像化し、対応地上基準点の自動抽出と標走  

計算に基づく数百枚の画像の重ね合わせにより、観測天頂角一定の画像を複数枚作成する手法を新たに考案し  

た。斜めカラー赤外ビデオ画像と合わせることにより、さらに広い観測天頂角範囲について、観測天頂角一定  

画像を作成することができた。多方向観測は特に植生においてその有効性が確かめられているが、本手法を釧  

路湿原植生分類に適用したところ、鉛直画像をそのまま用いるのに比べて地上調査と合っていることを確認し  

た。  

＜関連施設、装置等＞  

カラー赤外ビデオカメラ  

写真測量による森林ディジタル標高モデルの自動抽出に関する研究  助手 串田圭司  

StudyonautomatedextractionofforestDEMfromstereophotographsbyK．Kushida   

バルーン写真からのディジタル標高モデル（DEM）の自動抽出アルゴリズムを考案し、タイ国ナラチワ県熱  

帯湿地林について試験した。試験地は、平均樹高25mであり地表面がほぼ水平である。試験の結果、水平方向  

推定誤差0．8m、鉛直方向推定誤差2．5mとなり、地形のDEM抽出と異なり、これまでにほとんど行われなか  

ったステレオ写真からの森林DEMの抽出を行うことができた。計算速度はPentiuPro200MHz，RAM128MB  

のDOS／V機で、5000m2／dayであった。本標高モデル抽出方法は、樹高、樹冠の形状、分布などを与えるた  

め、森林の生態、環境の解析に用いることができる。  

＜関連施設、装置等＞  

画像解析ソフト（ERDASIMAGINE）  

ショウジョウパエ類の生物多様性に関する研究  教授 戸田正憲  

StudiesofbiodiversityindrosophilidfliesbyM．Toda   

生物多様性を構成する要素の1つに、各々の生物種が営む生活様式の多様性がある。生活様式を特徴づける  

いろいろな特性（“生活史特性’’）は、その種が生活する環境に合わせて自然選択を通じて進化したと考えられ  

る。北海道のキノコ食ショウジョウバエ類のキノコ選好性と生活史特性を比較して、次の仮説を提出した。   

雌の繁殖器官（卵巣）の相対サイズを繁殖努力の指標ととると、特定のキノコを選好する単・狭食性の種は、  

他の広食性の種に比べて高い繁殖努力を示す。キノコの発生が種特異的な環境条件によって大きく左右される  

ことを考えると、狭食性のショウジョウバエは時間的、空間的に予測性の低い資源環境に生息していると言え  

る。つまり、かれらにとっては将来の繁殖機会を期待するよりも当面の繁殖により多くのエネルギーを配分す  

る1回繁殖型の戦略がふさわしい。一方、広食種は次の新たな資源を発見する予測性が高いので、エネルギー  

の一部を次回以降にまわす多回繁殖型の戦略をとると考えられる。  

植食性昆虫と植物の相互作用  助教授 大串隆之  

InteractionsbetweenherbivorousinsectsandwoodyplantsbyT・Ogushi  

「産卵選好性と子供の生存率の相関」は、植食性昆虫と寄主植物の相互作用の進化に決定的な役割を果たし  

てきた。複数種のヤナギが自生している石狩町生振で、異なるヤナギ種に対する植食性昆虫の「産卵選好性と  

子供の生存率の関係」を比較した。吸汁性昆虫であるマユキアワフキは、オノエヤナギにやや産卵選好性を持  

つものの、それ以外の4種のヤナギも利用する。しかし、生存率に種間で差は見られなかった。ヤナギルリハ  

ムシはオノエヤナギに産卵選好性を持ち、幼虫の生存率も最も高く、両者の間に高い相関が見られた。潜葉性  

昆虫のポプラシロハモグリは、自生するすべてのヤナギに産卵するが、オノエヤナギとマルバノバッコヤナギ  

では全く成育できなかった。ヤナギハコブハパテの産卵は、エゾノカワヤナギに対して強い選好性を持ってい  

た。このように、同じヤナギを利用する植食性昆虫であるにもかかわらず、種によって利用する寄主植物のレ   
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ンジに大きな違いがあり、さらに「産卵選好性と子供の生存率の関係」についても、正から負の相関へと大き  

な変異があることがわかった。このような植食性昆虫と植物の相互作用の変異は、各昆虫種に対する資源の時  

間的な供給パタンと資源利用様式の違いに依存していると推測された。  

＜関連施設、装置等＞  

分析棟、野外観測室、CN分析システム  

北東アジア産トガリネズミ類の起源  助手 大館智志  

TheoriginofshrewsinnortheasternAsiabyS．Ohdachi   

トガリネズミ類は北半球北部に広く分布しており、その手数も約110種が知られている。とりわけ北東アジ  

ア地域には最大9種が共存しており、種間の相互作用および種分化を研究するのに魅力的な地域である。そし  

て北東アジア各地域のトガリネズミ類群集の成立過程を、現生種の分布、化石記録、地史、およびDNA配列  

に基づく系統関係により総合的に推定した。それによると北東アジア北部は独自の種分化と度重なる侵入によ  

って高い多様性を有するにいたり、これとは対照的に南部地域は気候の温暖化にともなう生息地の縮小と絶滅  

により特徴づけられる群集を持つに至ったと推定された。  

＜関連施設、装置等＞  

DNA分析システム  
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附属流氷研究施設  
SEA ICE RESEARCH LABORATORY 

PROflESSOR：  

AOTA，Masaaki，D．ScリPhysicalOceanography  

ASSOCIATE PROFESSOR：  

SHIRASAWA，Kunio，D・Sc・，PhysicalOceanography；PolarOceanography；AirSeaIceInteraction  

TheSea ofOkhotskisgenerallyalmostentirelycoveredwithseaicefromlate Novembertolate  

May・Inthesouthernmostpartofthesea，alongthenortheasternseacoastofHokkaido，theseain  

generalstarts to freeze at earlyJanuary andis covered with seaice tilllate March．In the coastal  

regionsoffHokkaidounstableicepackfoundwere，SOmeCOnSistingofdrifticefromthenorthand  

Ohtersoflocallyfrozenfastice，andalsofoundwerepacksofdoubleortripleraftedice．   

TheSeaIceResearchLaboratory（SIRL）oftheInstituteofLowTemperatute Science，Hokkaido  

UniversitywasfoundedinMombetsuin1965toconductstudiesmainlyonseaiceandcoastaloceanog－  

raphy・TheSIRLhassuccessivelyoperatedasea－icemonitoringradernetworkontheOkhotskcoast  

Of Hokkaido since1969．The network consists of threelandbased radars which allow a continuous  

monitoring ofrealtimeice fieldscenery along a250－kmcoastlineto asfar as about60kminto the  

Okhotsk Sea．  

施設は、オホーツク海北海道沿岸の流氷を検知するための流氷観測用レーダー網を備えている。施設設  

置（1965年）以来、このレーダー綱による流氷の分布、流動についての研究が続けられてきた。また、対  当   

馬暖流分岐一宗谷暖流－の観測が行われ、その流動機構がほぼ明らかにされた。  

1986年には、紋別港内に、氷海域気象・海象観測塔（流氷タワー）を敷設、さらに1991年にはサロマ湖畔に気  

象観測ステーションを設置し、この流氷タワー周辺海域およびサロマ湖を氷縁海のモデル海域と考えて、海氷  

生成に伴う、大気一海洋の相互作用、生物環境への影響等の研究を進めている。   

海氷域、特に水練域の季節や年変動は、大気一海洋間の熟収支・物質収支、ひいては全地球規模の気候変動  

に大きく関与している。また氷縁域は海水域に比べ海洋生物生産が著しい。当施設では、海氷城および氷縁域  

での海洋過程を研究するために、米国・アラスカ大学、カナダ・マギル大学・ラバール大学・漁業海洋省と共  

同で、高緯度海域（ボフォート海、ハドソン湾、カナダ北極海）と水練海（オホーツク海）の気象・海象現象、  

海洋生物環境の比較研究を行っている。   

また、ポリニアと呼ばれる海氷野中の開水面も海水域と比べ生物生産が高いが、東グリーンランドのNartheast  

WaterPolynyaにて、Polynyaの生成・維持機構の解明およびエネルギー・フラックスの観測の研究計画に参  

加している。   

ロシア共和国・サハリンの海氷研究者と共同で、サハリン北部の海氷域で、海氷生成に伴う、大気一海洋間  

相互作用の研究を開始した。この成果は、オホーツク海南部の氷縁域の研究成果と比較される。   

研究テーマ  

Current research programs   

流氷レーダーによる北海道・オホーツク海沿岸の流氷観測  教授 青田昌秋、助教授 白i畢邦男、  

技官 石川正雄、技官 高塚徹、技官 大坊孝春  

ObseravationofpackicedistributionoffOkhotskSeaCoastofHokkaidowithsea－iceradarnetwork  

byM．Aota，K．Shirasawa，M．Ishikawa，T．Takatsuka andT．Daiboh   
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附属流氷研究施設  

流氷レーダーによる北海道オホーツク海沿岸域の流氷分布の観測が1969年から今年1998年まで30年間続けら  

れている。レーダー観測域に占める流氷密接度は、この30年間に顕著な周期性は認められないが、1987年以降、  

流氷期間、流氷密接度ともに減少しつつあること等が調べられた。沿岸氷海域を伝播する波浪の変形特性とレ  

ーダー情報との関連などが研究されている。流氷レーダーにより観測される毎日の流氷分布図は北大のホーム・  

ページに掲載されている。   

オホーツク海北海道沿岸の流氷勢力の長期変動 教授 青田昌秋、助教授 白澤邦男、技官 石川正雄、  

技官 高塚徹、技官 大坊孝春  

Variation ofice concentration off Okhotsk Sea Coast of Hokkaido by M．Aota，K．Shirasawa，T・  

Takatsuka and T．Daiboh   

網走の目視観測による100余年の流氷量の資料から、流氷勢力の減少傾向が顕著であることが示された。こ  

の100年間に、沿岸域の平均気温は0．5度温暖化し、流氷勢力は60％減少している。  

アルゴスブイによるオホーツク海流氷の漂涜観測  教授 青田昌秋、助教授 白澤邦男、技官 ネ封Il正雄、  

技官 高塚徹、技官 大坊孝春  

DriftintheSeaofOhkotskwithArugosBouybyM．Aota，K．Shirasawa，M．Ishikawa，T・Takatsukaand  

T．Daiboh  

研究成果：アルゴス・ブイ観測により、流氷はサハリン東海岸沖を南下して北海道沿岸域に接近し、更に、融  

解水は、千島列島を通過して太平洋に流出し、襟裳岬から白老に達したことが調べられた。  

結氷海域における大気・海洋および海洋生物環境の観測・研究  助教授 白澤邦男、教授 青田昌秋、  

助教授 石川信敬、助手 兄玉裕二、助手 河村俊行、技官 石川正雄、技官 高塚徹、技官 大坊孝春、  

Physicaland bioIogicalprocessesinice－COVered waters by K．Shirasawa，M．Aota，N．Ishikawa，Y・  

Kodama，T．Kawamura，M．Ishikawa，T．Takatsuka andT．Daiboh   

季節海水域の水練域の薄い海水域に注目した大気一海氷一海洋の相互作用の研究、またアイス・アルジーを  

基礎生産者とする海氷圏生態系の食物連鎖作用の実態を把握するための研究を、現場実験観測を中心として、  

サロマ湖や北海道オホーツク海沿岸域の流氷タワーや流氷レーダーを定点観測基地として研究を進めている。  

サハリン北部の気象、海洋学的観測  教授 青田昌秋、助教授 白澤邦男、助手 兄玉裕二、  

技官 石川正雄、技官 高塚徹、技官 大坊孝養  

OceanographicalandmeteorologicalinvestigationsontheOkhotskSeaCoastofSakhalin，RussiabyM．  

Aota，K．Shirasawa，Y．Kodama，M．Ishikawa，T．TakatsukaandT．Daiboh   

北サハリンのオハをオホーツク海北部の厚い海水域の観測拠点として、またオホーツク海の南の端の水練域  

である北海道付近を薄い海氷域の観測拠点として、季節海水域の海氷気候に関する観測研究を行っている。サ  

ハリン、北海道で蓄積された気象、海洋、海氷、積雪等の実測データを用いて、オホーツク海の北と南の海水  

成長モデルの開発及び検証が行われている。  

宗谷噴流域の漁況  教授 青租呂秋、助教授 白澤邦男、技官 石川正雄、技官 高塚徹、技官 大妨孝春  

FisheriesinSoyaWarmCurrentbyM．Aota，K．Shirasawa，M．Ishikawa，T．TakatsukaandT．Daiboh   

オホーツク海で唯一の明確な暖流である宗谷暖流での観測から、この流れの駆動力が日本海とオホーツク海  

側の水位差であることが明らかにされた。このことから検潮記録から流速を推定する方法が開発され、沿岸域  

の海況予測にも応用されている。また、沿岸域での海洋観測、流氷タワーやオホーツク・タワーを拠点として、  

水塊・水質構造、生物環境の季節変動、年々変動の観測を行っている。   

北極海一年氷域における気象・海象の観測、研究 助教授 白澤邦男、助手 河村俊行、技官 石川正雄、  

技官 高塚徹、技官 大坊孝春  
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附属流氷研究施設   

Measurementsofseaiceandunder－icestructureinArcticOceanbyK・Shirasawa，T．Kawamura，M．  

Ishikawa，T．TakatsukaandT．Daiboh   

冬期バルト海の大気ム海氷ム海洋相互作用の観測研究計画（BALTEX（BalticSeaExperiment）／BASIS  

（BalticAir－Sea－IceStudy））、またノース・ウオーター（NOW）ポ1）ニヤ・プロジェクトの国際共同研究計  

画に参加して、水練域、ポリニヤ域、海水域での海洋・海氷観測、運動量や海洋熟フラックス等の乱流フラッ  

クスの観測、また海氷コアの解析等を行った。  

＜関連施設、装置等＞  

流氷研究施設  
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七OE研究プロジェクト   
オホーツク海および周辺陸城における大気一海洋一雪氷圏相互作用  

（1）オホーツク海研究   

オホーツク海は地球上で最も低緯度に位置する海水域であり、地球温暖化の影響が顕著に現れる場所として、  

近年特に注目されている。また、その海水域が北太平洋中層水の起源域であり、二酸化炭素の吸収域として等、  

物質循環の見地からも重要である可能性が指摘されている。しかし、オホーツク海はこれまで観測が少なく、  

何故そのような低緯度で海氷が形成・発達できるのか等、基本的な問題が未解決である。   

幸いにも、今回ロシアの協力が得られ、今まで進入する事さえ不可能だった海域も含めて、オホーツク海ほ  

ぼ全域における観測を三年間（1998年夏、1999年秋、2000年春）継続して実施できる事になった。船上観測を  

中心に、リモートセンシング、モデノング等の研究手法を総合し、海氷の消長のメカニズム、北太平洋中層水  

の起源水の生成機構、海氷変動とそのインパクト、大気一海洋相互作用などを明らかにする事をめざしている。   

図1は、本年（1998年）7月7日から8月7日までの約1ケ月間、ロシア船クロモフ号を用いて実施した日  

露米共同観測の各測点を示している。樺太東岸沖やブッソール海峡を中心とした海域で、ADCPなど流速計  

やセジメントトラップの係留系設置（約2年間データを取り続けた後回収）、CTD／海水サンプリング観測、  

ゾンデなどを用いた大気観測、海底堆積物コアのサンプリング等、計画していたもののほとんどすべてを実施  

する事が出来た。2年目、3年目はもっと北まで観測域を広げる予定である。   

このロシア船を用いた観測の他に、日本領海内では、砕氷パトロール船「そうや」を用いた冬季海氷域での  

第一管区水路部との共同現場観測や、北星丸を用いた水産学部、地球環境科学研究科との共同による流速計・  

セジメントトラップの係留観測等も実施している。図2は、近年に無く厚い海氷が北海道沖に到来した1997年  

の冬季観測で得られた海氷下の水温構造である。対流混合層が300m以深にまで達している事が初めて観測さ  

れた。  
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COE研究プロジェクト  

陸域雪氷圏の維持機構解明／氷コア解析による古環境復元   

カムチャツカ半島に発達する氷河について、寒冷陸域雪氷圏の水循環に果たす役割を解明すること、および  

この氷河および水循環が過去にどのような変遷を経てきたかを明らかにすることが本研究の目的である。1997  

年度は、主として過去の氷河・水循環（気候）変動に着目し、以下の2地点で異なるアプローチから調査を実  

施した。  

1）太平洋岸クロノツキー半島のカレイタ氷河：この氷河は多洒養・多消耗型氷河であり、微妙な気候変化に  

対して氷河の規模が敏感に変化する。そこで、氷河変動機構の解明のため、氷河質量収支と表面熟収支の関係、  

および温暖氷河の流動を支配する底面滑りを現地観測した。また、過去の氷河変動を明らかにするため、氷河  

下流域に発達するモレーン地形の調査を才子った。  

2）カムチャツカ半島中央部ウシエコフスキー氷冠：1998年に予定している氷冠の全屑掘削のための遠点作業  

を実施した。これは掘削される雪氷コアからす，一気候をより精度良く、より古くまで復元するために、温度条件、  

質量収支、氷厚の各観測から最も適した掘削地点を選ぶ調査である。   

以上の現地調／在に加え、室内解析・分析を共同研究体制のもとで実施した結果、以下の成果が得られた。  

1－1）融雪と熟収支に関して経験式を得た；1－2）カレイタ氷河の流動は7090％が底面滑りに支配され  

ており、その速度は気温および融氷河流出量と密接な関係がある；1－3）氷河末端には′ト氷期に形成された  

モレーンが複数列存在し、カレイタ氷河が小氷期から現在にかけて段階的に縮′卜してきた、ことなどがわかっ  

た。今後は底面附ト）を組み込んだ氷河質量収支・流動モデルを構築し、小氷期のモレーンを形成した際の気候・  

水文条件を復元することを目標とする。  

21）ウシュコフスキー氷冠中央部の表層から  

10m探の年平均雪温は－15．8℃、氷厚240m、年質量  

収支は0．57m／aであり、過去600年間の古気候記録が  

保存されている可能性があること；2－2）浅屑コ  

ア解析から酸素同位体、水素同位体、pHなどに季節  

振幅が見られ、それによる年層識別から過去の降水  

量復元ができること、2－3）融解再凍結した氷が  

融解していないフィルンに占める割合の時系列が、  

カムチャツカ上空の夏季高層気温と良い相関をもち  

（図1）、この示標を用いて過去の夏季気温を推定で  

きること、などが判明した。  

1998年は、ウシエコフスキー氷冠の全層掘削を実  

施し古気候復元を行うとともに、氷河の下流域に分  

布する植物の年輪解析から古気候復元を行い、カム  

チャツカ半島全域の古気候復元を目指す予定である。   
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図1 融解していないフィルンに対する融  

解再凍結氷の割合（MFP）と高層700  

hPaの夏季（JJA）気温との関係  
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研究業績  （平成9年）  

＊は、レフェリー制のあるジャーナルに掲載  

寒冷海洋圏科学部門   

河 村 公 隆（KAWAMURAKimitaka）・教授  

1学術論文  

1）Ohkouchi，N．，Kawamura，KandTaira，A．：“Fluctuationsofterrestrialandmarinebiomarkersinthe  

westerntropicalPacificduringthelast20，000years”，hlleoceanqg7て砂hy，12：623－630（1997）＊   

2）Ohkouchi，N．，Kawamura，K．，Kawahata，H．and Taira，A．：“Latitudinaldistributions of terrestrial  

biomarkersin the sediments from the CentralPacific”，Geochim．Cosmochim．Achl．，61：1911L1918  

（1997）＊   

3）Ikehara，M．，Kawamura，KリOhkouchi，N．，Kimoto，K．，Murayama，M．，Nakamura，T．，Oba，T．andTaira，A．  

：“AlkenoneseasurfacetemperatureintheSouthernOceanforthelasttwodeglaciations”，Geophys．Res，  

エβオf．，24：679－682（1997）＊   

4）Nishikiori，M．，Kawamura，K．andFujii，Y．：“Distributionsandhistoricalrecordsofaliphaticcarboxylic  

acidsintheH15icecorefromAntarctica”，PYt）C．JmSyn4）．OnfblarMeteo7Vわ紗andGlacioIw，11  

：76－86（1997）＊   

5）Ohkouchi，N．，Kawamura，K and Taira，A．：“Molecular paleoclimatology：reCOnStruCtion of climate  

variabilitiesinthelateQuaternary”，07g．Geochem．，27：173－183（1997）＊   

6）Ohkouchi，N．，Kawamura，K．Wada，E．and Taira，A．：“HighabundancesofhopanoIsandhopanoicacids  

inCretaceousblackshale”，AncientBiomolecules，1：183r192（1997）＊  

3 総説，解説，評論等  
1）河村公隆：「極城エアロゾルの有機地球化学：有機物の長距離大気輸送と光化学的変質」（総説），『地球環境』，  

2（1）：5767（1997）   

2）池原実，大河内直彦，河村公隆：「植物プランクトンと海水温度計」（解説），『月刊海洋／号外』12：162165  

（1977）  

5 学術講演（招待講演のみ）  

（1）学会特別講演  

1）Kawamura，K∴“Water soluble organic aerosoIs over the Pacific Ocean and potentialimpact on  

Climate”，InternationalSymposium on Atmospheric Chemistry and Future GlobalEnvironment，  

Nagoya（1977）  

（2）国際的，全国的規模のシンポジウム  

1）河村公隆ニ「大気・氷床コア・深海堆積物中の有機物の解析と地球環境の変化」，L．Ⅴ．I，（Large Volume  

Ingection）セミナー特別講演，東京（1997）  

（3）シンポジウムのオーガナイザー  

1）Kawamura，K．and B．Huebert．：ACEAsia（Asian Pacific RegionalaerosoIcharacterization Experi－  

ment）SciencePlanningMeeting，Nagoya（1997）  

竹 内 謙 介（TAKEUCHIKensuke）・教授  

3．総説，解説，評論等  

1）竹内謙介二「TOGACOARE：気象学と海洋学の出会いp1995年度堀内記念奨励賞記念講演－」（解説），『大  

気』，44（5）：302－305（1997）  

藤 吉 康 志（FuJIYOSHIYasushi）・教授  

1 学術論文  

1）荒生公雄，中根垂勝，藤吉康志，武田喬男：「長崎県高来町周辺に豪雨をもたらした1995年7月11日の雷雲」  

『長崎大学教育学部自然科学研究報告』，56：13－24（1997）   

2）荒生公雄，太田綾子，木下美紀，武田喬男，藤吉康志：「雲仙岳周辺に火山性土石流を発生させた1995年の  

豪雨」『長崎大学教育学部自然科学研究報告』，57二1326（1997）   

3）荒生公雄，中根重勝，岩崎博之，藤吉康志，武田喬男：「雲仙岳に大規模な土石流を発生させた豪雨の特徴」  
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『自然災害科学』，16：2740（1997）＊   

4）Geng，B．，Fujiyoshi，Y．andTakeda，T∴“Evolution of a multicellthunderstormin associationwith  

midlevelrearinflowenhancedbyamidlevelvortexinanadjacentthunderstorm．”J Meieor．Soc．彪an，  

75（2）：619637（1997）＊  

3 総説，解説，評論等  
1）藤吉康志：「メソ降水観測一メソ降水雲系の研究発展と航空機」（解説），『天気』，44（10）：694699（1997）  

5 学術講演（招待講演のみ）  

≡（1）学会特別講演  

1）Fujiyoshi，Y．：“Effectofanadjacentconvectivecloudonthebehaviorofthemidlevelrearinflowand  

theexplosivedevelopmentofacloudinamesoLγSCaleconvectivesystem”，日本気象学会春季大会シン  

ポジウム，つくば（1997）  

（2）国際的，全国的規模のシンポジウム  

1）Fujiyoshi，Y．：“The role of midlevelvorticesin the development of various types of mesoscale  

COnVeCtivesystems”，InternationalSeminoronMesoscaleMeteorologyandRadarMeteorology，Kyun－  

gpook NationalUniveristy，Korea（1997）  

若 土 正 暁（WAKATSUCHIMasaaki）・教授  

4 著 書  
（2）共 著  

1）若土止暁：「凍る海一世界気候に果たす海氷の役割－」，1526（福田正巳，杏内晃，高橋修乎：『極地の科  

学』，北海道大学図書二川行合，札幌）（1997）  

遠 藤 辰 雄（ENl）OH Tatsuo）・助教授  

1 学術論文  

1）小西啓之，遠藤辰雄：「昭和基地の降水の特徴とその季節変化」，『南棟資料』，41（1）：103129（1997）   

2）下田春人，遠藤辰雄，村本健一郎，小野延雄，滝沢隆俊，牛尾収輝，河村俊行，大島慶一郎：「船上ビデオ  

撮影による南極沿岸域の海氷状況」，『南極資料』，41（1）：355365（1997）   

3）遠藤辰雄，山内恭，石川貴之，掛川英男，川口貞男：「カタバ風備に見られるダークストリーム」，『南極資  

料』，41（1）：447457（1997）  

大 島 慶一郎（OHSHIMAKeiichiro）・助教授  

1 学術論文  

1）Kawamura，T．，Ohshima．K．I．，Takizawa，T．andUshioS．：“Physical，StruCtural，andisotopiccharacter－  

isticsandgrowthprocessesoffastseaicein LutzowHolm Bay，Antarctica”，Joumal〆GeQt）わ′Sical  

斤βSeα作ゐ，102：33453355（1997）＊   

2）大島慶一郎，滝沢隆俊，平尾収輝，河村俊行：「南極沿岸海洋場の季節サイクル」，『南極資料』，41（1）：311－328  

（1997）＊   

3）牛尾収輝，滝沢降俊，大島慶一郎，河村俊行：「リエツオ・ホルム湾沿岸ポリニヤ域における海氷生産と対  

流混合」，『南 極資料』，41（1）：329－334（1997）＊   

4）滝沢隆俊，大島慶一郎，牛尾収灘，河村俊才∴ 榎本浩之：「コスモノート・ポリニヤ水城の水温構造とSSM／  

Ⅰ画像から見 たポリニヤの特徴」，『南極資料』，41（1）：335346（1997）＊   

5）宮川卓也，大島慶一郎：「南極クイーンモードランド沖の海氷の漂流特性」，『南極資料』，41（1）：347354  

（1997）＊   

6）下山春人，遠藤辰雄，村本健一郎，小野延男，滝沢隆便，牛尾収輝，河村俊行，大島慶一郎：「船上ビデオ  

撮影による南極沿 岸域の海氷状況」，『南極資料』，41（1）：355366（1997）＊   

7）河村俊行，滝沢隆俊，大島慶一郎，牛尾収輝：「リエツオ・ホルム湾の海氷の特性と成長過程」，『南極資料』，  

41（1）：367384（1997）＊   

8）河村俊行，滝沢隆俊，大島慶一郎，牛尾収輝：「海洋・海氷観測」，『南極資料』，41（1）二395－414（1997）＊  
3 総説，解説，論評等  

1）人島慶一郎：「極域・南極域の沿岸流の変動研究」（解説），『海の研究』，6（2）：11ト120（1997）  
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中 塚   武（NAKATSUKATakeshi）・助教授  

1 学術論文  

1）Nakatsuka，T．andHanda，N・：“Reconstructionofseasonalvariationinnutrientbudgetofsurface  
mixedlayerusing615Nofsinkingparticlecollectedbytime－Seriessedimenttrapsystem”，Joumalqf  
Ocgα卵塔プてゆ毎，53：105－116（1997）   

2）Nakatsuka，T．，Handa，NリHarada，N．，Sugimoto，T．andImaizumi，S∴“Originanddecompositionof  
sinkingparticulateorganicmatterinthedeepwatercolumninferredfromtheverticaldistributions  
of615N，613Cand614C”．Deか5eaResearchI，44：19571979（1997）   

3 総説，解説，評論等  
1）中塚 武：「海洋堆積物の窒素同位体比に関する研究窒素同位体比による漸羊表層環境の復元一」（総説），  

『海の研究』，6：383－397（1997）  

大河内 直 彦（OHKOUCHINaohiko）・助手  

1 学術論文  

1）Ohkouchi，N．，Kawamura，K．，Kawahata，H．andTaira，A．：“Latitudinaldistrubutionsofterrestrial  

biomarkersintheCentralPacific”，Geochimica et CosmochimicaActa，61：1911－1918（1997）＊   

2）Ohkouchi，N．，Kawamura，KandTaira，A．：“Fluctuationsofmarineandterrestrialbiomarkersinthe  

westerntropicalPacificduringthelast23，300years”，nlleoceanogyt4）jy，12：623630（1997）＊   

3）Ohkouchi，N．andWada，E∴“Secularvariationsofsedimentaryorganic613Cduringthelast35Main  

thetropicalAtlantic，Site925”，ProceedingsqfOceanDrillingPrcg7tlmScienti7？cResulis，154‥501－505  

（1997）＊   

4）Ohkouchi，N．，Kawamura，K．andTaira，A∴“Molecularpaleoclimatology：Reconstructionofclimate  

changeinthelateQuaternary”，OrganicGeochemistry，27：173183（1997）＊   

5）Ohkouchi，N．，Kawamura，K．and Taira，A．：“Highabundances of hopanoIs and hopanoic acidsin  

Cretaceousblackshales”，Ancient Biomolecules，1：183－192（1997）＊   

6）Kajiwara，Y．，Kaiho，K．and Ohkouchi，N．：“Aninvitation to the sulfurisotope study of marine  

sediments：implications andconstraintsforthe exogenic sulfur cycle”，Ann．R砂Inst．Geosci．Lhiu．  

71〝烏〟∂α，23：6974（1997）＊   

7）Ikehara，M．，Kawamura，K．，Ohkouchi，N．，Kimoto，KリOba，T．andTaira，A．：“Alkenoneseasurface  

temperatureinthe SouthernOceanforthelasttwo deglaciations”，Gepi）hysicalResearch Letteys，24：  

679682（1997）＊  

3 総説，解説，評論等  
1）池原実，大河内南彦，河村公隆：「植物プランクトンが作る水温計」（解説），『月刊海洋／号外』，12：162－165  

（1997）  

河 村 俊 行（KAWAMURAToshiyuki）・助手  

1 学術論文  

1）Kawamra，TリOhshima，K．Ⅰ．，Takizawa，T．，andUshio，S．：“Physical，StruCturalandisotopiccharacteris－  

ticsandgrowthprocessesoffastseaiceinLuzowHolmBay，Antarctica”，JGec4）毎s．Res．，102（C2）：  

33453355（1997）＊   

2）Fushimi，H．，Kawamura，TリandIida，H．：“Microscopicstructuresofacidmaterialsinsnowcrystals  

underwarmmetamorphism”，1nternationalCongress qfAcid Snou）and Rain，5661（1997）＊   
3）大島慶一郎，滝沢隆俊，牛尾収輝，河村俊行：「南極沿岸海洋場の季節サイクル」，『南極資料』，41（1）：31ト328  

（1997）   

4）牛尾収輝，滝沢隆俊，大島慶一郎，河村俊行：「リエツオ・ホルム湾沿岸ポリニヤ域における海氷生産と対  

流混合」，『南極資料』，41（1）：329334（1997）   

5）滝沢隆俊，大島慶一郎，牛尾収輝，河村俊行，榎本浩之：「コスモノート・ポリニヤ水域の水温構造とSS  

M／Ⅰ両像から見たポリニヤの特徴」，『南極資料』，41（1）：335346（1997）   

6）下田春人，遠藤辰雄，村本健一郎，小野延雄，滝沢隆俊，牛尾収輝，河村俊行，大島慶一郎：「船上ビデオ  

椒影による南極沿岸域の海氷状況」，『南極資料』，41（1）：355－365（1997）   

7）河村俊行，滝沢隆俊，大島慶一郎，午尾収輝：「リエツオ・ホルム湾の海氷の特性と成長過程」，『南極資料』，  
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41（1）：367－383（1997）  

8）河村俊行，滝沢隆俊，大島慶一郎，午尾収輝＝「海洋・海氷観測」，『南極資料』，41（1）：395－414（1997）  

9）Watanabe，0リShimada，WリNarita，＝・，Miyamoto・A・，Tayuki，K・，Hondo，T・，Kawamura，T．，Fujita，   

S・，Shoji，H・，Enomoto，IL，Kameda，T・，Kawada，K・，andYokoyama，K．：“Preliminarydiscussionof   

physicalpropertiesoftheDomeFujishallowicecorein1993，Antarctica”，P7VC．NmR．勘mp．R）h7r   

肋如γOJC／αCわJ．，11：1－8（1997）＊  

寒冷陸域科学部門  

大 畑 哲 夫（O11ATATetsuo）・教授  

1 学術論文  

1）大畑哲夫，大野宏之，矢吹裕伯：「地域比較による衛星計測積雪量の評価・改良に関する研究（1）」（『重点領  

域研究：衛星計測による大陸規模の水・エネルギーフローの解明』，1996年度研究報告集，3237，1997）   

2）Ohata，T・，Ohno，H・andYabuki，H・：“Comparisonofsnowwaterequivalentfromgroundandsatellite   

inEasternSiberia”（P7VC・77ie771irdlnternationalStu4yCoクゆ7mCeOnGEけE方inAs衰andCAME，  

394－395，GAMEInternationalProjectOffice，Nagoya，1997）  
2 総説・解説・評論等  

1）Ohata，T・：“Study on the water and energy cycle andland surface processesin Siberia（GAME  

－Siberia）”P7VCeedings qflnternationalWb7hh卸OnEneク紗and肋ier C）clein G4MEin G4ME  

一別転句∴闇野」先45月¢0γf，3：3437（1997）  

3 著書等  
（1）単 著  

1）大畑哲夫：「雪氷圏と気候．」73（運輸省海技大学校）（1997）  
4 学術講演（招請講演のみ）  

（3）シンポジウムのオーガナイザー  

1）大畑哲夫：The SecondInternationalWorkshop onEnergy andWater Cyclein Siberia and GAME，  

Moscow（1997）  

小 林 大 二（KoBAYASHIDaiji）・教授  

1 学術論文  

1）Kobayashi，D．andTanaka，Y．：“Driftingsnowandsnow－drifts．”，Proceedings〆Snow即mP，94：365－370  

（1997）＊  

原  登志彦（HARAToshihiko）・教授  

1 学術論文  

1）Skalova，H．，Pechackova，S．，Suzuki，J．，Herben，T．，Hara，T．，Hadincova，Ⅴ．andKrahulec，F．：“Within  

population genetic differentiationin traits affecting clonalgrowth：Festuca rubrain a montain  
grassland”，］？urnal〆Euoluiiona7y Biol（切ノ，10：383406（1997）＊   

2）Hara，T．and fIerben，T∴“Shootgrowthdynamics andsize－dependent shoot fate of a clonalplant，  
Festucarubra，inamountaingrassland”，Resea7rhes on鋤uhltionEcology，39：8393（1997）＊  

4 著 書  

（2）共 著  

1）Herben，T．andHara，T．”Competitionandspatialdynamicsofclonalplants”，331357（deKroon，H．  

andvanGroenendael，J：771eEcol脚andEuolutiondClonal月払nts，BackhuysPublishers，Leiden，The  

Netherlands）（1997）  

本 堂 武 夫（HoNDOH Takeo）・教授  

1 学術論文  

1）Ikeda，T．，Fukazawa，H．，Mae，S．，HondohT．andLangway，Jr．C．C．：“Crystal－OrientationDependence  
ofRamanSpectraofNaturalAirHydrateSingleCrystal”，］物s．Chem．B，101：61806183（1997）＊   

2）Fukazawa，H，，Suzuki，D．，Ikeda，T．，MaeS．andHondohT∴“RamanSpectraofTranslationalLattice  

VibrationsinPolarIce”，］％s．Chem．B，101：6184－6187（1997）＊  
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3）Horikawa，S．，Itoh，H．，Tabata，J．KawamuraK．andHondohT∴‘‘DynamicBehaviorofDiatomicGuest   

MoleculesinClathrate HydrateStructureII”，J．物s．Chem．B，101：62906292（1997）＊  

4）Watanabe，0．，Shimada，W．，Narita，H．，Miyamoto，A．，Tayuki，K．，Hondoh，T・，Kawamura，TリFujita，   

S．，Shoji，H．，Enomoto，H．，Kameda，T．，Kawada，K．and Yokoyam，K．：“Preliminary discussion of   

physicalpropertiesoftheDomeFujishallowicecorein1993，Antarctica”，Proc・Nm劫mP・Ibk”′   

〟eね0γOJ．GんzcわJ．，11：1－8（1997）＊  

5）Watanabe，0．，Fujii，YリMotoyama，H．，Furukawa，T．，Shoji，H．，Enomoto，H．，Kameda，T．，Narita，H．，   
NaruseR．，Hondoh，T．，Fujita，S．，Mae，S．，Azuma，NリKobayashi，S．，Nakawo，M．andAgeta，Y．：“A   

preliminarystudyoficecorechronologyatDome FujiStation，Antarctica”，Proc．Jm＄・mP．1blar   

丑毎鹿沼れガ．Gんzcわ／．，11：913（1997）＊  

6）Miyamoto，A．，Shoji，H．，Narita，H．，Watanabe，0リClausen，H．B．and Hondoh，T．：“An atternpt at   

deformationtestsofdeepicecoresamplescontainingcloudybands”，Proc．∧Ⅵ？斤＄v714），1blarMeteo7Vl．   

Gわcgo／．，11：8793（1997）＊  

石 川 信 敬（IsHIKAWANobuyoshi）・助教授  

1 学術論文  

1）Ishikawa，N．，Narita，H，，Ishii，Y．andKodama，Y．：“Acidityvariationsalonghydrologicalprocessesof  

SnOWdeposit，SnOWmeltandrunoff”，JournalqfAgricultu7d Metennlqgy，52：521524（1997）＊   

2）Ishikawa，N．，Takeuchi，Y．，Ishii，Y．andKodama，Y．：“Characteristics ofthewater balance ofthe  

Moshiriexperimentalwatershed”，Annats〆Glaciolqgy，25：220225（1997）＊   

3）Ishikawa，N．，Nakabayashi，H．，Ishii，Y．andKodama，Y．：“Contributionsofsnowtotheannualwater  

balanceinMoshiriWatershed，nOrthernHokkaido，Japan”，ProceedingsqftheZntemationa15γmPosium  

〆JJ抜∧硯β，：108123（1997）＊  

成 田 英 器（NARITA Hideki）・助教授  

1 学術論文  

1）Okitsugu，WリShimada，W．，Narita，H．，Miyamoto，A．，Tayuki，K．，Hondoh，T．，Kawamura，T．，Fujita，  

S・，Shoji，H・，Enomoto，H・，Kameda，T・and Yokoyama，K．：“Preliminary discussion of physical  

propertiesoftheDomeFujisha1lowicecorein1993，Antarctica”，Proc．A冊勘mp．n）klr Meteorol．  

GぬcわJ．，11：18（1997）＊   

2）Okitsugu，W・，Fujii，Y・，Motoyama，H．，Furukawa，T．，Shoji，H．，Enomoto，H”Kameda，T．，Narita，H．，  

Naruse，R・，Hondoh，T・，Fujita，S．，Mae，S．，Azuma，N．，Kobayashi，S．，Nakawo，M．andAgeta，Y．：“A  

preliminarystudyoficecorechronologyatDomeFujiStation，Antarctica”，Pnc．∧せP斤勘mp．［bhlr  

〟どね（フmJ．G由cわJ．，11：9－13（1997）＊  

5 学術講演  

（1）学会特別講演  

1）Shoji，H・andNarita，H．：“FlowbehaviorsofdeepicecoresamplesfromGreenlandicesheetunderan  

uniaxialcompressionstressconditionり，EuropeanScienceFoundation－EuropeanIceSheetModelling  

Initiative（EISMINT）－，Grindelwalt，Switzerland（1997）  

成 瀬 廉 二（NARUSERenji）・助教授  

1 学術論文  

1）Naruse，R・，Skvarca，P・andTakeuchi，Y．＝“ThinningandretreatingofGlaciarUpsala，andanestimate  

OfannualablationchangesinsouthernPatagonia”，Annaゐqf Glacio10gy，24：38T42（1997）＊  

2）Skvarca，P・andNaruse，R・‥“DynamicbehaviourofGlaciarPeritoMoreno，SOuthernPatagonia”，  

A乃乃αね〆G由cわJ（檻り，24：268271（1997）＊   

3）Aniya，MリSato，H・，Naruse，R・，Skvarca，P．andCasassa，G．＝“Recentglaciervariationsinth。S。uthern  

PatagoniaIcefield，SouthAmerica”，ArcticandA砂ineResearch，29（1）：ト12（1997）＊  

4）Yamaguchi，S・，Shiraiwa，T・，Muravyev，Y．D．，Glazirin，G．E．andNaruse，R＝“FlowofKorytoGlacier   

intheKronotskyPeninsula，Kamchatka，Russia”，BulletinqfGhlCierResearch，15＝4752（1997）＊  

5）Naruse，R・andLeiva，J・C・：“PreliminarystudyontheshapeofsnowpenitentsatPilotoGlacier，the  

CentralAndes”，Bulletin d GhlCierResearch，15：99104（1997）＊  

6）Watanabe，0・，Fujii，Y・，Motoyama，H・，Furukawa，T・，Shoji，H・，Enomoto，H．，Kameda，T．，Narita，H．，  
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Naruse，R・，Hondoh，T・，Fujita，S・，Mae，SリAzuma，N・｝Kobayashi，S・，Nakawo，M・andAgeta，Y∴“A  

preliminarystudyoficecorechronologyatDomeFujiStation，Antarctica”，P77）Ceedings〆the川P斤  

勘〃ゆOS才〟研0乃Po毎γ肋fgoγ0わ紗α乃dG由cわ／砂，11：9－13（1997）   

7）松岡健一，白岩孝行，浦塚清峰，大井正行前野英生，山口悟，Muravyev，Y．D．，成瀬廉二，前晋爾：「ロ  

シア連邦カムチャツカ半島のウシエコフスキー氷冠におけるアイスレーダ観測」，『雪氷』，59（4）二257262  

（1997）  

4 著 書  

（2）共 著  

1）成瀬廉二，西尾文彦：「南極一白い大陸－」，27－37（福田正己，香内晃，高橋修平：「極地の科学」，北大図  

書刊行会，札幌）（1997）   

2）成瀬廉二：「氷河の流動」，33－81（藤井理行，小野有五：「基礎雪氷学講座ⅠⅤ一氷河－」，古今書院，東京）  

（1997）  

堀 口  薫（HoRIGUCHIKaoru）・助教授  

1 学術論文  

1）鎌田 慈，堀日 章：「氷のセン断付着力と粗さ（Rz）との関係について」，『寒地技術論文・報告集』，13：  

543－546（1997）   

2）吉田光則，金野克美，小林勝雄，浅井規夫，近藤 孝，泉 正史，山岡 勝，金田安弘，水野悠紀子，堀口  
薫：「着雪氷防止塗料の開発と応用について」，『寒地技術論文・報告集』，13：8792（1997）＊  

水 野 悠紀子（MIZUNOYukiko）・助教授  

1 学術論文  

1）Kobayashi，T．，Kumagai，M．andMizuno，Y．：“Removalofnewlydepositedsnowongableroof”，（Izumi，  

M・，Nakamura，T・andSack，R∴Snow Engineering：Recent Aduances，337－340，A．A．BALKEMA，  

Rotterdam，Brookfield，1997）＊   

2）Kobayashi，T．，Nouguchi，Y．，Kawashima，K．，Ikarashi，T．，Nakamura，T．，Horiguchi，K．andMizuno，  

Y．：“Sliptestsbetweenthesurfaceofsnoworiceandsomekindsofshoes”（Izumi，M．，Nakamura，T．  

andSack，R．：SnowEngineering：RecentAdvances，77－80，A．A．BALKEMA，Rotterdam，Brookfield，  

1997）＊   

3）小林俊市，水野悠紀子，鎌田 慈，河島克久，納口恭明：「融雪氷剤の散布による雪氷表面の硬化」『寒地技  

術論文・報告集』，13：4145（1997）＊  

山 田 知 充（YAMADATomomi）・助教授  

1 学術論文  

1）Kawashima，K．andYamada，T．：“Experimentalstudiesonthetransformationfromfirntoiceinthe  

wetsnowzoneoftemperateglaciers”，AnnaLs〆GhlCioIcw，24：181－185（1997）＊   

2）Chikita，K．，Yamada，TリSakai，A．andGhimire，RP．：“Hydrodynamiceffectsonthebasinexpansion  

ofTshoRolpaglacierlakeintheNepalHimalaya”，Bulletin〆GhlCier Resea7Th，15：5969（1997）＊  

3 総説，解説，評論等  
1）山田知充：「天測との出合い」（解説），『月刊「測量」』，47（7）（1997）   

2）山田知充：「ヒマラヤの氷河湖」（解説），（北大山の全編：『ロールワリン紀行』，4－7，北大山の合口ルワリ  

ン編集委員会，札幌，1997）   

3）山田知充：「私の任国体験」（解説），『EXPERT』，110：1013（1997）  

4 著 書  

（2）共 著   

1）山田知充：「ヒマラヤの氷河湖決壊洪水」，7376（酒井治孝：『ヒマラヤの自然誌』，東京大学出版会，東京，  

1997）   
2）山田知充：「ヒマラヤの雪崩」，210215（酒井治孝：『ヒマラヤの自然誌』，東京大学出版会，東京，1997）  

石 井 吉 之（IsHIIYoshiyuki）・助手  

1学術論文  

1）Ishikawa，NリNarita，H．，Ishii，Y．andKodama，Y∴“Acidityvariationsalonghydrologicalprocessesof  
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SnOWdeposit，SnOWmeltandrunoff”，］？urnal〆Agriculiu7711Meieonl嘲ノ，52：521－524（1997）＊  

5 学術講演  

（1）学会特別講演   

1）石井吉之：「融雪流出のメカニズムー雪の中の水の動き～」，農業低温科学研究会・生産環境整備部会セミ  

ナー，札幌（1997）  

（2）国際的，全国的規模のシンポジウム  

1）Ishii，Y．andKobayashi，D．：“Effectofsnowpackpropertiesonmeltwaterinfiltrationthroughsnow”，  

ScientificmeetingoftheCanadianGeophysicalUnionandJointmeetingoftheCGU－HSandEastern／  

WesternSnowConference，Banff，Canada（1997）  

兇 玉 裕 二（KoDAMAYuji）・助手  

1 学術論文  

1）Kameda，T．，Takahashi，S．，Enoomoto H．，Azuma，N．，Shiraiwa，T．，Kodama，Y．，Furukawa，T．，  

Watanabe，0．，Weidner，G．A．and Stearns，C．R．：“Meteorologicalobservationsalongatransverseroute  

fromcoasttoDomeFujistation，Antarctica，reCOrdedbyAutomaticWeatherStationsin1995”，PYOC．  

Ⅳ肝児5如ゆ．拘ゎγ〟e知和J．G毎cわJ，11：3550（1997）＊   

2）Ishikawa，N．，Takeuchi，YリIshii，Y．，Kodama，Y．：“CharacteristicsofthewaterbalanceoftheMoshiri  

experimentalwatershed，Japan”，Annaね〆GhlCioIw，25：220－225（1997）＊   

3）Kobayashi，D．，Muravyev，Y．D．，Kodama，Y．and Shiraiwa，S．：“An outline of RussopJapanesejoint  

glacierresearchinKamchatka，1996”，Bull．GhlCiol．Res．，15：19－26（1997）＊   

4）Shiraiwa，TリMuravyev，Y．D．，Yamaguchi，S．，Glazirin，G．E．，Kodama，Y．and Matsumoto，T．：  

“GlaciologicalfeaturesofLorytoGLacierintheKronotskyPeninsula”，Bull．GhlCiol．Resリ15：27－36  

（1997）＊   

5）Kodama，Y．，Matsumoto，T．，Glazirin，G．E．，Muravyev，Y．D．，Shiraiwa，T．and Yamaguchi，S・‥  

“HydrometeorologicalfeaturesofKoryto GlacierintheKronotskyPeninsula，Kamchatka，Russia”，  

β〟JJ．GおcわJ．斤βS．，15：37－46（1997）＊   

6）Kodama，Y．，Shiraiwa，T．，Kobayashi，D．，Matsumoto，T．，Yamaguchi，S．，Muravyev，Y．D，andGlazirin，  

G．E．：“Hydrometeorlogicalandglaciorologicalobservationsin the Koryto and Ushkovskyglaciers，  

Kamchatka，1996”，Lou）7セn4）emtuYt？Science，Ser．A．，55，DaiaR密Ort，107－136（1997）   

7）Kodama，Y．，Nakabayashi，H．，Takeuchi，T．andIshikawa，N．：“Radiativeregimeforsnowmeltheat  

balancein Ny－Alesund，Spitsbergen‖Proceedings ofInternationalWorkshop onEnergyandWater  

CycleinGAME－Siberia，1995，3：51－59（1997）   

8）兇玉裕二：「SAR画像を用いたツンドラ活動層の土壌水分の推定」，『多様な陸面における水・熟収支の動態  

の研究1996年報告集』，22，26（1997）  

白 岩 孝 行（SHIRAIWATakayuki）・助手  

1 学術論文  

1）Watanabe，0．，Kamiyama，K．，Motoyama，H．，Igarashi，M．，Matoba，SリShiraiwa，T．，Yamada，TリShoji，  

H．，Kanamori，SリKanamori，N．，Nakawo，M．，Ageta，Y．，Koga，S．andSatow，K．：“Preliminaryreport  

onanalysesofmeltedDomeFujiicecoreobtainedin1993”，Proc．jWPR劫774）．fわhlrMeteonl・GhlCiol・，  

11：14－23（1997）＊   

2）Kameda，T．，Takahashi，S．，Enomoto，H．，Azuma，N．，Shiraiwa，T．，Kodama，Y．，Furukawa，Tリ  

Watanabe，0．，Weidner，G．A．andStearns，C．R∴“Meteorologicalobservationsalongatraverseroute  

fromcoasttoDomeFujiStation，Antarctica，reCOrdedbyautomaticweatherstationsin1995”，Proc・  

∧Ⅵ＝賛助〝砂．fわねγ〟gね0和J．G血cわJ．，11：35－50（1997）＊   

3）Shiraiwa，T．，Muravyev，Y．andYamaguchi，S∴“StratigraphicfeaturesofFirnasproxyclimatesignals  

atthesummiticecapofUshkovskyVoIcano，Kamchatka，Russia”，AnticandA砂ineResearch，29（4）  

：414－421（1997）＊   

4）松岡健一，白岩孝行，浦壊清峰，大井正行，前野英生，山口悟，Y．D．Muravyev，成瀬廉二，前晋爾：「ロ  
シア連邦カムチャツカ半島のウシエコフスキー氷冠におけるアイスレーダー観測」，『雪氷』，59（4）：257－262  

（1997）＊   

5）Shiraiwa，T．，Muravyev，Y．，Yamaguchi，S．，Glazirin，G．，Kodama，Y．andMatsumoto，T．：“Glaciological  

features of Koryto Glacierin the Kronotsky Peninsula，Kamchatka，Russia”，Bulletin〆Glacier  

月βSβαⅣゐ，15：27－36（1997）  
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6）Kobayashi，D．，Muravyev，Y．D．，Kodama，Y．and Shiraiwa，T∴“Anoutline ofRusso－Japanesejoint  

glacierresearchprojectinKamchatka，1996”，Bulletin qf GlacierResearch，15：19－26（1997）   

7）Kodama，Y．，Matsumoto，T．，Glazirin，Gリ Muravyev，Y．，Shiraiwa，T．and Yamaguchi，S．：  

“Hydrometeorologicalfeatures of Koryto Glacierin the Kronotsky Peninsula，Kamchatka，Russia”，  

励薇あ＝〆αぬ如月ぬ矧扉，15：37－45（1997）   

8）Yamaguchi，S，，Shiraiwa，T．，Muravyev，Y．，Glazirin，G．andNaruse，R．：“FlowofKorytoGlacierinthe  

KronotskyPeninsula，Kamchatka，Russia”，Bulletin d GhlCier Research，15：47L52（1997）  
3 総説，解説，評論等  

1）白岩孝行：「氷河に関する用語解説」，『歴史と地理』，500：2529（1997）  

4 著 書  

（2）共 著  

1）白岩孝行二「アフリかオセアニアの氷河」，263－275（藤井理行，小野有五：『基礎雪氷学講座ⅠⅤ－氷河一』，  

古今書院，東京）（1997）   

2）白岩孝行：「第10章アルプス」，331－384（大矢雅彦，坂幸恭：『ヨーロッパの地形（上・下）』，大明堂，東  

京）（1997）   

3）白岩孝行：「第14章アベニン山脈とシシリー島」，492－513（大矢雅彦，坂幸恭：『ヨーロッパの地形（上・  

下）』，大明堂，東京）（1997）  

鈴 木 準一郎（SuzuKIJun－ichirou）・助手  

1 学術論文  

1）Skalova，H．，Pechackova，S．，Suzuki，］．，Herben，T．，Hara，T．，Hadincova，Ⅴ．andKrahulec，F．：“Within  

population genetic differentiationin traits affectlng Clonalgrowth：Festuca rubrain a mountain  
grassland”JournaldEz）Olutiona7yBioわg）′，10：383－406（1997）＊  

4 著 書  

（2）共 著  

1）Suzuki，J．andHutchings，M．J．：“Interactionsbetweenshootsinclonalplantsandtheeffectsofstored  

resourcesonthestructureofshootpopulations’’，311－329（deKroon，H．andvanGroenendael，J∴77te  

eco10gy and euolution〆clonalphlnis，BackhuysPublishers，Leiden）（1997）  

曽 根 敏 雄（SoNEToshio）・助手  

1 学術論文  

1）山牒耕太郎，曽根敏雄：「カムチャッカ半島に分布する黒色火山灰土の層序と分布」，『第匹摘己』，29：37－44  

（1997）＊   

2）Sone，T・，Yamagata，K．andMuravyev，Y．，D．：“GlacialandperiglaciallandformsalongtheBystraja  
riverofEsso，CentralKamchatka”，（Cり′0＊hericStudiesinKamchaikaI，1L9，InstituteofLowTempera－  
tureScience，HokkaidoUniversity，Sapporo，1997）   

3）Yamagata，K・，Sone，T・andMuravyev，Y．，D．：“QuaternaryeoliandepositsofKamchatka”，（C73）0＊her－   
icStudiesinKamchatkaI，1015，InstituteofLowTemperatureScience，HokkaidoUniversity，Sapporo，  
1997）  

西 村 浩 一（NISHIMURAKouichi）・助手  

1 学術論文  

1）Nishimura，KandIto，Y・：“VelocitydistributioninSnowAvalanches”，JournaldGepi）如sicalReseayrh，  

102（B12）：2729727303（1997）＊   

2）Nishimura，K・andIzumi，K・：“SeismicSignalsInducedbySnowAvalancheFlow”，Jultu7dHaza7ds，  

15（1）：89－100（1997）＊   

3）Sugiura，KリNishimura，K・andMaeno，N∴“Velocityandangledistributionsofdriftingsnowparticles  

neartheloosesnowsurface”，P7VC．Jm阜リn4）．Pohlr Meteorol．Glaciol．，11：108rl16（1997）＊   

4）Nishimura，K・，Nohguchi，Y．，Ito，Y．，Kosugi，K．andIzumi，K．：“Snowavalancheexperimentsatski  

jump”，Proc・1nternationalCoプち危rence〆‘AvahmcheandRekltedSubiects，KiroL）Sk，Russkl，1996”，49－59  

（1997）＊   

5）Nohguchi，Y．andNishimura，K．：“Aheadtailstructureofgranularavalanches”，伽c．Intemational  

い，′こハ．・∴ ‥′ －：l‥．・1J，ノ．／‥．．・，．・・ノ／l一．∴′‥∴→．り／∴パ、／＼∴．・し／l一・J∴、／り川J‥∴ミリl；t・lミlT・  
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6）西村浩一，尾関俊浩，伊藤陽一，秋田谷英次：「中札内で発生した雪崩（1996年2月6日）の調査報告」，『北  

海道地区自然災害資料センター報告』，12：1926（1997）   

7）西村浩一，八久保晶弘，秋田谷英次：「定山渓で発生した雪崩（1996年3月23日）の調査報告」，『北海道地区  

自然災害資料センター報告』，12：3－6（1997）   

8）Nishimura，K．，Nohguchi，Y．，Ito，Y．，Kosugi，K．andIzumi，K．：“SnowAvalancheExperimentsatSki  

Jump”，加古eγ犯α露0乃αJ助∂紺5とブg邦C♂I穐戎成卸，JSSⅣ り6，244－251（1997）   

9）Nohguchi，Y．andNishimura，K．：“HeadFormationinLightGranularAvalanches”，IntemationalSnow  

Scgβ乃Cgl穐戒5ん励ぷ肝ノ96，252256（1997）  

5 学術講演  

（3）シンポジウムのオーガナイザー  

1）Nishimura，K．：“InternationalSymposium on snow and avalanches”，InternationalGlaciological  

Society，Chamonix，France（1997）  

堀  彰（HoRIAkira）・助手  

1 学術論文  

1）Morikawa，K．，Hori，A．，Okada，Y．andHondoh，T．：“ClimbMotionofDislocationsDrivenbyaPressure  

ChangeinIce”motonFbcio737Activi＆R砂071，14：359（1997）  

低温基礎科学部門  

芦 EI］正 明（AsHIDAMasaaki）・教授  

1 学術論文  

1）Liu，C．T．，Hou，R．FリAshida，M．andChen，C．C．：“Effectsofinhibitorsofserineprotease，phenoloxidase  

and dopa decarboxylase on the melanization of Dirofilariaimmitis microfilariae with Armigeres  
Subalbatushaemolymphinvivo”，月77Witol喀γ，115：57¶68（1997）＊   

2）芦田正明：「昆虫血液を利用したグラム陽性菌とカビの検出試薬」，『アニテックス』，9：913（1997）＊  

4 著 書  

（2）共 著  

1）Ashida，M．andBrey，P．T．：“Recentadvancesontheresearchoftheinsectprophenoloxidasecascade”，  

135172（Brey，P．T．andHultmark，D．：MolecuhlrmeChantsmsdimmunere頭OnSeSininsects，Chapman  

and Hall，London）（1997）  
5 学術講演  

（1）学会特別講演  

1）芦田正明：「昆虫のフェノール酸化酵素前駆体活性化系」，日本色素細胞学会，幕張（1997）  

香 内  晃（KoucHIAkira）・教授  

1 学術論文  

1）SugiN．，Arakawa M．，andKouchi，A．：“Experimentalstudyonimpactvaporization ofwater－ice：  

Impactvelocitydependenceof energypartition．”，P7u．30thlSASLunarandPklneia7y劫n4）．，71－74  

（1997）＊   

2）小林憲正，笠松隆志，金子竹男，香内晃，斉藤威：「放射線による模擬星間塵上での有機物の生成」，『Space  

Util．Res．』，14：5154（1997）  

3 総説，解説，評論等  
1）香内晃，渡部直樹：「暗黒星雲における物質進化」（解説），『宇宙空間原子分子過程研究会』，47▼50（1997）  

田 中  歩（TANAKAAyumi）・教授  

1 学術論文  

1）Ohtsuka，T・，Ito，H・，Tanaka，A．：“ConversionofChlorophyllbtoChlorophyllaandtheAssemblyof  
ChlorophyllwithApoproteinsbyIsolatedChloroplasts”PlantPhysiol．113：137147（1997）   

2）Tanaka，A・，Melis，A・‥“Irradiance－dependentchangesinthesizeandcompositionofthechlorophylla  
blightharvestingcomplexinthegreenalgaDunaliellasalina”PlantCellPhysiol．38：17－24（1997）   

3）Tanaka，R．，Yoshida，K．，Tsuji，H．，Inokuchi，H．，Okada，K．，Tanaka，A．：“Thethirdmemberofthe  
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hemAgenefami1yencodingglutamyl－tRAN reductaseisprimarilyexpressedinrootsin Hordeum  
vu1gae”Photosynth．Res．53：161－171（1997）   

4）N・Satoh，Wada，AリTanaka，A∴“Temperature－dependentregulationoftheribosomalsmallsubunit  

protein21inthecyanobacteriumvaridbilisM3”J．Bacteriol．179：7063R7071（1997）  
5 学術講演  

（2）Tanaka，A・＝“Interconversionofchlorophyllaandchlorophy11b”US／JapanJointSeminar，Kailua  

Kona（1997）  

前 野 紀 －（MAENONorikazu）・教授  

1 学術論文  

1）Sokratov，S・A・andMaeno，N・：“Heatandmasstransportinsnowunderatemperaturegradient”，   

（Izumi，M・，Nakamura，T・andSack，R∴Snou）E曙ineering：RecentAdvances，49－54，A．A．BALKEMA，  

Rotterdam，Brookfield，1997）＊   

2）Sokratov，S・A・andMaeno，N・：“Wavytemperaturedistributioninsnow”，PYVC．A冊劫nQ．IbhlrMet．  
α乃d G血cわわ紗，11：243（1997）＊   

3）Sugiura，K・，Nishimura，K．andMaeno，N∴“Velocityandangledistributionsofdriftingsnowparticles  
neartheloosesnowsurface”，Proc．Jm Symp．貝）hlrMet．andGhlCioIQgy，11：108－116（1997）＊   

4）Takei，I・andMaeno，N・：“Dielectriclow－frequencydispersionandcrossoverphenomenonofHCl－doped  
ice”，′物s．Cゐg∽．，101：62346236（1997）＊   

5）Arakawa，M・andN・Maeno：“Mechanicalstrengthoficeunderuniaxialcompression”，ColdRegions  
立言．7セcゐ．，26：215－229（1997）＊  

早 川 洋 一（HAYAKAWAYoichi）・助教授  

1 学術論文  

1）Noguchi，H・andHayakawa，H・＝“Roleofdopamineattheonsetofpupaldiapauseinthecabbage  
armywormMamestrabrassicae”，FEBSLette7S，413：157－161（1997）＊   

2）Hayakawa，YandYazaki，K．：“Envelopeproteinofparasiticwasp，ssymbiontvirus，pOlydnavirus，  

protectsthewaspeggsfrom cellularimmunereactionsbythehostinsect”，Eu71JBiochem．，246：  

820－826（1997）＊   

3）Hyakawa，Y．：“TheendocrinologyofhostparaSiteinteraction：nOVelinsightsintothethecontrolof   

insect development”，（Kawashima，S．and Kikuyama，S．：Aduancein Co7噸a7diue EndocrinoIQgy，  

163－167，MonduzziEditore，Bologna，1997）  

5 学術講演  

（2）国際的，全国的規模のシンポジウム  

1）早川洋一：“Theendocrinologyofhost－paraSiteinteraction：nOVelinsightsintothecontrolofinsect  

development”，国際比較内分泌学会，横浜（1997）  

藤 川 清 三（FuJIKAWASeizo）・助教授  

1 学術論文  

1）Jitsuyama，Y．，Suzuki，T．，Harada，T．and Fujikawa，S．：“Ultrastructuralstudy on mechanism of  

increasedfreezingtoleranceduetoextracellularglucoseincabbageleafcells”，C7γ0－LetteYS，18：33－44  

（1997）＊   

2）Fujikawa，S．：“Similarity and diversity offreezinginjury mechanismsin cryopreservedbiological  

materials”，P7ueediプqgS 〆1nternationall析）ykshqb on t〃tm－Long－Tbm Cwcgenic  

A杉如／0戒〆戯0物オcαJα犯dE乃〃g和光∽g乃如才劾gc才∽g犯5，Osα烏α，232－236（1997）   

3）黒田克史，大谷詩，藤川清三：「樹木木部放射柔細胞の凍結適応機構の変遷」，『低温生物工学会誌』，43：99111  

（1997）＊   

4）Kuroda，K．，Ohtani，J．andFujikawa，S．：“Supercoolingofxylemrayparenchymacellsintropicaland  

subtropicalhardwoodspecies”，77ves，12：97－106（1997）ホ   

5）Fujikawa，S．，Kuroda，K．andOhtani，J∴“Seasonalchangesindehydrationtolerance ofxylem ray  

parenchyma cellsofStylax obassiatwigsthatsurvivefreezingtemperaturesbydeep supercooling”，  

P和わク血5∽α，197：34－44（1997）＊  

3 総説，解説，評論等  
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1）藤Jll清三：「ガラス化保存。ガラス化保存過程における生物細胞の挙動」（解説），『低温生物工学会誌』，43：   

10－16（1997）  

2）藤川清三：「赤血球の凍結障害の機序」（総説），『低温医学』，23：139－145（1997）  

古 川 義 絶（FuRUKAWA Yoshinori）・助教授  

1 学術論文  

1）Furukawa，Y．：“Faszination der Schneekristalle Times wieihre bezaubernden Formen entsthen”，  

Cゐe椚Zg g乃〝乃5β柁γZピグf，31：58－65（1997）＊   

2）Furukawa，Y．and Nada，H．：“Anisotropyin microscopic structures oficeWater andice－VapOr  

interfacesanditsrelationtogrowthkinetics”（T．Nishinaga．：AdvancesintheUnderstandingofCrystal  

GrowthMechanism，559－573，EIsevior，Netherlands，1997）＊   
3）Nagashima，K．and Furukawa，Y．：“Nonequilibrium effect of anisotropicinterface kinetics on the  

directionalgrowthoficecrystal”，JournaldC7ySialGγりu）th，171：577¶585（1997）＊   

4）Furukawa，Y．andNada，H∴“Anisotropicsurfacemeltingonicecrystalanditsrelationtogrowth  

forms”，♪㍑γ乃αg〆Pわsブcαg Cゐe研由f秒，101：6167－6170（1997）＊   

5）Nada，H．andFurukawa，Y．：“AnisotropyinmolecularSCaledgrowthkineticsatice－Waterinterfaces”，  

♪α用αJ〆物sグcαJCゐ♂刑ね′り，101：6163－6166（1997）＊   

6）Shimada，W．andFurukawa，Y．：“Patternformationoficecrystalduringthefreegrowthinsupercooled  

water”，JournalqfPhysicalChemistly，101：617l－6173（1997）＊   

7）Nagashima，KandFurukawa，Y．：“Solutedistributioninfrontofice－Waterinterfaceduringdirectional  

growth ofice crystalandits relation tointerfacialpatterns”，］）urnalqf P妙sicalChemist7y，101：  

6174－6176（1997）＊   

8）Nada，H．andFurukawa，Y．：“Anisotropyinstructuralphasetransitionaticesurfaces：Amolecular  

dynamicsstudy”，Api）liedSu7カceScience，121／122：445－447（1997）＊   

9）古川義純，長島和茂：「氷結晶のパターン形成実験とその数理解析」，『応用数理』，7：196－211（1997）＊  

10）長島和茂，古川義純「一方向凝固する氷の界面前方における拡散場のその場観察」，『Proceedingsofthe14  

thSpaceUtilizationSymposium』，14：141－144（1997）  

3 総説，解説，評論等  
1）古川義純：「結晶多形はどのようなときに出来るのでしょうか。同→溶液内になぜ結晶多形が出きるのでしょ  

うか」（解説），『化学工学』，61二902（1997）  

5 学術講演（招待講演のみ）  

（1）学会特別講演   

1）古川義純：「氷結晶のネガティブクリスタル」，第28回結晶成長国内会議，札幌（1997）  

（2）国際的，全国的規模のシンポジウム  

1）Furukawa，Y∴“RoleofIcesurfacepropertiesInthegrowthshapesofcrystalsgrownfromthevapor”，  

NATOAdvancedStudyInstituteforIcePhysicsIntheNaturalandEndangeredEnvironment，Maratia，  

Italy（1997）   

2）古川義純：「氷結晶のパターン形成」第23回結晶成長討論会，北湯沢（1997）   

3）古川義純：「氷結晶の成長におけるパターン形成機構」，日本学術振興会製鋼第19委月会凝固プロセス研究会，  

札幌（1997）  

（3）シンポジウムのオーガナイザー  

1）古川義純：第28回結晶成長国内会議実行委月長，札幌（1997）   

2）古川義純二第25回結晶成長討論会実行委月長，北湯沢（1997）  

荒 川 圭 太（ARAKAWAKeita）・助手  

1 学術論文  

1）Koike，M．，Takezawa，D．，Arakawa，K．andYoshida，S∴“Accumulationof19－kDaplasmamembrane  

polypeptideduringinduction offreezingtoleranceinwheatsuspension－Culturedcellsbyabscisicacid”，  

Pわ乃fα乃d CピタJ乃妙sわJ確伊，38（6）：707√716（1997）＊  

荒 川 政 彦（ARAKAWAMasahiko）・助手  

1 学術論文  

1）Arakawa，M．andMaeno，N．：“Mechanicalstrengthofpolycrystallineiceunderuniaxialcompression”  
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CoJd斤留わ裾5c才β犯CgSα死d7セcゐ犯0わg）′，26：215229（1997）＊  

2）Arakawa，M・＝“DragcoefficientsofaporousmaterialinsuperSOnicairflow”，Pyt）C．30thlSASLu   
Pわ犯gね叩劫〝砂．，55－58（1997）＊  

3）Sugi，NリArakawa，M・andKouchi，A∴“Experimentalstudyonimpactvaporizationofwater－ice：   
impact velocity dependence and energy partition”，PγOC．30th瓜4S Lunar Planeia7y劫n4）．，7174   

（1997）＊  

落 合it 則（OcHIAIMasanori）・助手  

1 学術論文  

1）Hiraki，Y・，Inoue，H．，Iyama，K．，Kamizono，A．，Ochiai，M．，Shukunami，C．，Iijima，SリSuzuki，F．and  

Kondo，J・：“IdentificationofchondromodulinIasanovelendothelialcellgrowthinhibitor－Purification  

anditslocalizationintheavascularzoneofepiphysicalcartilage”，JBiol．Chem，272（51）：3241932426  

（1997）＊  

竹 澤 大 輔（TAKEZAWADaisuke）・肋手  

1 学術論文  

1）Koike，M．，Takezawa，D．，Arakawa，K．andYoshida，S．：“Accumulationof19－kDaPlasmaMembrane  

PolypeptideduringInductionofFreezingToleranceinWheatSuspension－CulturedCells”，Phlnt Cell  

勒sわJ，38：707716（1997）＊   

2）RamachandiranS．，TakezawaDリWangW．andPoovaiahB．W．：“FunctionalDomainsofPlantChimeric  

Calcium／calmodulindependent Protein Kinase：Regulation by Autoinhibitory and Visinin1ike  

Domains”J Biochem，121：984990（1997）＊  

Dl中 亮 一（TANAKARyouichi）・肋手  

1 学術論文  

1）Tanaka，R．，Yoshida，K．，Nakayashiki，T．，Tsuji，HリInokuchi，H．，Kiyotaka，0．andTanaka，A．：“The  

thirdmemberofthehemAgenefami1yencodingglutamyltRNAreductaseisprimarilyexpressedin  
rootsinHordeumvulgare”，mOtO即nth．Res．，53：161171（1997）  

渡 部 揖 樹（WATANABENaoki）・助手  

1 学術論文  

1）Watanabe，N．，Adachi，J．，Soejima，KリShigemasa，E．，Yagishita，A．，Fominykh，N．G．andPavlychev，A．  

A．：“FixedmOleculels範，。photoelectron angular distributions as a probe of範＊and oL＊shape  

resonancesofCO2”，％sicalReL｝ieu）Lette7S，78：49104914（1997）木   

2）Kravis，S．D．，Watanabe，N．，Awaya，A．，Kimura，M．，Kojima，T．，Okuno，K．，andOura，M∴“Feasibility  

ofthephotoionizationofmulti－ChargedionsandfirsttestofaPHOtonBeamIonSource（PHOBIS）  

withRIKENEBIS（REBIS）”，P毎sica Scr4）hl，T71：121－126（1997）＊   

3）Kambara，T．，Igarashi，A．，Watanabe，N．，Nakai，Y．，Kojima，T．M．and Awaya，Y．：“RecoilLion  

momentum distribution of single－electron capture to the ground and excited statesin O．51MeV／u  

B4十，5十Hecollisions”，Joumal〆物sics B，30：12511260（1997）＊   

4）Koizumi，T．，Awaya，Y．，Fujino，A．，Itoh，Y．，Kitajima，M．，Kojima，T．MリOura，M．，Sano，M．，Sekioka，  

T．，Watanabe，N．andKoike，F．：“4dPhotoionizationofMultiplyChargedXeq＋（q＝13）Ions”，Physica  

5cγ砂fα，T73：131132（1997）＊  

寒冷圏総合科学部門  

i］田 正 憲（ToDA MasanoriJ．）・教授  

1 学術論文  

1）Toda，M．J．and Kimura，M．T．：“Liferhistory traits related to host selectionin mycophous droso－  

philids”，Joumal〆AnimalEco10gy，66：154166（1997）＊   
2）Chen，H：W．andToda，M．J．：“Amiota（Phortica）magnaspeciesCOmplex，Withdescrip；tionsofthree  
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new species from China（Diptera，Drosophilidae）”，彪aneseJ）umalqf EnわmoIcw，65：784792  

（1997）＊   

3）Watabe，H．，Sidorenko，Ⅴ．S．，Vinokurov，N．N．andToda，M．J．：“DrosophilidsfromtheKomsomlsky  

NatureReserve，FarEastof RussiaandarevisionofgeographicdistributionoftheDrosophilavirilis  
section flies（Diptera，Drosophilidae）”，Proceedings q／the Fyih＄ymposium on theJ？int  

／一‥い．・∴．．、・J∴ ・・．・‥．・／．．‥∴．・‥ ノー／l一・－ －．／りり∴：二い 川．トー・．  

3 総説，解説，評論等  
1）戸田正憲：「ショウジョウバエ類の環境選好性」（解説），（日高敏降（監修），石井実，大谷剛，常吉豊（舶）：  

『日 本動物大百科 第9巻 昆虫ⅠⅠ』，145146，平凡社，東京，1997）  

5 学術講演（招待講演のみ）  

（2）国際的，全国的規模のシンポジウム  

1）Kitagawa，0．，Tamura，K，Toda，M．JリWatabe，H．，Toba，G．，Park，J．，Katoh，T．andAotsuka，T．：  

“OriginofHawaiiandrosophilidsinferredfromalcoholdehydrogenasegenesequences”，International  

SymposiumonGenetics1997，Taipei（1997）   

2）Iwakuma，T．andToda，M．J．：“LongtermeCOlogicalresearchactivitiesinJapan”，1997International  

Long－termEcologicalResearchandBiodiversityStudiesConference，Taipei（1997）  

福 En 止 己（FuKUDAMasami）・教授  

1 学術雑誌  

1）Fukuda，M∴“The role of frost shatteringin1996rock fa11at Toyohama，nOrthernJapan”，EOS  

5昭妙ゐ椚e邦吉AC乙J，F271：78（1997）＊   

2）Fukuda，M．，H．S．KimandY－C，Kim：“Preliminaryresultsoffrostheaveexperimentsusingstandard  

testsapmleprovidedbyTC8”，G7VundFreezing97：25－30（1997）＊   

3）Sugita，A．Ishizaki，T．andFukuda，M．：“CharacteristicsofthesoilStruCureOffrozensoil”，Gnund  

FγeeZオ刀g97，165170（1997）＊   

4）Xu，X．WuZiwang，Ishizaki，TリFukuda，M．，Chuvi1in，E．andErshov，E．：“Essentialcharacteristicsof  

frozenfringeanddeterminationofitspararneterS”，Gれフund F7VeZing97：203－208（1997）＊  

3 総説，解説，評論等  
1）福田正己：「アラスカの永久凍土と地下氷」（総説），『地理』，48：2833（1997）   

2）福口1止已：「凍土と人と文化一先史モンゴロイドの歩んだ道筋一」（総説），（『手宮洞窟シンポジュウム，記  

銘集』，618，小樽市教育委員会，小樽市，1997）   

3）Fukuda，M．：“EnvironmentalChangesinthe Dunhuang Areain Past2000yBP”（総説），（Record  

克ねγ乃α才わ乃αJ即押ゆOS才〟肌 0乃 〟～e C㈹猫朋血用 α那上靴地肌正明 q Czィ肋′用／アブてゆピア句，2740，Tokyo  

NationalResearchInstituteofCulturalPropertiesTokyo，1997）   

4）Fukuda，M．：“RadioactiveandOtherHazardousContaminationinArcticSiberia”（総説），（P7VC  

‘！／■ル／lr〃′イ／／り〃‘／／べ川／♪り∫／／／川り〃0抽・∫りこり▲．り川／．イ、ヾ仁！J■（1り∴＝■、ヾ／（〃ハ∴＼1ィ／／り抽／／‘仙／た、／／川／（、川仙〃．ヾ／り〃ヾ．1′■  

Changesin theShluicEuashlnl穐rld，341－352，SlavicResearchCenterHokkaidoUniversity，Sapporo，  

1997）  
4 著 書  

（2）共 著  

1）福田正己：「第5章 永久凍土」，55－68，（福即正己，杏内晃，高橋修平：『極地の科学』，北海道大学図書  

刊行会，札幌）（1997）  
5 学術講演  

（2）国際的，全国的規模のシンポジュウム  

1）Fukuda，M．：“Radioactive and Other Hazardous Contaminationin Arctic Siberia”，International  

SymposiumonQuestforModelsof Coexistence：NationalandEthnicDimensionsofChangesinthe  
SlavicEuasianWorld，SlavicResaerchCenter，HokkaidoUniversity，Sapporo（1997）   

2）Fukuda，M．：“ArtificialGroundFreezingFundamentalandApplicationinJapan－”NATOAdvanced  

StudyInstituteonIcePhysicsintheNaturalandEnlargedEnvironment，Maratea，Italy（1997）   

3）Fukuda，M．：“Eastern Siberian Permafrost，its occurrence and genesis”，NATO Advanced Study  

InstituteonIcePhysicsintheNaturalandEnlargedEnvironment，Maratea，Italy（1997）  
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大 串 隆 之（OHGUSHITakayuki）・助教授  

1 学術論文  

1）Ohgushi，T・andSawada，H・二“Ashifttowardearlyreproductioninanintroducedherbivorouslady  

beetle”．Ecol〔gicalEntomo10gy，22：90－96（1997）＊   

2）大串隆之，斉藤隆：「個体群生態学のフロンティア」，『日本生態学会誌』，47：163165（1997）＊   

3）Ohgushi，T・andSawada，H∴“Populationstabilityinrelationtoresourceavailabilityinanintroduced  

populationofanherbivorousladybeetle”，Resea7Theson勒ulationEco10gy，39：37－45（1997）＊  

3 総説，解説，評論等  
1）大串隆之‥「行動生態学と個体群生態学のインターフェイス」（評論），『日本動物行動学会ニューズレター』，  

30：13－15（1997）  

4 著 書  

（2）共 著  

1）Ohgushi，T∴“Plantmediatedinteractionsbetweenherbivorousinsects”，115130（Abe，T．，Levin，S．A．  

andHigashi，M∴Biodiue73i＆：AnEcohqica11h7＊ectiue，Springer，NewYork，USA）（1997）  

5 学会講演（招待講演）  

（2）国際的，全国的規模のシンポジウム  

1）Ohgushi，T・＝“Thepopulationecologyofanherbivorous1adybeetle”，RoyalEntomologicalSociety   

InternationalSymposium“InsectPopulations：inTheoryandinPractice”，Newcastle，England（1997）  

大 館 智 志（OHDACHISatoshi）・助手  

1 学術論文  

1）Ohdachi，S・，Masuda，R・，Abe，H．，Adachi，J．，Dokuchaev，N．E．，Haukisalmi，Ⅴ．andYoshida，M．C．：   
“PhylogenyofEurasianSoricineShrews（Insectivora，Mammalia）InferredfromMitochondrialCyto－  
ChromebGeneSequences”，2boIQgicalScience，14：527¶532（1997）＊   

2）Ohdachi，S・：“LaboratoryExperimentsonSpatialUseandAggressioninThreeSympatricSpeciesof  

ShrewinHokkaido”，MammalStudy，22：11A26（1997）＊   

3）Ohdachi，S・，Masuda，R．，Abe，H．andDokuchaev，N．E．：“BiogeographicalHistoryofNortheastern  
Asiatic Soricine Shrews（Insectivora，Mammalia）”，Researches on fbt）ulation Eco10gy，39：157－162  
（1997）＊  

3 総説，解説，評論等  

1）大館智志：「書評“野外実験生態学入門．生物の相互作用をどう調べるか．N．G．Hairston，Sr．著，堀道雄  

ほか汎 蒼樹書房．1996．”」（書評），『晴乳類科学』，36：258260（1997）  

串 田 圭 司（KusHIDAKeiji）・助手  

1 学術論文  

1）吉野邦彦，石倉毅典，串田圭司，山路永司：「推定事前確率の付与による土地被覆分類精度の向上」，『写真  

測量とリモートセンシング』，36（1）：815（1997）＊  

附属流氷研究施設  

青 田 昌 秋（AoTAMasaaki）・教授  

1 学術論文  

1）Aota，M・，Ikeda，M．，Takatsuka，T．，Ishikawa，M．．andShirasawa，K．：“Variabilityofmarineenviron－  
ment and chlorophyllainthe Sea of Okhotsk and the coastalregions of Hokkaido”，PYVC．12th  

九feγ犯α～わ弗αJ劫タグゆ05ゐ‘∽0邦0点メわねゑ5gα＆滋α友g，217－220（1997）   

2）Shirasawa，K．，Ikeda，M．，Ishikawa，M．，Takatsuka，T．，Aota，M．andFujiyoshi，Y．：“Seaiceconditions  

and meteorologicalobservations at Saroma－ko Lagoon，Hokkaido November1996－November  

1997”，⊥0郷7セ〝砂e用ねJ柁5c才g乃Cら5gれA，5扶助如月密0γf，9－34（1997）   

3）Ishikawa，M．，Takatsuka，T．，Ikeda，M．，Shirasawa，K．andAota，M．：“Distributionsofpackiceinthe  

Okhotsk Sea off Hokkaido observedusing a sea－ice radar network，January－March，1997”，Lou）  

7セアブ砂β和知γg5c才g乃Cg，滋γ．A，5氏βαぬ斤砂0γf，35－52（1997）  
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4）Aota，M．，Nisio，F．，Nakayama，M．andNakamuara，K∴“Sizedistributionoficesheetsdeformedby  

wave”，戸川C．J2fゐJ搾ね用αfわ乃α／劫クワ砂OS～〝椚0邦0ゑ加ゎ烏5βα＆5gα友e，65－66（1997）  
5 学術講演  

（3）シンポジウムのオーガサイザー  

1）Aota，M．：12thInternationalSymposiumonOkhotskSea＆SeaIce，Monbetsu，Hokkaido（1997）（大  

会副会長，氷海研究グループ事務局長）  

白 澤 邦 男（SHIRASAWAKunio）・助教授  

1 学術論文   

1）Shirasawa，K．，Ingram，R．G．and Hudier，E．：“Oceanic heat fluxes under thin seaicein Saroma－ko  

lagoon，Hokkaido，Japan”，JMarineSystems，11：9－19（1997）＊   

2）Shirasawa，K．andIngram，R．G．：“CurrentsandturbulentfluxesunderthefirstyearSeaiceinResolute  

Passage，NorthwestTerritories，Canada”，JMarineSystems，11：2132（1997）＊   

3）Taguchi，SリSmith，R．E．H．andShirasawa，K：“Effectofsilicateenrichmentonicealgaeatlowsalinity  

inSaroma－koLagoon，Hokkaido，Japan”，JMarineSysiems，11：4552（1997）＊   

4）Taguchi，S．，Saito，H．，Hattori，H．andShirasawa，K∴“Verticalflux oficealgalcellsduringtheice  

meltingandbreakingperiodsinSaroma－kolagoon，Hokkaido，Japan”，PYVC．∧Ⅵ＝甥劫n砂OSiumonR）hlr  

βわわ紗，10：56－65（1997）＊   

5）Hamasaki，K．，Ikeda，M．，Ishikawa，M．，Shirasawa，K．andTaguchi，S∴“Seasonalvariationofthesize  

fractionated chlorophylla biomassin relation toice algaeandice coveragein Mombetsu harbor，  

Hokkaido，Japan”，Pnc．12thInternational劫mPosium on Okhotsk Sea＆Sealce，：103107（1997）   

6）Lepparanta，M．，Shirasawa，KandSaloranta，T．：“Ontheoceanicheatfluxandseaicethickness”，Proc．  

12娩劫おγ期αガ0乃αJ阜リブクゆ∂S才〟椚0乃0ゑノわね々5eα＆5gα友e，154－159（1997）   

7）Aota，M．，Ikeda，M．，Takatsuka，T．，Ishikawa，M．andShirasawa，K．：“Variabilityofmarineenviron－  

ment and chlorophyllain the Sea of Okhotsk and the coastalregions of Hokkaido”，PYt）C．12th  

J乃ねγ乃αfわ犯αJ劫クワ砂0ざg〟椚0乃0ゑゐ0ね点Sβα＆5gα友g，217220（1997）   

8）Shirasawa，K．，Ikeda，M．，Ishikawa，M．，Takatsuka，T．，Aota，M．andFujiyoshi，Y．：“Seaiceconditions  

and meteorologicalobservations at Saroma－ko Lagoon，Hokkaido，November1996－November  

1997”，⊥0紺7セガ砂e相加柁Scge乃Ce，5壱γ．A，56月αわ月砂0γJ：9－34（1997）   

9）Ishikawa，M．，Takatsuka，T．，Ikeda，M．，Shirasawa，K．andAota，M．：“Distributionsofpackiceinthe  

Okhotsk Sea off Hokkaido observed using a sea，ice radar network，JanuaryMarch，1997”，Lou）  

7セブナゆg和知柁5cグβ邦Cち月砂0祀：35－52（1997）  

5 学術講演  

（3）シンポジウムのオーガナイザー  

1）Shirasawa，K．：12thInternationalSymposiumonOkhotskSea＆SeaIce，Mombetsu，Hokkaido（1997）  

（学術プログラム委眉会委眉長）  

研究支援推進員・特別研究眉（FD）・外国人特別研究員  

1 学術論文  

1）Igarashi，Y．（研究支援推進局）：“VegetationandclimatehistioryinthecircumOkhotskregionsincethe  

LateglacialMaximum”，Cクツqt）heric studiesinKamchatkaI，29－37（1997）   

2）Watabe，H．and Sidorenko，Ⅴ．S．（日本学術振興会外国人特別研究員）：“Three unrecorded species of  

drosophilidflies（Diptera：Drosophilidae）fromRussia”，Fbr且おtEntomol曙ist，38：8（1997）＊   
3）Sidorenko，V・S・（日本学術振興会外国人特別研究貝）：“NewAsianspeciesandnewrecordsofthegenus  

SteganaMeigen（Diptera：Drosophilidae）．I．SubgeneraOxyphorticaDudaandSteganas．str．”，Annales  

（わわ50Cダβね且乃わ研OJ（哲如〟β鹿ダ用邦Ce（Ⅳ5．ノ，33：65－79（1997）＊   

4）Sidorenko，Ⅴ．S．（日本学術振興会外国人特別研究員）：“NewAsianspeciesandnewrecordsofthegenus  

SteganaMeigen（Dipetra：Drosophilidae）．II．SubgeneraPseudosteganaOkadaandSteganinaWheeler”，  

A邦乃αJg∫（わわ50Cブgお且乃わ研OJ〔哲毎〟β滋撤乃Cg仰5．ノ，33：165－172（1997）＊   

5）Kuramoto，K．（PD）：“Accretion，COreformation，HandCevolutionoftheEarthandMars”，物sicsqf  

娩e励γ娩α乃dPわ乃βおりJ乃ねわ0作，100：3－20（1997）＊   

6）Kuramoto，K．（PD）：“Materialevolutioninthesolarnebula：C／Ofractionationbygas－dustsegregation  

processes”，Proceedings qf the30th15ASLunar andPlaneh173）写yn4）OSium，35－38（1997）  
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7）Saiganji，Y．，Kuramoto，K．（PD）and Yamamoto，T．：“A method of detecting Europa’s ocean”，  

ハ・り＝・／／，ノエ，、■り－／ん■．●い／ん／．ヾしヾJ．／・仙／′ －川り’／ル／・／■／り 十J〃ハ・＼／／＝J、：l∵tilリ廿  
3 総説，解説，評論等  

1）石原道博（PD）：「個体群動態と生活史戦略」（解説），『日本動物行動学会NEWSLETTER』，30：17r18  

（1997）   

2）倉本 圭（PD）：「特集：月の起源と進化」（解説），『遊星人』，6：196－198（1997）   

3）池原実（PD），玄相民：「北大西洋一北極海古海洋学一深海掘削によって拡がった気候変動解析フロンティ  

アー」（解説），『月刊地球／号外』，19：106－109（1997）   

4）池原芙（PD），河村公隆，大河内直彦，木元克典，村山雅史，中村俊夫，大場忠通，平朝彦：「南大洋におけ  

るアルケノン古水温の変動」（解説），『名古屋大学加速器質量分析計業績報告書』，ⅤⅠⅠⅠ：8ト90（1997）  
5 学術講演  

（3）シンポジウムのオーガナイザー   

5）榎森啓元，安部正真，倉本圭（PD）：第3回月の起源研究会，宇宙科学研究所，相模原（1997）  
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択課題  

衰面融尭 （平成10年）  

Ⅰ．特別共同研究  

代表者  所  属   課  題  

1原 登志彦 北大・低温研・教授  『寒冷陸域における植生、水、土壌の相互作用』  

ⅠⅠ．一般共同研究  

1来  信彦   

2 東  正彦   

3 荒川 政彦   

4 和泉  薫   

5 市岡 孝朗   

6 伊東 敏幸   

7 伊藤  一   

8 今村  徹  

長岡技術科学大・工・助教授  

京大・生態学研究センター・教授  

北大低温研・助手  

新潟大・積雪地域災害研究センター・助教授  

名大・農・助手  

道工大・建築工学科・講師  

極地研・助教授  

計量研究所・主任研究官  

『南極ドームFコアの物理構造解析による古気候復元』  

『動植多種間相互作用の進化生態学研究』  

『氷の衝突・破壊にともなう割れ目のパターン解析』  

『雪崩流動機構解明のための模擬雪崩実験』  

『植物の対植食者防衛化学物質の比較生態学的研究』  

『屋根雪の経時的性状変化およびその滑雪特性に関する研究』  

『海氷運動場の研究』  

『超音波シングアラウンド法による凍土の物性に関する研究』  

『寒冷地積雪及び暖地積雪における融雪に伴う酸性度変動とそ  

の環境に対する影響の比較研究』  

『オホーツク海サハリン沿岸部の海氷状況及びその変動に関わ   

る気象データの解析』  

『発生源に注目した降雪粒子の酸性化機構の研究』  

『生物多様性を維持促進する生物間相互作用』  

『寒冷圏大気・海洋における陸起源有機物のフラックスの定量  

化』  

『南極氷床氷の電気的性質の研究』  

『昆虫の低温適応と脂質』  

『氷衝突実験による氷衛星形成過程の研究、破壊過程のその場  

観察』  

『不飽和脂肪酸とその誘導体の多形現象』  

『アイスコア中の有機物の解析と地球環境変化の解読』  

『海氷生成時における同位体分離効果に関する実験的研究』  

『低温下で成長する雪結晶の微物理・光学的特性の実験的研究』  

『シベリア凍土地域における気候の季節変動と経年変動』  

『寒冷地域における樹木の被食防衛機構の多様性と環境生理学  

的研究』  

『AgI膜上の氷のエビタキシァル成長に関する研究』  

『衛星リモートセンシングによるオホーツク海海洋生態系低次  

生産システムの生物一物理過程の解明』  

『氷海域に於ける波浪伝播特性に関する研究』  

『細胞の乾燥・凍結ストレス耐性発現におけるトレハロースの  

役割』  

『地域差による融雪の違いと融雪水の化学組成の挙動』  

『ドップラーレーダーとモデルによるメソ気象現象の研究』  

『吹雪粒子の運動条件に関する研究』  

『森林流域における物質循環に関する生物地球化学的研究』  

『寄生パテ宿主昆虫の生理的解析』  

『相境界の物性とミクロな物質移動に関する研究』  

『氷床層位の精密測定法の開発』  

『亜寒帯域草本植物における遺伝的変異・サイズ構造と多様性』  

『季節的凍土と高山植生の相互作用』  

『オホーツク海・周辺海域における環境と沈降粒子フラックス』  

『雪結晶の成長に対するロカール水蒸気源としての雲粒の寄与  

に関する実験的研究』  

『海洋の一次生産に対する海氷の影響の研究』  
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9 宇治橋康行 福井工大・工学部・助教授   

10榎本 浩之 北見工大・教授   

11遠藤 辰雄 北大・低温研・助教授  

12大串 隆之 北大・低温研・助教授  

13大河内直彦 北大・低温研・助手   

14／ト黒  責 北教大旭川校・教育学部・教授  

15片桐 千例 北大・低温研・助手  

16加藤  挙 手宙研・教授  

17金子 文俊  

18河村 公隆  

19河村 俊行  

20菊地 勝弘  

21木村 圭司  

22／ト池 孝良  

阪大大学院理学研究科・講師  

北大・低温研・教授  

北大・低温研・助手  

北大・名誉教授  

奈良女大・文・助手  

北大・農・演習林・教授  

23権田 武彦 愛知学院大教養部・教授  

24斉藤 誠一 北大・水産・助教授   

25堺  茂樹 岩手大・工■建設環境工学科・助教授  

26櫻井  美 東京工大・生命理工・助教授  

秀
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長岡工業高専・教授  

郵政省通信総研・地球環境計測部・研究官  

防災科研・雪氷圏環境実験研究室長  

北大・農・附属雨龍演習林・助手  

北大・低温研・助手  

岩手大・工・応用分子化学科・助教授  

北見工大・教授  

山口県立大・教授  

森林総研東北支所・主任研究官  

九大・理・教授  

北教大・教育学部附属教育実践  

研究指導センター・助教授  

38高橋 正征 東大院総合文化研究科・教授  



39高部 圭司 京大院・農学研究科・助教授  

40竹井  巌 北陸大・薬・講師  

41竹内 延夫 千葉大・環境リモートセンシン  

グ研究センター・教授  

42田口  哲 創価大・工・生物工学科・教授   

43竹中 規訓 大阪府立大・工・助手   

44多田内 修 九大・農・助教授  

45立花 義裕 東海大・文明研・講師   

46田中夕美子 北大・農・苫小牧演習林・教務  

職員  

47 日］渕  洋 法大・経済・教授  

48東海林明雄 北教大釧路校・教育学部・物理学科・教授  

49戸田 正憲 北大低温研・教授   

50冨山 清升 鹿児島大・理・助教授   

51中尾 正義 名大・大気水圏科学研・助教授  

52中村 圭三 敬愛大・国際学部・教授   

53成田 英器 北大低温研・助教授  

54成瀬 廉二 北大低温研・助教授  

55新田 隆三 信州大・農・教授  

56服部  勇 福井大・教育学部・地学，積雪研  
究室・教授・積雪研究室室長  

57原田  隆 北大・農・教授   

58福田  明 静岡大・工・電気・電子工学科・教授  

59福地 光男 極地研・教授  

60藤川 清三 北大低温研・助教授  

61藤野 和夫 道工大・土木工学科・教授  

62藤原  顛 宇宙研・助教授  

63前  晋爾 北大院工学研究科・教授  

64増田 隆一 北大・理附属動物染色体研究施設・助手  

65松屈 従三 北大・農・教授  

66丸山  稔 大阪市立大・理・講師  

67溝［］ 勝 三重大・生物資源学部・助教授  

68宮脇 長人 東大院・農学生命科学研究科・助教授  

69村井 麻理 農水省東北農業試験場・農水技官（研究職）  

『極限状態に置かれた植物細胞の適応戦略』  

『標準雪による雪の構造変化過程の研究』  

『ライダーで観測される雲出現高度と湿度との関係』   

『海氷形成期におけるアイス・アルジー群集の形成過程の実験  

的解明』  

『水の凍結過程および水蒸気の昇華過程におけるエアロゾル粒  

子の動態の研究』  

『ハナパテ類参照標本コレクションの設立』  

『オホーツク海周辺寒冷海洋域の海洋・海氷と大気場の相互作  

用並びに予報精度向上に関する数値的研究』  

『不均一な植生面における混合層高度を用いた水蒸気フラック  

スの測定』  

『Icefootを指標としたオホーツク海岸における温暖化に伴う  

地形変化の計測』  

『釧路湿原赤沼における冬期のメタンガス発生についての研  

究』  

『寒冷圏森林生態系の食根性昆虫類に関する生命情報の稔合的  

管理システムの確立』  

『北方城の生物の野外調査におけるRAPD法の活用に関する研  

究』  

『寒冷地積雪の変成に関する研究』  

『北海道オホーツク海沿岸における海氷期の日射特性に関する  

研究』  

『南極ドームコア氷の構造と流動特性の研究』  

『カムチャツカ半島氷冠の雪氷コア解析による古環境変動』  

『山岳雪崩の地域性に関する研究』  

『積雪状態の地域別特性の研究（乾き雪から湿り，滞れ雪への推  

移）』  

『園芸作物組織の耐凍性獲得機構および凍結保存性の人為的制  

御に関する研究』  

『流星バースト通信によるオホーツク海観測データ収集システ  

ムの開発』  

『中緯度季節海水域における海洋環境と生物生産過程に関する  

研究』  

『寒冷環境への樹木の適応機構の変遷』  

『路面積雪の摩擦係数に関する研究』  

『氷粒子の高速衝突によるエアロジェル上の衝突痕の形状変化  

の研究』  

『インパルス型多周波アイスレーダシスタムの開発』  

『分子生物学的情報を用いた北東アジア産哺乳類の起源の推  

定』  

『寒冷外気利用のi東結濃縮・希薄化法による家畜糞尿廃水や搾  

乳廃水の清澄化』  

『氷の表面・界面融解に及ぼす雰囲気とサイズの効果』  

『土の凍結・融解過程における塩分集積機構についての実験的  

研究』  

『細胞の低温および？東結に対する適応機構の解析』  

『急激な温度低下によってもたらされる植物の水ストレスとそ  

の適応機構に関する研究』  

『降雪粒子の物理的特徴量とレーダ反射特性との関係』  

『多雪森林流域における水収支の研究』  

『地震計を用いた雪崩の研究』  

『カムチャツカ半島における現生および古環境に関する研究』  

『北方林の更新維持機構の生態学的・遺伝学的解明』  

『動画像処理法を使ったレーダー観測データの速度場解析』   

70村本健一郎  

71村上 茂樹  

72森谷 武男  

73山懸耕太郎  

74 山本 進一  

75横山 悦郎  

金沢大・工・教授  

森林総研・主任研究官  

北大院・理学研究科・助教授  

上越教育大・助手  

名大・農・教授  

山口大・工・助教授  
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76吉野 邦彦 筑波大・社会工学系・講師   

77吉本 直弘 大阪教育大・教育・助手  

78鷺谷いづみ 筑波大・生物科学系・助教授   

79渡部 潤一 国立天文台・助手  

80渡通 達郎 水産庁日本海区水産研究所・研  

究員（農水技官）  

81渡部 直樹 北大・低温研・助手  

『複数観測角リモートセンシングによる北方湿地の植生の把握  

と分類に関する研究』  

『大阪周辺域における地形性豪雨の観測的研究』  

『冷温帯林における植物とポリネーターおよび食害者との生物  

間相互作用』  

『太陽系外縁部の氷微惑星の研究』  

『オホーツク海及び日本海の海氷・海洋結合モデルの開発』   

『アモルファス氷上における原子・分子反応素過程』  

究  会
 
 

集
 
 1石川 信敬 北大・低温研・助教授  

2 成瀬 廉二 北大・低温研・助教授  

3 古川 義純 北大・低温研・助教授  

4 本堂 武夫 北大・低温研・教授   

5 前  晋爾 北大・工学研究科・教授  

『高緯度地帯の河川流域熱水循環特性の研究集会』  

『アンデス山脈の低一高緯度地域における氷河研究の企画』  

『氷結晶の形態形成』  

『氷およびクラスレート水和物のコンピュータモデル構築に関  

する研究集会』  

『南極ドームFの解析計画立案』  
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学術に関する受賞状況  （平成9年度）  

職 名  氏  名  貴  名  授 与 団 体   受 賞 論 文 等 名   受賞年月日   

助教授  中 塚  武  日本海洋学会  

岡 田 賞   研究一窒素同位体比による海洋表層  

環境の復元－   

科学研究費等研究助成金  （平成9年度）  

文部省科学研究費補助金  
（単位：千円）  

種  目  区  分  応募件数  決定件数  交付決定金額   

代  表   0   0  特  別  推  進  研  究  
分  担   1   0  

代  表   6   3   5，900  重  点  領  域  研  究  

分  担   8   6  

基  盤  研  
代  表   8   4   88，200  

究  （心  

分  担   10  

基  盤  研  
代  表   15   49，800  

究  （B）  

分  担   24  17  

基  研  
代  表   9   6   6，500  

盤  究  （C）  

分  担   7   4  

奨  励  研  究  （心  10   3   4，400   

奨  励  研  究  （功  210   

萌  芽  的  研  
代  表   4   4，400  究  
分  担   5   3  

代  表   9   3   11，700  国  際  学  術  研  究  
分  担   10   8  

代  表   0   0   0  特 別 研 究 促 進 費 等  
分  担   0   0  

学 術 定 期 刊 行 物  0   0   0  

研究成果公開  0   0   0  

促  進  費  タ ベ ー  ス  0   0   0  

研 究 成 果 公 開 表  0   0   

代  表   0   0   0  創 造 的 基 礎 研 究 費  

分  担   2   2  

代  表   0   0   0  C O E 形 成 基 礎 研 究 費  
分  担   0   0  

特  別  研  究  員   奨  励   費  6   6   6，400   

代  表   77   41   177，510  
合  計  

◎ 文部省科学研究費補助金に代表者として応募した教官実数 鮎 人  
◎ 採択された教官実数 代 表 お 人  

分 担 50 人  

注 1 応募件数は、平成9年度として本学から応募した件数である。  

2 応募件数及び交付決定額は、平成10年3月31日現在のものである。   
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重点領域研究  （軒ノ位：千円）  

研究代表者  
研  課  題   

交付決定額  翌年度以降の内約廟   

職 名  氏   名  
究  

9年度  10年度  11年度  12年度   

教 授  河村 公隆  黒色岩石の形成が地球環境へ及ぼしたインパクトの走  900   0   0   

量的評価  

衛星と現場観測による、オホーツク海の海氷変動とそ  0   0   

れに伴なう熟塩収支過程の研究  

フェノール酸化酵素前駆体活性化系構築の時間的・空  0   0   0   

間的制御機構  

合  計  3 件   5，900   0   0   0   

基盤研究（A）  

研究代表者  
研  題   

交付決定額  翌年度以降の内約額   

職 名  氏   名  
課  

9年度  10年度  11年度  12年度   

教 授  竹内 謙介  オホーツク海海水域上の気団の熟・水蒸気収支   8，300  5，600  6，700   0   

教 授  香内  晃  不純物を含むアモルファス水星間魔の構造と物性   34，000  2，000  2，500   0   

教 授  河村 公隆  極域氷床コア・降雪の有機地球化学   34，800  1，300  1，300  1，000   

教 授  芦田 正明  昆虫のフェノール酸化酵素カスケード活性化の分子機  

構と生体防御における役割   

合  計  4 件   88，200  18，300  16，100  6，600   

基盤研究（B）  

研究代表者  
研  題   

交付決定額  翌年度以降の内約額   

職 名  氏   名  
究  課  

9年度  10年度  11年度  12年度   

教 授  若土 正暁  南極ポリニアの形成機構の研究   2，300   0   0   

教 授  福田iE己  北方湿原が気候温暖化に果たす役割の研究一釧路湿原  700   0   0   0   

とシベリアツンドラとの対比を中心として－  

スキージャンプ台実験と3次元粒子流モデル開発による  0   0   0   

雪崩流動機構の解明  

海氷消長過程における大気一海氷一海洋一生態系シス  0   0   

テムモデル化のための実験研究  

氷の高速衝突と衝撃波実験による高速雪崩、アイスブ  600   0   0   0   

ラストおよび水天体衝突の研究  

森林が水及び物質循環にはたす役割の多様性  1，900  1，200   0   0   

助 手  荒川 政彦  その場観察による水天体の衝突破壊破片速度の測定   1，100   800   0   0   

教 授  原 登志彦  基本植物における遺伝的変異・サイズ構造と多様性  10，100  3，800   0   0   

助教授  中塚  武  第3世代の化学トレーサーを用いた高緯度海洋におけ  900   0   0   

る水塊混合の履歴解析  

氷床コアから得られる気候・環境変動情報の信頼度高  700   900   0   

速化の研究  

氷床コアの微小部気体分析法の開発   10，000  2，800   0   0   

合  計  11件   49，800  10，200   900   0   

基盤研究（C）  

研究代表者  
研  題   

交付決定額  翌年度以降の内約額   

職 名  氏   名  
究  課  

9年度  10年度  11年度  12年度   

教 授  戸田 正憲  こセヒメショウジョウバエ属を中心としたショウジョ  700   0   0   0   

ウバエ科の系統解析  

着氷力のメカニズムの解明とその防止方法に関する研  100   100   0   0   

究  

季節海水域における融解期の海氷・海洋結合システム  700   900   0   

助教授  藤川 清三  細胞壁の構造と樹木細胞の低温挙動の関係   1，200  2，100   0   0   

助 手  白岩 孝行  雪氷コア解析による過去200年間のアリシェーンャン低  500   0   

気圧清動の復元  

多雪海氷填での特異な海氷成長過程の解明とその普遍  700   600   0   

性の検証   

合  計  6 件   6，500  4，600  2，000   0   
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崩芽的研究  

研究代表者  交付決定額   
研  究  課  題  

翌年度以降の内約額   

職 名  氏   名  9年度  10年度  11年度  12年度   

助 手  荒川 政彦  損雲ガスの集積に伴う堤間魔の熟変成作用   500   0   0   

教 授  小林 人二  0℃融雪水の流出差異に着眼した河川流出過程の系統  500   500   

的研究  

不飽和脂肪酸の光化学的変質に関する実験的研究：古  800   0   

人気の酸化能力推定法の検討  

「‘l己組織臨界現象とLての雪崩一子知とダイナミクス   500   0   0   

合  計  4 什   4，400  1，800   500   0   

奨励研究（A）  

研究代表者  究  題   
交付決定額  翌年度以降の内約散   

研  
職 名  氏   名  

課  
9年度  10年度  11年度  12年度   

助手  600  0  

メカニズムに関する研究  

助手   1，500  800   00  

助 手  鈴木準・一郎  クローナル植物のシュート密度の調節機構に対する光  900   0   0  

質および物質分配様式の影響の研究  

柄物の細胞壁ミルロドメインにおけるカルシウムメッ  500   0   

センジャーシステムの解明   

合  計  4 件   5，700  2，800   0   0   

奨励研究（B）  

研究代表者  
研  課  題   

交付決定額  翌年度以降の内約額   

職 名  氏   名  
究  

9年度  10年度  11年度  12年度   

技 ′自  中坪 佗一  機械二l二作系技手fと教官を結ぶ、コミニュケーションサ  210   0   0   0   

ーバー の構築  

合  i言l  1 件   210   0   0   

国際学術研究  

研究代表者  交付決定額  翌年度以降の内約額   
研  課  題  

職 名  氏   名  9年度  10年度  11年度  12年度   

教 授  小林 大二  カムチャッカ半島における水子・－†をとト）まく水循環過程  0   

およぴその変遷に関する研究  

ボストーク氷床コアの内部構造と気候変動   3，0（）0   0   0   

教 授  原 登志彦  ノ，ウニ原他物群集における柿多様性の維持機構   3，700   0   0   

書 合  計  3 件   11，700  4，000   0   0   

特別研究員奨励費  

研究代表者  
研  題   

交付決定前  翌年度以降の内約額   

職 名  氏   名  
課  

9年度  10年度  11年度  12年度   

P D  石原 追博  多化性桝物食昆虫の上浦史形質に見られる表現型可遡  0   

惟を進化させた自然選択過杵の解明  

原始太陽系星雲の物質進化に関する理論的研究   1，200  1，200  1，200   0   

P D  乾  朋子  中緯度10年スケール変動と低緯度ENSOスケール変動  0   

の相互作用の数値的研究  

何体間亜争と資源獲得様式に関連した植物の生物景分   400  0  0  0  

研 究 員  配率と■吋遡性   

Kostal，Ⅴ  1，5〔〉0  0  0  

研究員  

州対人特別  9（川   200   0   0  

研究月  

外同人特別  900  0  0  

併発 買  ステムの確立と系統解析   

SHENG，Y   1，200   900  0  

研究員  

合  計  8 件   8，500  4，700  2，400   0   
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平成9年度文部省科学研究費補助金以外の各省庁等からの研究費  
（単柾：千円）  

職 名  氏   名  各省け名  研究費の名称   研  究  潔  題   金 種   

教 授  前野 紀一一  文 部 省  国際研究集会  381   
派遣研究ユi費  

国際研究集会  354   
派遣研究冒費  

国際研究集会  332   
派遣研究上；i費  

国際研究集会  29（）   

派遣研究員費  

国際研究集会   
派遣研究冒費  おける氷の物こ興」  

助教授   245  
振興会  

助教授  古川 義純  J宇宙科学  字＝基地利川基  樹枝状結晶の成長過程のその場観察による結晶の形態形成  2，000  
研 究 所  礎 実 験 費  に対する微小重力の効果   

令  計  ／  件  4，233  
L   

民間資金の受入れ  （平成9年度）  

受託研究関係   
（単位：千円）  

受入教官名等  委   託  先   研  課  願   金 紬   

助教授 中塚  武  科学技術振興事業団  アイソトボマー方法論による大気中の有機分子の起源及びその北  1，000  
化学酸化過程の解析   

助 手 片桐 千偶  「1本原r・力研究所  上占虫リボホリンの脂質輸送機構一泊による環境汚染を除上する試  3，000  
み   

教 授 芦lJl正明  蚕糸・昆虫農業技術研  生物情報の解明と制御による新農林水産技術の開発に関する総合  2，131  
究所   研究   

助教授 石jll信敬  北海道開発局開発土木  2，052   
研究所   

助教授 古川 義純  ㈹）日本γ宙フォーーラム  氷結品の－一方向凝個パターン形成に対する重力の効果とその海氷  6，000  
成長への応用   

教 授 岩土1E暁  科学技術振興事業団  オホーツク海氷の実態と気候システムにおける刑の解明   8，715   

合  計   6  件  22，898   

奨学寄附金・民間等との共同研究  

（単位：千円）  

」   奨 学  寄  附  金  民 間 等 と の 共 同 研 究   

件  数   金  額   件  数   金  額   

18   15，440   1，534   
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平成10年10月1日現在  
現 職 員   

所  長  教 授 本堂 武夫   

寒冷海洋圏科学部門  教 授 河村 公隆 教 授 竹内 謙介  教 授 藤吉 康志  

教 授 若土 正暁  助教授 石川 信敬  助教授 遠藤 辰雄  

助教授 大島慶一郎  助教授 中家  武 助 手 大河内直彦  
助 手 川島 正行  助 手 河村 俊行  助 手 兄玉 裕二  

助 手 鈴木準一郎   助 手 深町  康   

寒冷陸域科学部門  教 授 大畑 哲夫 教 授 小林 大二 教 授 原 登志彦  

教 授 本堂 武夫  助教授 堀口  幸  助教授 水野悠紀子  

助教授 山田 知充  講 師 丹野 暗三  助 手 石井 吉之  
助 手 大館 智志  助 手 島田 公男  助 手 白岩 孝行  

助 手 曽根 敏雄  助 手 西村 浩一   助 手 堀  彰  
助 手 松岡 健一   

低温基礎科学部門  教 授 芦田 正明  教 授 香内  晃  教 授 田中  歩  

教 授 前野 紀一  助教授 成田 英器  肋教授 早川 洋一  

助教授 藤川 清三  助教授 古川 義純  助 手 荒川 圭太  

助 手 荒川 政彦  助 手 落合 正則  助 手 片桐 千傍  

助 手 竹澤 大輔  助 手 田中 亮一   助 手 渡部 直樹   

寒冷圏総合科学部門  教 授 戸田 正憲  教 授 福田 正己  助教授 大串 隆之  

助教授 成瀬 廉二  助 手 串田 圭司  

客員教授 西尾 文彦  外国人客眉教授 P．A．クリエコフ   

非常勤研究員  佐原 将彦  澤柿 教伸  高橋 耕一   

外国人研究月  バーチ・コリン   Ⅴ．S．グラデイシェフ  E．N．ドクチャエフ   

研究支援推進員  柴田 明夫  五十嵐八枝子  斎藤  健  江藤 典子  

大井 正行  小木 広行   

附属流氷研究施設  施設長 教授 青田 昌秋  助教授 白澤 邦男  

（技官 石川 正雄） （技官 高塚  徹） （技官 大坊 孝春）  
主 任 石川 敬子  臨時用務員 大塚 眞弓   

技  術  部  部長 教授 藤吉 康志  副部長 教授 青田 員秋  

先任技術専門職貝（技術専門官）瀬川 鉄逸  
班長（技術専門職員）石川 正雄 技術主任（技術専門職員）新堀 邦夫  

技術主任（技術専門職眉）福士 博樹 技術官（技術専門職貞）石井 弘道  
技術官 松本 慎一   技術官 安原 優子  技術官 高塚 徹  

技術官 中坪 俊一  技術官補 大坊 孝春   

事  務  部  事務長 垂金 昭雄  
（庶  務  掛）掛 長 瀬田 尚利  主 任 竹見 吉弘  

事務官 田中 夏子  
（会  計  掛）掛 長 横田 隆義  主 任 水本 愛子  

主 任 脇  征治  主 任 三浦 征則  
事務官 小形 徳応  技 官 須藤 正李  

（低温機関室）技 官 佐々木 明  技 官 伊藤 勝美  
（図  書  掛）掛 長 黒田 康行  事務官 猿橋キヨミ  
（第一研究協力室）主 任 石窪 順子  事務補助員 佐藤  円  

事務補助員 奥山亜希子  
（第二研究協力室）主 任 栗原 容子  事務補助員 木田橋香織  
（第三研究協力室）主 任 神野さおり  事務補助員 植松 泰子   

※ 平成9年度まで在籍した研究者等は次のとおりです。（平成9年1月1日～平成9年3月31日）   

非常勤研究員 水田 元太  田中 一裕  松岡 健志  池原  実   

囲ILJ憲一   

研究支援推進員 井戸坂幸弘   
事務補助員 市原 ゆき   
外国人研究員 ヴイノクロフ，N．N． グラジー リン，G．E． クレイグ，T．B．   

平成10年9月30日まで在籍した研究者等は次のとおりです。   
外国人研究員 ヤン，T． ベトレンコ，Ⅴ．F．   
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大学院学生・研究生  
在籍者数大学院博士前期  

（修士）課程学生  

平成10年4月1日現在  

専  攻   1 年   2 年   計   

地球環境科学科  

地幽環境科学専攻   10   13   23   

生態環境科学専攻   9   6   15   

人気海洋圏環境科学専攻   13   13   26   

計   32   32   64   

大学院博士前期  

（博士）課程学生  
専  攻   1 年   2 年   3 年   計   

理学研究科  

地球物理学専攻  

地球環境科学科  

地圏環境科学専攻   2   5   8   15   

生態環境科学専攻   10   6   23   

大気海洋圏環境科学専攻   5   5   5   15   

計   17   16   21   54   

研 究 生  
所 属 部 門   人  数   

寒冷海洋困科学   0   

寒冷陸域科学   1   

低塩基礎科学   0   

寒冷尚総合科学   2   

計   3   

研究テーマ寒冷海洋圏科学部門  
野中 正見 海洋循環を通じて中高緯度が熱帯域に及ぼす影響 （地球環境科学研究科博士3年）  

滋毅 北太平洋におけるDecadalScaleの気候変動に及ぼす海洋の役割（地球環境科学研究科博士3年）  

立郎 季節内変動に対する赤道太平洋の応答について （地球環境科学研究科博士3年）  
田
木
本
爪
 
田
 
 

細
鈴
岩
橋
豊
 
 

オホーツク海における人気海洋聞の熟輸送に関する研究 （地球環境科学研究科 博士2年）  

海洋の赤道不安定波と海上風の相互作用 （地球環境科学研究科博士1年）  

熟収支と海水サンプル解析によるオホーツク海南西城の海氷成長過程の研究 （地球環境科学研究  

科 博上3年）  

オホーツク海における海氷の動態 （地球環境科学研究科 博士2年）  

オホーツク海における中層水の形成機構 （地球環境科学研究科 博士2年）  

中深層水の形成機構に対する数値的研究 （地球環境科学研究科 博士2年）  

オホーツク海南西海域における海氷の現場観測 地球環境科学研究科 博士1年）  

南極海における海氷融解機構 （地球環境科学研究科 博士1年）  

南極周極流の構造 （地球環境科学研究科 修士2年）  
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木村  

伊東  

清永  

小野  

二倍  

大場  

′ト日向邦夫 バルト海及びノースウオーター（NOW）水練城における海洋境界層での乱流フラックスの観測研究  

（地球環境科学研究科 修士2年）  

荒川  豊 南極海における混合屑の構造について （地球環境科学研究科 修士2年）  

97，98年のサロマ湖の海氷構造の違いとその検証 （地球環境科学研究科 修士2年）  

親潮に対するオホーツク海の影響 （地球環境科学研究科 修士2年）  

船体着氷の研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

オホーツク海における海氷の成長覆歴の研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

南陸海における海氷の変動過程．（地球環境科学研究科 修士1年）  

南極ポリニアにおける大気一海洋相互作用 （地球環境科学研究科 修士1年）  

松個 伸彦  

大西ゆみ子  

小松  渉  

渡辺 知弘  

末武 秀己  

馬場 賢治  

斎藤 拓也 大気中の揮発性炭化水素の光化学的酸化と水溶性有機エアロゾルの生成：炭素安定同位体比からの  

アプローチ （地球環境科学研究科 博士1年）  

竹本 紀之 南太平洋における深海堆積物中の脂質成分に関する研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  

成川 正広 ポーラーサンライズ期における北極エアロゾル中の低分子ジカルポン酸類の粒径別濃度変化 （地  

55   



球環境科学研究科 修士2年）  

今西 克也 北太平洋海洋境界層のエアロゾル中に存春する水溶性有機化合物の分布と挙動（地球環境科学研  

究科 修士2年）  

加治 貴 北太平洋及びベーリング海における懸濁粗f中の脂質の鉛直分仙二関する研究（地球環境科学研  

究科 修七2年）  

本
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原
 
 

山
大
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芳樹 南極雪試料中の脂質化合物に関する研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  
了
 
m
 
 

啓
姓
 
 

オホーツク海の生物地球化学 （地球環境科学研究科 修士1年）  

堆積物試料中の脂督分析と化合物レベルでの14C中洲走法の検討 （地球環境科学研究科 修二J二1  

年）  

野村佐知子 海水および海洋大気中の揮発性ハロゲン炭化水素の測定（地球環境科学研究科 修Ll年）  

松永 壮 南極雪試料中の低分子ジかレポン酸の測定と大気酸化能力の推定（地球環境科学研兜科 修士1  

年）  

吉沢 雪丁一 南極ド【ムFコア申の脂質の地球化学的研究 （地球環境科学研究科 修上1年）  

牛山 朋未 熟帯海洋上に発生する雲システムが大気場に及ぼす熱的効果 （地球環境科学研究科 博士3年）  

青木 一一兵  大気圏エアロゾルのマルチスケール変動の観測的研究 （地球環境科学研究科 博士2年）  

末吉惣一郎 若狭湾に発生した1、－モード降雪雲の構造と形成過程 （地球環境科学研究科 博十1年）  

猪上 淳 メソスケールの気流が雲の形成と海洋に及ぼす効果 （地球環境科学研究科 修士2年）  

問辺 －】一雄 長崎半島の風下に発生する特共な降水バンドの特性 （地球環境科学研究科 修士1年）  

新井健一郎 大阪平野周辺に発′巨する激しい気象擾乱の特性 （地球環境科学研究科 修士2年）  

五十嵐崇†二 石狩湾に出現する降雪雲の特惟 （地球環境科学研究科 修士1年）  

栗原任代子 中国准河周辺に発′とするメソ降水システムの構造 （地球環境科学研究科 修上1年）  

塩原真由美 オホーツク海の泡汁一大気相互作用 （地球環境科′、揮汗究科 修士1年）  

寒冷陸域科学部門  
竹谷  敏 栃地氷床における空気組成気体の水和反応機構に関する研究 （地球環境科学研究科 博士3年）  

官本  淳 極地水沫のコア氷の組織と氷床流動機構に関する研究 （地球環境科学研究科 博上3年）  

毒剛Il信一郎 クラストレート・ハイドレートに関するシミュレーション （地球環境科学研究科 博士3年）  

奥山 純一 氷床コアの物理解析 （地球環境科学研究科＋修土1年）  

平松 賢春 水床におけるクラストレートの生成と解離 （地球環境科学研究科 修上1年）  

八久保晶弘 積雪表面霜の形成 （地球環境科学研究科 博・上3咋）  

佐藤 軌丈 シベリア・ツンドラ地帯の水循環 （地球環境科学研究科 博t二1年）  

111本 涼イ 森林流域の流出過程 （地球環境科学研究科 修二i二2年）  

中村 J一占 森林流域の水収支 （地球環境科学研究科 修士1年）  

根本 祉樹 吹雪の内部構造の研究 （地球環境科学研究科 博l二2年）  

伊藤 陽「一 雪崩ダイナミックスの研究 （地球環境科学研究科 博士2年）  

海原 拓也 霜ぎらめ弱層の力′、告白勺強度に関する研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  

山田 高嗣 雪崩発／t二機構の解明と予測手法の検討 （地球環境科学研究科 傾士2年）  

菅野 真人 雪崩発／Ⅰ二子測モテルの開発 （研究生）  

遠藤 隆裕 キツリフネ個体群内の耐嫡性・繁殖スケジュールの遺伝的分化とその適応評価 （地球環虜科学研  

究科博†二2年）  

光石 火介 北方林における樹木の多種共イJ：のメカニズム （地球環境科学研究科 修L二2年）  

松木佐和十 北方域樹木の生育端境の違いによる光利川機構の変化 （地球環境科学研究科 修⊥1年）  

松瀾 健・電波リモートセンンングによる氷河・氷床内部構造の3次元的探査 （地球環境科学研究科博十2  

年〕  

松元 高峰 氷河底面こおける水循環過程 （地球環境科学研究科 博士2牛）  

lい」 悟 多年生ヤ渓から氷河への遷移過程 （地球環境科学研究科 博十2年）  

杉江 仲祐 氷河内の水路の形成 （地球環境科学研究科 修十2年）  

大野  清 水河構造と応力場 （地球環境科学研究科 修士1年）  

今野 朋r 落葉樹林における熱収支の季節特性 （地」求環境科ナ、ア碩汗究科 修上2年）  

滝沢 厚詩 雪氷面・大気相互作用の研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

低温基礎科学部門  
杉浦幸之助 粒子跳躍に着目した動的吹雪モデルに関する研究 （地球環境科学研究科 博士3年）  

一戸 理耐 雪氷の圧縮実験 （地球環境科学研究科 修士2年）  

出辺 周・氷惑星の物質科学的研究 （地球環境科一、声イ肝究科 修士2年）  

高橋 哲也 氷衛星の内部構造 （地球環境科学研究科 修士2年）  

内山 雅史 氷星間座の起源と進化 （地球環境科学研究科 修士2年）  
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雪氷の摩擦に関する研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

水星間魔の生成機構について （地球環境科学研究科 修士1年）  

アモルファス氷の構造・物性 （地球環境科学研究科 修士1年）  

水天体の形成過程と内部構造 （地球環境科学研究科 修士1年）  

淡水産藻類の厚膜胞子形成とその耐棟性 （地球環境科学研究料 博士3年）  

木本植物の低温順化過程とER蛋白質の変化 （地球環境科学研究科 博十3年）  

植物の液胞膜H－ATPaseの低塩感受性と機能解析 （地球環境科学研究科 博士3年）  

寒冷適応機構におけるアブシジン酸誘導性分泌蛋白質の役割に関する研究 （地球環境科学研究科  

博上1年）  

木本植物細胞の季節的凍結挙動の変化と細胞壁蛋白質の関係 （地球環境科学研究科 修十1年）  

植物の凍結耐性の変遷機構 （地球環境科学研究科 修士1年）  

寄生蜂と寄生昆虫の生理的相互作用の生化学的分析 （地球環境科学研究科 博士3年）  

昆虫の生体防御機構に関する研究 （地球環境科学研究科 博士3年）  
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直幸 ショウジョウバエのフェノール酸化酵素前駆体析性化系を構成するセリンプロテアーゼに関する研  

究 （地球環境科学研究科 博士2年）  

松本  均 アワヨトウ蛾幼虫体液中の殺虫タンパクの作用機構に関する研究 （地球環境科学研究科 博†二2  

年）  

朝野 維起 家蚕外皮フェノール酸化酵素前駆体に関する研究 （地球環境科学研究科 博士1年）  

田中康次郎 ポリドナウイルスゲノム解析等 （地球環境科学研究科 博士1年）  

武澤 友ニ ヨトウガの蛸休眠誘導機構に関する研究 （地球環境科学研究科 博士1年）  

渡通  産 氷結晶の界面構造の研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  

竹田 憲之 氷結晶のパターン形成の研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  

猪原 直美 氷結品界面のパターン形成ダイナミクス （地球環境科学研究科 修士1年）  

寒冷圏総合科学部門  
原田紘一郎 永久凍土の電気的性質に関する研究 （理学研究科 博士3年）  

金 学三 粉体の凍土特性についての研究 （地球環境科学研究科 博士3年）  

長岡 大輔 大四紀後期における高緯度及び中緯度地域の自然環境の復元 （地球環境科学研究科 博上3年）  

森  敦子 周氷河地形の形成プロセス （地球環境科学研究科 博士3年）  

曹  俊忠 地方寒冷圏の古環境の復元 （地球環境科学研究科 博士1年）  

長谷川久展 永久凍土の熟的性質 （地球環境科学研究科 修士2年）  

岩花  剛 気候変動に対する永久凍土の応答 （地球環境科学研究科 修士1年）  

岡田 泰敬 湿原湖沼からのメタンガス発動こ関する研究 （研究生）  

丹羽 真一 亜寒帯植物の開花フユノロジーの適応性 （地球環境科学研究科 博十3年）  

小倉 純一 クモ類の採餌様式を利用した群集構造の解析 （地球環境科学研究科 博士3年）  

宮坂 仁 河川の底生無脊椎動物群集の形成に対する補食性魚類の役割 （地球環境科学研究科 博士2年）  

松下剛太郎 ヤナギとヤナギにゴールを作るハパテの相互作用 （地球環境科学研究科 博十2年）  

朗 耀光 ニセヒメショウジョウバエ属およびその近縁群に関する系統分類学的研究 （地球環境科学研究科  

博士2年）  

田辺 慎一 森林の3次元的菓群構造とショウジョウバエ群集の多様性 （地球環境科学研究科 博士1年）  

加賀田秀樹 ヤナギとそれを利用する潜葉性鱗週目との相互作用 （地球環境科学研究科 博士1年）  

原 拓史 ミズナラ上の鱗週目幼虫の、葉の質の変化を介した間接的相互作用 （地球環境科学研究科 悸十  

1年）  

野沢 亮吉 マエキアワフキとヤナギの州ブイ二作用 （地球環境科学研究科 博士1年）  

並木 哲也 菓の食害がポリネ一夕ーを介した植物の繁殖成功に与える影響（地球環境科学研究科 博l二1年）  

陳 宏偉 メマトイ属（ショウジョウバエ科）及びその近縁群に関する系統分類学的研究 （地球環境科学研  

究科 博士1年）  

谷戸 孝史 カメノコハムシの生存状況およびこれに与える大敵とアザミの影響 特に天敵の影響に重点を置く  

（地球環境科学研究科 修十2年）  

林 珠乃 ヤナギとヤナギルリハムシの相互作用 （地球環境科学研究科 修士2年）  

大谷 功 ナシマアザミとユゾアザミテントウの相互作川 （地球環境科学研究科 修士2年）  

細野 雅弘 前年の菓への被食と当年の花への被食が、サクラソウ（Pγ才椚㍑ぬ5Zg∂oJdオブ）に与える影響について  

（地球環境科学研究科 修」二2年）  

小出由紀子トリカブトと植食昆虫の相互作用 （地球環境科学研究科 修士1年）  

鎌田由美子 動物と植物の相互作用 （地球環境科学研究科 修士1年）  

稲荷 尚記 虫媒性植物群集の開花呈、結果量とマルハナバチ類の個体群動態の相互作用 （地球環境科学研究  

科修⊥1年）  

市橋 里絵 草本食ショウジョウバエ類の植物資源をめぐる競争と繁殖戦略（地球環境科学研究科 修士1年）  
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中村 誠宏 ヤナギに生息する1eafrollerの生態 （地球環境科学研究科 修士1年）  

嶋田 泰也 在来ヤナギとそのヤナギを利用する昆虫との相互作用に及ぼす侵入ヤナギの影響 （地球環境科学  

研究科 修士1年）  

平成10年5月1日現在  

特別研究員  
石焼 道博 多化性植物昆虫の生活史形質に見られる表現型可逆性を進化した自然選択過程の解明  

本
 
 
間
 
地
 
 

倉
乾
本
奥
 
 

圭  原始太陽系星雲の物質進化に関する理論的研究  

中緯度10年スケール変動と低緯度EVSOスケール変動の相互作用の数値的研究  

木本植物の萌芽戦略  

超高圧水の物性測定  

子
介
生
 
 

明
 
航
拓
 
 野口 浩史 ドーパミンによる昆虫休眠誘導の分子機構  

池原  実 バイオマーカ解析に基づく南大洋古海洋変動の復元と南極氷床形成史の解読   

外国人特別研究員  
MCELWAIN，J．N 雪崩・吹雪現象を記述する包括的数値モデルの開発  

李  博 個体間競争と資源獲得様式に関連した植物の生物量分配率と可塑性  

KOSTAL，Ⅴ 昆虫耐寒性の遺伝学的解析  

盛  煙 地下水浸透が永久凍土の活動層に与える影響の研究  
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出版物（平成9年度に当研究所が出版したもの）  

低温科学 物理篇資料集 56輯，68頁．  

ゝド戌10年5月1口現在  
図  書1．蔵 書 数  

図  書  雑  

全所蔵冊数  和  書  洋  書  全所蔵種類数  和 雑 誌  洋 雑 誌   

28，778冊  8，739冊  20，039冊  1，280穐   614権   666椰   

2．年間受入数  
図  書  雑  

絵受入冊数  和  書  洋  書  捻受入種類数  和 雑 誌  洋 雑 誌   

6911け   176冊   515冊   645種   299椎   346種   

3．年間貸出状況  

区    分  貸 出 者 数   計  貸 出 冊 数   計   所 内  所 外   所 内  所 外  職      員  181人  17人  198人  601畔  27什  6281け  院生・その他  191  93  284  321  155  476  計  372  110  482  922  182  1，104   
土地・建物  

1 土地  

札幌 33，751m2  

紋別 3，462m2（庁舎敷地）  

145m2（艇庫敷地）  

799m2（公務員宿舎敷地）  

合計 38，157m2  

2 建物  

札 幌 研究棟  2，892m2  

／／  1，065m2  

低塩棟  2，342m2  

分析棟  1，623m2  

車庫他  525m2  

紋 別 研究棟  449m2  

／／  183m2  

宿泊棟  339m2  

艇 庫  70m2  

車庫他  135mz  

問寒別 雪崩観測室   127m2  

苫小牧 凍上観測室  81m2  

母子里 融雪観測室   116m2  
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／／  9m2  

3m2  渓流観測室  

計  

合計  

9，959m2  

（10，192m2）（公務員宿舎を含む）  
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技術部は第1～第3機器開発室、電子測定機器室、化学分析室、および流氷研究施設（紋別）  

の観測解析重から構成され、それぞれの専門の技術職眉をもっている。そこでは研究支援のた  

め次のような重要な役割を担っている。①実験装置や計測・観測器材の設計および製作 ②各  

種の化学分析機器を用いた高精度の分析 ③既存装置の野外や低温度仕様への改良 ④特殊装  

置を用いた学生実験の指導。   

機器開発室には精密工作機械や木工加工機械を備え、各種材料の加工や実験装置・観測器材  

の設計製作、耐寒性向上の改良を行っている。近年ここで設計製作した特殊機器には次のもの  

がある。①氷コア採取用電動メカニカルドリル：南極・北極の氷河・氷床の氷資料採集用ドリ  

ルで卓越した性能には定評があり、世界各地の研究者から引合いがあった ②超高真空氷膜作  

成、評価装置二彗星や外惑星の起源を解明するためのシミュレーション装置で、超高真空下263℃  

で氷膜を作成し、その構造を調べる装置である ③電気伝導度測定装置（EMC）：南極ドーム氷  

床掘削現場で使用する氷コアの解析装置。長さ2mの氷試料の伝導度が連続測定できる。   

流氷研究施設には、オホーツク海沿岸に3基のレーダ局、紋別港に結氷域気象海象観測塔（海  

氷タワー）を備えており、観測解析室ではこれらの観測設備の保守、データ収集、資料解析お  

よび、海氷の実験指針・作業の安全マニュアルの作成を行っている。   

電子測定機器室では計測機器類とコンピュータのインターフェースの作成、各種レーダ（ド  

ップラー、ミリ波、音波）の運用、電子機器類の設計・製作・保守を行っており、また計測に  

関する技術相談にも応じている。成果の一例として、①超精密温度計ディジタルⅠ／0とパソコ  

ンのインターフェース ②超音波風速計4成分出力レベル変換器の設計製作 ③EWS（Engineer－  

ingWorkStation）によるドップラーレーダ・データの変換および光ディスクへの書き込み、  

読みだしプログラムの開発 ④ドップラーレーダの空中線仰角設定の自動化等がある。   

化学分析室では、主として昆虫の血液や外皮にごく微量に存在するタンパク質について既存  

の精製法および、分析法の改良にとりくんでいる。  

技術部組織図  
先任技術専門職員   

技術専門官  

十  

技術官   

技術官補   

技術官   

技術官   

技術専門職貝   

技術官  

（観測解析技術）  

所 長一技術部長一副技術部長  機器開発技術主任   

技術専門職員  

技術班長  

（教官兼任） （教官兼任）  技術専門職月  

特機開発技術主任   

技術専門職貞  

機器開発室での作業風景   サロマ湖周辺での気象観測風景  
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2階建、延べ床面積  1623m2  

空調実験室  16室（520m2）  

クリーンルーム  3室（111m2）  

低温クリーンルームー20℃ 2室（64m2）  

超低温保存室  －50℃1室（65m2）  

低塩保存室 20℃～－50℃1呈（41m2）  

低温室  －20℃ 4室（137m2）  

低温室   ＋5℃～－20℃ 2室（49m2）  

低温実験室  
一般低温室 甘dJ竺彗。書  

中 イ比 況 去  
り℃－20℃  

準 備 室  
侶℃～20℃  

・j・     ∴  
n℃－20℃  

大型低塩室 0℃、～30℃  

低温風洞室 曽謹彗。を1  

極低温室 塁措雲二離  

精密低温室  

計  

22室（182m2）  

2室（61m2）  

2室（94m2）  

3室（30m2）  

1室（86m2）  

2室（157m2）  

2室（18m2）  

2呈（24m2）  

36室（652m2）  

低温機関室  
1 機械類  

ユニット冷凍機  

冷 ）東  機  

クーリングタワー  

操作監視盤   

自家用発電機  

2基（風洞系プライン用）  

2基（－28℃プライン用）  

2基（－48℃プライン用）  

2基（極低温室直冷用）  

2 面 積  

低塩機械室 287m2   

監  視  室 32m2   

自 家発電室 32m2  

計  351m2  

雪崩観測室 雪崩及び雪崩に関する斜面積雪の諸現象を継続的に観測、実験するため北大天塩  

地方演習林内（問寒別）に設置されている。  

凍上観測室 凍上現象を継続的に観測するため野外現場を設定し、併せて凍上防止対策を基礎  

的に研究するため、北大苫小牧地方演習林内に設置されている。  

融雪観測室 融雪現象並びに融雪水の河川への流出機構などを調査研究するため、北大雨竜地  

方演習林内（母子里）に設置されている。  
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主な研究機器  
1．リアルタイム画像処理装置  

2．マイケルソン顕微鏡干渉計  

3．極低温質量分析装置  

4．超高真空反射電子回析装置  

5．偏光解析装置  

6．マッハツユング一千渉装置  

7．光ファイバー流速計  

8．低塩風洞装置用送風モーター及び  

風速制御装置  

9．テンシロン万能試験機  

10．リアルタイム画像アナログ高速  

シス丁ム  

11．自記式流向流速計  
12．オートラブ誘導起電式塩分計  

13．シェリーレン法測定装置  

14．冷‡東顕微鏡  

15．プログラムフリーザー  

16．高分解能核磁気共鳴装置  

17．顕微鏡用薄片作成機  

18．高感度イオン分析システム  

19．超低温試料観察電子顕微鏡システム  

20．水分検層自動計測システム  

21．高感度示差走査熱量計  

22．凍上試験装置  

23．電気探査装置  

24．細胞膜超微流動測定装置  

25．レーザー低温顕微鏡  

26．光学顕微鏡用画像処理システム  

27．係留ゾンデシステム  

28．水文気象観測システム  

29．高速液体クロマトグラフ  

30．液体シンチレーションカウンター  

係留ゾンデシステム  

31．気象衛星受画装置  

32．ドップラーソーダーシステム  

33．ラジオゾンデ自動追跡装置  

34．高速三次元トノブラーレーダー装置  

35．ゾンデ回収用受信装置  

36．大気境界層観測用レーダーシステム  

37．流氷観測用レーダー  

38．流氷レーダー信号処理装置  

39．レーダー映像記録再生装置  

40．超音波波高計  

41．流氷領域気象海象観測システム  

42．超小型超音波風速温度計  

43．赤外線方式炭酸ガス水蒸気変動システム  

44．気象海象データ光伝送システム  

45，CTD測定システム  

46．万能材料試験機（インストロン）  

47．高速度動作解析システム  

48．リモートセンシングシステム  

49．赤外線温度解析装置  

50．低温顕微画像解析システム  

51．植物低温育成チャンバー  

マッハツェンダー干渉装置  

52．フーリエ変換顕微赤外分光測定装置  

53．アミノ酸シークエンサー  

54．超遠心機  

55．多波長検出器付HPHL  

56．着氷力測定装置  

57．フーリエ変換赤外顕微分光装置  

58．近赤外ビデオカメラ  

59．共焦点レーザー走査顕微鏡システム  

60．自動Ⅹ線回折装置  

61．SMARTSystem／FL Peak  

モニターシステム  

62．CN分析システム  

63．生体成分解析システム  

64．イメージング解析システム  

65．レーザーイオン化質量分析計  

66．ガスタロマトグラフ質量分析計  

67．長距離顕微鏡  

68．DNA分析システム  

69．顕微ラマン分光測定装置  

70．レーザートモグラフィー  
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底岳和学研究所平面図  

lsO0 

181  

182  

分析棟1  

160  

161  
第1舶開発室  

162  1解  （金執）  

2粥  9号奄  

第2税器開発室  

164  低   第3機器開発室  

165  

低温棟1  

研究棟1  

113114 ユ15  123 124   125  

W  
生物適応・低塩牢物  
⊥［物学実験案  

生     惑   海    海  生    牛   生   
聖研   

玄関   ′レ   究学    授学  究学 授学   

112   111110】09 】08107106  105  10′1103            102 101 129  12昌 127  126  
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研究棟3階   

316   317  318  319  320  321322  323    324  

客  氷河氷床   海洋動態  第  

会 議 室  究椚  雪 ・氷  雪 氷  套  
室   

ヨ■■■■■m  

国手事務量  
図書掛閲覧室   

且  ミ環  享受環  捜穀   
写 氷  雪  雪   氷  雪  雪  準  準  海  雪  気  気候褒＃   

315  314 313 312 311 310 309 30∈；307 306 305 304   303   302  301  327  326  325  

277  276  267  

NMR室  

265     生物圏変動    275  
惑星科学  

低温調整室（2）  

生物多様性  

タンパク質 分析室  

瞥  

258 257 

255  

準  低 テ且 風 洞 室  
備  雪氷相転移   251  
宴  助教授垂  

階  

階  

212    213  15 216217  221222223 224225  

W・C  

環  粟  生  生  生   顔  融  気   雪   雪   第翠 究三一  事 務 室  

室  垂   室   垂   室  
211   210 209 208 207 206 205 204 203 202  201  230  229  228 227    226  

64   



65   



66   




